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「一つ、お願いしていいですか？」

　儚はかなげな彼女の微び笑しようは、氷の刃やいばとなって彼の心に食い込んだ。

「私の代わりに、その解答こたえを探さがしてください」




　誰だれの人生にも、必ず一度は特別な時間が訪れる。他のどんな時よりも幸福で、どんな時よりも自分らしく輝かがやける瞬しゆん間かんが。運命の絶対的な庇ひ護ごを受け、何も恐おそれることはなく、何かに傷つけられることもない──世界を敵に回しても勝利できる無敵の瞬間が。《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》によると、それを〝黄金の時間〟と言うらしい。究極の自分になれる瞬間だ。

　だがもちろん、この宇宙に永遠が存在しないように、永遠に続く幸福も存在しない。同様に黄金の時間がいつ自分の元を訪れ、いつ去っていくかを知る者もまた存在しない。十年続くこともあれば、一年で終わることもある。たった一日の場合も。そのため黄金の時間は、人が気づかないうちに過ぎ去っていくことの方が多い。ほとんどの人が人生に失敗し、傷つき、不幸なのはそのためだ。人は未来を知らず、過去のみを振ふり返り、自分の元を訪れた最高に幸福だった時間がいつだったかを知ることができるのである。

　そして多分──と、来くる海み遊ゆう斗とは思った。

　自分にとっては彼女と過ごした日々が、輝ける黄金の時間だったのだろう。

　暗く深い追つい憶おくの海に溺おぼれながら、彼は静かにその女性の名前を呟つぶやいた。

「…………」

　渦うずを巻いたそよ風が、優しく流れ去っていく。

　軽かろやかな回かい旋せんを演じ、虚こ空くうの中に消えていく。

　仄ほのかな温ぬくもりだけを残して。

　まるで過去の幻げん影えいに頬ほおを撫なでられた気がして、遊斗は瞼まぶたを押し上げた。

　眠ねむっていたわけではない。だが起きていたのかと問われると、それも疑わしい。夢と現実。過去と現い在ま。虚きよ像ぞうと実像。そして記き憶おくと忘ぼう却きやく──未いまだ混こん濁だくとした思考が、相あい反はんする二つの事象の狭はざ間まで漂ひよう泊はくしている。数瞬、自分がどこにいるのかさえ判然としなかった。

　鈍どん化かした感覚を研とぎ澄すまし、精神を世界と交こう錯さくさせる。

　ゆっくりと。しなやかに。

　その気になれば瞬時に全能力を解放し、あらゆる敵を迅じん速そくに制圧し得うるその肉体に、意識を注そそぎ込んでいく。時間をかけて練ねり上げた五感が焦しよう点てんを結び、遊斗は視線を動かすことなく自分の居場所を把は握あくした。深ふか美み学がく園えん高こう校こう一年Ｃ組の教室と、窓辺に佇たたずむ自分自身を。

　彼は大きく開かれた教室の窓から、青く澄すんだ空を見上げた。

　ネクタイをだらしなく緩ゆるめた、スマートな少年である。少し寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、飄ひよう々ひようとした顔立ち。美少年、と評するほど端たん整せいではない。だが愛あい嬌きようのある容よう貌ぼうには、独特の魅み力りよくがあった。それは多分、不思議な印象を与あたえる瞳ひとみのせいだろう。時には熱く、時には涼すずしげな光を宿すその眼まな差ざしは、今は無辺の蒼そう穹きゆうに向けられている。そんな彼に見み惚とれている女子が、教室に一人ぐらいいるかもしれない。そして残りの連中は、気にも留とめない。

　だがすぐ傍そばにいる少女達が示した反応は、そのどちらでもなかった。

　密ひそやかな囁ささやき声がした。

「ねえねえ、百ゆ合りちゃん。ユートがシリアスな顔してるよ。どうしたのかな？」

「近寄っちゃダメよ。ああいう顔してる時は、大たい抵ていスケベなこと考えてるから」

「確かに危なっぽい目つきだね」

「獲え物ものを狙ねらうケダモノの目だわ」

「くるみん、えっちぃの？」

「…………」

　声の主ぬしは、確かめるまでもない──織おり咲さき天てん翔か、春日かすが百合、愛あい里ざと加か奈なの三人だ。

　遊斗はぶん殴なぐってやりたい衝しよう動どうに駆かられたが、ぐっと堪こらえた。決然と、無視。

　だが声を潜ひそめた少女達の会話は、さらに続く。

「あ、いま肩かたがぴくってした。あたし達の声、絶対聞こえてるよね」

「多分、クールに気取って誰か女の子の気を惹ひこうとしてるんだわ」

「もしユートがシリアス路線に走ったら、あたし達が全力で阻そ止ししようね」

「そんなことしなくても、すぐに墓ぼ穴けつ掘ほるわよ。彼、基本的に三枚目だし」

「くるみん、えっちぃの？」

「…………」

　こいつらの頭に一個ずつ隕いん石せきが命中しねーかな。

　遊斗が軽い殺意を覚えた、その時である。

　カキーンという乾かわいた音が、グラウンドに鳴なり響ひびいた。バックネットの前で打だ撃げき練習していた野球部員が、呆ぼう然ぜんとこちらを見上げている。いや、自分が打ったボールの行方ゆくえを。

　悲劇は直後に訪れた。

　唸うなりを上げて飛んできた打球が──

「ぐほっ!?」

　顔面に命中して、遊斗は真後ろに吹ふっ飛んだ。

　大きく仰のけ反ぞり、もんどり打って倒たおれ込む。

　脳のう震しん盪とうを起こして床ゆかでピクピク痙けい攣れんしていると、

「ね、言ったでしょ」

　百合の醒さめた声がした。

　白雲たなびく、うららかな五月の昼休みだった。
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　人はなぜ人生に悩なやみ、愛に苦しみ、互たがいに傷つけ合うのか──

　それはこの宇宙に生命が誕生して以来、あらゆる種族が共通して抱かかえる大きな問題だった。政治が悪いという者がいた。政治とは人を幸福に導みちびく国家的活動であるにもかかわらず、自分が不幸なのは政治家が無能だからだと彼らは主張した。社会が悪いという者もいた。自分が世の中で成功しないのはこの才能を認めようとしない社会が無能だからだ、というのが彼らの言い分だった。親が悪いという者もいた。テストのたびに悪夢のような点数を叩たたき出すのは親が無能だからで、全ては呪のろわれた遺伝子のせいだと彼らは嘆なげいた。

　このように多くの者は原因を自分以外のものに求めたが、自分が無能だからと考える者はほとんどいなかった。どんな底なしの馬ば鹿かでさえ、自じ己こ批判をしても惨みじめで不幸な気分になるだけで幸福にはなれないことを生物的な本能によって知っていたからである。自分を責めて幸せな気分になれるのは一部の変態マゾヒストぐらいのもので、彼らはひたすらに自己を虐ぎやく待たいし続けて快楽を貪むさぼった。この宇宙で彼らだけが幸福だった。

　というわけで変態マゾヒストになれば幸福になれると考えたププンモックン種族はことあるごとに自分を責め、虐待し、調教し、折せつ檻かんし続けた末に惑わく星せい破は壊かい砲ほうを自分達に向けて発射して集団自殺を図はかった。世界が破は滅めつ的な閃せん光こうに包まれる直前、誰もがみな恍こう惚こつとした至し福ふくの表情を浮うかべていたという。どうやら彼らは幸福な最さい期ごを遂とげたようだった。

　こうして一つの種族が宇宙から消しよう滅めつしたが、問題は未解決のまま残された。

　人々は相変わらず人生に悩み、愛に苦しみ、互いに傷つけ合った。

　不幸に至る罠わなは身近に溢あふれ返っていた。

　落とし穴は至る所に張はり巡めぐらされていた。

　つまり究極的なところ、諸悪の根源は宇宙そのものにあったのだ。この宇宙が無限の愛に満ち満ちた完かん璧ぺきな理想郷だったら、きっと誰もが幸福になれたはずである。ところが現実の宇宙はワケの分からない意味不明な世界で、より純じゆん粋すいに、希望的観測を排はいして冷静に捉とらえた場合、もはや邪じや悪あくと呼べるほどの不完全な代しろ物ものに過ぎなかった。故ゆえに宇宙に生きる多くの種族は、この宇宙は完全に狂くるっている──より洞どう察さつ力に優すぐれた者は、この宇宙を作った奴やつの頭は完全に狂っている、という共通した認識を持つようになった。

　各地で問題解決の方法が叫さけばれた。

　幸福獲かく得とくの様々な手段が検討された。

　例たとえばプリヴェクト世界のヴァゼマルヴァゼアヴィリアタム種族は、神とのコンタクトを試こころみた。彼らは独自の超ちよう通信技術を駆く使しして至し高こうの存在と対話し、全能の神から幸福になる方法を伝授してもらうことで人生のあらゆる問題を一挙に解決しようと目もく論ろんだ。

　モンガッハ種族は遺伝子改造による完全生命体への進化を目め指ざした。彼らは雨にも負けず、風にも負けず、どんな不幸にも負けない丈じよう夫ぶな身体からだを獲得しようと考えた。完璧な理想郷の建造に取りかかった種族もいた。世界が抱える欠けつ陥かんの修復に着手した種族もいた。

　そして宇宙で最も偉い大だいな種族である天使達は、《愛の真理》を探し求めていた。彼らは自分達の身に降ふりかかった不幸の原因が《真理》の喪そう失しつであると推測し、失われた《愛の真理》を再発見できれば彼らの理想郷である天国への復帰が叶かなうと信じていた。その宿願は未まだ道半なかばであったが、長い探求の末に天使達はようやく《真理》の一部を見み出いだした。

　それはこんな言葉だった。

『愛とは、ドーナツである』




　　　　＊




　油で揚あげた輪っか状の洋よう菓が子しごときが、複雑な愛の諸問題を解決できると思ったら大おお間ま違ちがいだ。例えば深美学園高校の食堂では手作りドーナツが一個八十円という納なつ得とくの価格で販はん売ばいされているが、それをいくら食べたところで慈じ愛あいや博愛や自己犠ぎ牲せいの精神に覚め醒ざめるわけでもないことは、ここの生徒達の唯ゆい我が独どく尊そん的な日常を見れば明らかであろう。

　放課後。旧校舎の三階に位置する旧図書室──

　現在は文芸部の部室となっているその部屋で、小こ柄がらな少女が元気よく叫んだ。

「というわけで、今から文芸部の部長を決めたいと思います！」

「…………」

　両足を長テーブルの上に放り出し、グラビア雑誌を眺ながめていた遊ゆう斗とはふと顔を上げた。

　古い黒板の前で勝手に司会を務つとめているのは、長い黒くろ髪かみに大きなリボンを飾かざった和風系の少女──円つぶらな瞳ひとみに、慎つつましげな鼻び梁りよう。高校生にしては少々あどけない顔立ちをしている。外見に派手さはなく、どちらかと言えばクラスでも目立たない方だろう。可愛いことは可愛いが、『一応』という前置きが必要なレベル。どこにでもいる普ふ通つうの女子高生だ。

　彼女──織おり咲さき天てん翔かは、部室にいる三人の少年少女を見回した。

「ちょっと、みんな聞いてる？」

　誰だれも応こたえない。遊斗も再び水着少女の写真に目を落とした。

　が、誰にも構かまってもらえず寂さびしかったのだろう──天翔が甘えた仕し草ぐさで、彼の身体を揺ゆすってきた。

「ねえ、ユート！　ユートってば！」

「何だよ、うるせえな」

「部長を決めなきゃいけないんだって。宮みや部べっち先生に言われたんだから」

　宮部っち先生とは、文芸部の顧こ問もんであり、彼らのクラス担任でもある宮部勤つとむ教きよう諭ゆのことだ。六限目の授業終しゆう了りよう後、成績不ふ振しんで職員室に呼び出された際に言いつけられたらしい。

「そんなのお前がやれよ。面めん倒ど臭くせえ」

「ダメだよ、ちゃんと決めなきゃ」

「じゃあ、お前が決めろ。面倒臭え」

「そうじゃなくて、みんなで話し合って決めるの！」

　天翔は雑誌を取り上げると、それでぺしぺしと頭を叩いてきた。

「そうやってすぐに面めん倒ど臭くさいって言うの、ユートの悪いクセだよ」

「…………」

「醒めた態度がカッコいいなんて思ってる子、あたしは嫌きらいだゾ」

「誰もお前に好かれたいなんて思ってねーよ」

　遊斗は素早く少女の手から雑誌をひったくった。

　あっ、と声を上げた天翔が、腕うでを伸のばしてくる。

「めっ！　部長が決まるまでその本は没ぼつ収しゆうです！」

「やかましい！」

　遊斗は彼女の手を振ふり払はらった。しかし天翔は、しつこく掴つかみかかってくる。遊斗は手首をひねり、それを払った。天翔がさらに捕つかまえてくる。払う。掴む。払う。掴む。払う。

　ガッ！　ガッ！　ガッ！

　二人の前ぜん腕わんが幾いく度ども交こう錯さくし、カンフー映画のような攻こう防ぼうが繰くり広げられた。

　無論、遊斗にとっては単なるじゃれ合いに過ぎない。悠ゆう久きゆうの太古から幾いく多たの戦せん闘とうをくぐり抜ぬけてきた彼──堕だ天てん使しアスモデウス・ユトエルにすれば、人間の少女など赤あか子ご同然である。だがもちろんここで本気を出すわけにもいかず、遊斗は天翔が繰り出す拳こぶしをリズミカルに、踊おどるように捌さばいていった。そうすれば、そのうち彼女も諦あきらめるだろうと思って。

　だがすぐに、その考えが誤りであることに気づかされた。

「むっ」

　と唸った天翔の目が、きらんと輝かがやいた。面おも白しろい遊びを発見した子供のように。実際、ちょっと楽しかったのだろう。少女は奇き声せいを発すると、拳を矢や継つぎ早ばやに打ち込んできた。

「わちょ───っ！　あ～たたたたたたたっ！」

　もうグラビア雑誌や部長の選考など、頭にはないらしい。一つのことに熱中すると、先刻まで何をしていたかなどすぐに忘れてしまう奴なのだ。事実、雑誌の方はテーブルの上に置かれているが、天翔はお構いなしに拳けん打だを放ってくる。なぜか分からないが、彼女の肉体に一いつ子し相そう伝でんの暗殺拳の伝承者の精神が乗り移ったような錯さつ覚かくを、遊斗は一いつ瞬しゆん覚えた。

　天翔が、無む邪じや気きに咆ほえた。

「食らえ、乙女おとめ百ひやく烈れつ拳けん！」

「付き合い切れねーよ！」

　彼は少女の頭を叩はたくと、両頬ほおをぎゅうううっと抓つねった。

「いい加減にしろよ、お前。何だよ、乙女百烈拳って？」

「ふにゃああああっ！」

「どうしてお前は、そうやってすぐ調子に乗るんだ？　え？」

「にゃああああああ！」

「いつまでもガキじゃないんだから、少しは大人になれ」

「にょおおおおおお！」

　可愛い悲鳴を上げて、天翔がじたばたと暴れる。

　だが遊斗は彼女の頬を引ひっ張ぱって、非情にも縦縦横横丸描かいてちょんを繰り返した。実は天翔の頬は柔やわらかくて気持ちがいいので、ストレス解消のいい癒いやしアイテムなのだ。おまけにこの少女をいじめることが意外と楽しいことに、彼は最近気づいたのだった。

「ふぁいっは！　ふぉーはん！　ふぉーはん！（参った！　降参！　降参！）」

「では二度とユートくんの邪じや魔まをせず、図書室では静かにすると誓ちかいますか？」

「へほ、ふひょーをひへはいほ（でも、部長を決めないと）」

「誓いますか？」

「……ふぁい」

「よろしい」

　満足げに頷うなずいて、遊斗は天翔を解放した。

　そして小さく、ため息をこぼす。女の子と遊ぶのは大好きな彼だが、彼女に付き合うと無む性しように疲つかれるのはなぜだろう。姉に甘やかされて育ったのが悪いのかもしれない。もう少しお淑しとやかになってくれれば、面白い大人の遊びを教えてやろうという気になるのだが。

　そんなことを思いながら、グラビア雑誌を手に取って腕を引いた時──

　ごんっ。

　背はい後ごにあった何かに、肘ひじがぶつかった。

「あっ！」

　天翔の顔が、瞬またたく間まに青ざめた。

　うなじに寒さむ気けが走った。

「…………」

　嫌いやな予感を覚え、遊斗は恐おそる恐る振り返ってみた。

　斜ななめに傾かたむいた金きん髪ぱつの後頭部が、そこにあった。

「げっ！」

　戦せん慄りつと共に、彼は後ずさりした。

　肘打ちを食らって右側に倒たおれていた頭部が、緩かん慢まんに持ち上がり……ゆっくりと、ゆっくりと回って、こちらに向いてくる。芸術的な曲線を描いた柳りゆう眉び。透すき通った鼻梁。名工が作り上げた古代の彫ちよう刻こくを思わせる、端たん麗れいな顔立ち。男なら誰もが見み惚とれる絶世の美少女。

　だがその美び貌ぼうは、清せい冽れつとした日本刀の鋭するどさを秘め──

　心臓の弱い者ならそれだけで絶命しそうな氷の眼まな差ざしが、彼を睨ねめ上げてきた。

「あんたも、もう少し大人になったら？」

「いや、ちょっと待て春日かすが」

　どすの利きいた声こわ音ねに、遊斗は慌あわてて弁明を試みた。

　が──春日百ゆ合りの制裁は、迅じん速そくに執しつ行こうされた。

「図書室では！　静かに！　しなさぁい！」

　振り向きざまに飛ひ来らいした拳が唸うなりを上げ、彼は綺き麗れいに吹ふっ飛とんだ。天翔の拳速とは比ひ較かくにならない鋭い一いち撃げき。強きよう烈れつなアッパー・カット。顎あごの下から豪ごう快かいに突つき上げられ、瞬しゆん時じに足が床ゆかを失う。そして宙に舞まい、スローモーションの世界の中でふと彼の目に飛び込んできたのは、壁かべに貼はられた『図書室では静かにしましょう』という古い貼はり紙がみだった。

　よい子のみんな、図書室では静かにしようぜ。

　薄うすれゆく意識の中、遊斗はなぜか全国の子供達に語りかけていた。

　でないと、怖こわいお姉さんにシバかれちゃうぞ。




「どうしてあんた達って、そうやってすぐ調子に乗るわけ？」

　椅い子すに座すわり、両手に持った携けい帯たい電でん話わをいじりながら、百合は不ふ機き嫌げんに言った。

「いつまでも子供じゃないんだから、少しは大人になりなさいよ」

「…………」

　遊斗は無言のまま顔をしかめた。自分のセリフが舞い戻もどってきたからではない。憎にくまれ口の一つでも叩たたこうとしたら、口を開けた瞬しゆん間かんに顎が痛んで声を出せなかったのだ。

　どのみち今は何も言い返さない方がいいという知ち恵えは、彼にもあった。

　人間も天使も群ぐん居きよ型の生物である。集団を形成して生活している。そして集団が集団として成立するためには、その性質上、そこに建たて前まえ上の平等はあっても実質的な平等が介かい在ざいする余地はない。つまり集団を集団たらしめ、分ぶん裂れつせずに機能的かつ効率的にこれを運営していくためには優れたリーダーの存在が不可欠で、それに伴ともなう階級、序列、身分制度という支配者と隷れい属ぞく者の関係が生まれてくるのはもはや必然なのである。早い話、そこにいる他者は自分に従うべきか、自分が従うべきかということに他ならない。

　春日百合──大天使ガブリエルはこの文芸部の中だけでなく、広大な宇宙においても絶対的な権力者だった。彼女に逆さからうことは死を意味する。なぜならガブリエルは正義と純潔の熾し天てん使しと呼ばれているものの、その本ほん性しようは暴力と虐ぎやく待たいのサディストだからである。

「神聖な書物の保管庫で暴れるなんて、人としてちょっと問題あるわよ」

　しかめっ面つらで携帯電話を操作しつつ、百合は続けた。

「私、場をわきまえずに暴力を振るう人って嫌いなのよね」

「…………」

　もちろん権力者だからといって、好き勝手なことを言っていいわけではない。ましてや宇宙一の暴力女に、そんなことを言われる筋すじ合あいはない。さすがに聞き捨ずてならず顔を上げると、やはり同じことを思ったのか、「えっ!?」という表情の天翔と目が合った。

　お前が言うな。

　という言葉が口を突いて出そうになる。だが遊斗は幾いくつかあるコマンドの中から、「命を大事に」を選せん択たくした。彼も天翔も命いのち懸がけでツッコミを入れる芸人根性はなかった。

　しかしこちらの物言いたげな気配を察したのか、百合が顔を上げる。

「何？」

　遊斗は一瞬早く目を伏ふせ、グラビア雑誌を鑑かん賞しようするフリをした。セーフ。

　が、トロ臭くさい天翔は目を合わせてしまったらしい。当とう惑わくの声が聞こえた。

「あ、いや、別に」

「別に、じゃないでしょ。言いたいことあるなら、はっきり言いなさいよ」

「ええっと……百合ちゃん、さっきから何してるのかなって」

「え？　ああ、これ？　実はＧＷ中に携帯電話を買ったんだけどね」

　話題が変わったことを気にする様子もなく、百合は液えき晶しよう画面を睨にらみつける。

「使い方がよく分かんないのよ。友達の番号を登録するのって、どうやるの？」

「説明書は？」

「読んでも分かんないから困ってるんでしょ」

「百合ちゃん、そういうの苦手だもんね」

「人間って、どうしてこんなややこしい道具を使いこなせるわけ？　ジュースの自じ動どう販はん売ばい機きとか、掃そう除じ機きとか、テレビとか、私には難むずかしくてさっぱり理解できないわ」

「難しい、かなあ」

「でも最近、ようやく腕時計は使いこなせるようになったわよ」

「…………」

　こいつは一体どんな複雑な腕時計を嵌はめてるんだ？

　グラビア雑誌を眺ながめつつ会話を聞いていた遊斗は、本気で疑問を覚えた。

　彼女の時計は、英国諜ちよう報ほう員いん仕様か？

「あー、もう！　さっぱり分かんない！」

　大きく吐と息いきして、百合は携帯電話を投げ出した。そりゃそうだろう。自販機でジュースも買えない女に、友人の電話番号をアドレス帳に登録するなんてできるはずもない。

　それでも彼女は嬉うれしそうに──というか自じ慢まんげに、こちらに向かって言ってきた。

「一応、電話がかかってきた時、このボタンを押せば話ができることだけは理解した」

「それだけ？　丸一日かかってそれだけ？」

「……百合ちゃん、ホント機械オンチだね」

「現代文明に乗り損そこなったババアか」

　ごっ！

　物もの凄すごいスピードで裏うら拳けんが飛んできて、遊斗は椅子ごと派手にひっくり返った。

　ぷしゅうううぅぅぅ……と床の上で悶もん絶ぜつしていると、頭上から冷ややかな声。

「ババアにこんな真ま似ねができて？」

「……若くてもできねえよ」

　呻うめきながら、明日あしたからこの女の隣となりに座るのはやめようと彼は思った。

　と、丸みを帯びた幼おさない声が割り込んできた。

「貸して。加か奈ながやったげる」

「はあ？　あんたにできんの？」

「うん。加奈おべんきょしたもん。ついったーとかもできるよ」

　という声の主ぬしは、部室にいる四人目の人物──愛あい里ざと加奈だ。

　純真そうな大きな瞳ひとみに、淡あわい小さな唇くちびる。赤いリボンで髪かみをツインテールに結んだ、小学生と見み紛まがうばかりの幼い風ふう貌ぼうをした少女である。天文学の本を読みながらおやつのシュークリームをつまんでいた彼女は、横から百合の携帯電話を取り上げた。

「ちょっと。壊こわさないでよ」

「だいじょーぶ。ゆりりんと違ちがうから壊さないよ」

　加奈は携帯電話を自分の前に置き、二本の人差し指でぽちぽちとキーを押していく。

　操作方法にかなり違い和わ感かんを覚えたが、誰だれも何も言わなかった。

　頬ほお杖づえをついてその様子を眺めていた百合が、思い出したように振ふり向いてくる。

「ところで、何か決めてたんじゃないの？」

「あ、そうだ！　部長を決めなきゃいけないんだった！」

　やはりすっかり忘れていたらしく、天翔が立ち上がった。

「それでは、改めて文芸部の部長を決めたいと思います！」

　ＧＷ中にたっぷり休養を取ったせいか、やたらと元気だ。

「では部長になりたい人、手を挙あげてください！　どうぞ！」

　無論、誰も手を挙げない。

　倦うんだ様子で、百合が言った。

「まどろっこしいわね。クジか何かで決めなさいよ」

「そだね。じゃあスーパー天翔クジで決めましょう」

　なんじゃ、そら？

　と思っていると、天翔がテーブルの下から『クジ箱』と書かれたダンボール箱を取り出した。一体いつそんなものを作ったのか知らないが、遊斗は少し呆あきれてしまった。

「それじゃあ……ええっと、百合ちゃんから引く？」

「あんたが作ったんだから、あんたから引きなさいよ」

「そんなこと言っていいのかな。あたしが作ったクジだから、あたしが有利なんだよ」

　にんまりと笑った天翔が、クジ箱に手を突っ込こむ。そして「ジャガジャガジャガ」と効果音的なものを口ずさんで必死に場を盛り上げてから──盛り上がっていたのは本人だけだったが、「ジャーン！」と取り出した紙片には、『君が部長ぷー』と書かれていた。

「げっ！」

　一発目から当たりを引いた天翔が、その場に崩くずれ落ちる。

「なんであたし、こんなクジ運ないんだろぉ」

「真性のアホだな」

　自じ爆ばくしちゃったよ～と嘆なげく少女は放置して、遊斗はテーブルの上に両足を載のせると再びグラビア雑誌を読み始めた。「もう終わり？」と一応確認を取ってから、百合もファッション誌のページを開く。加奈は相変わらず百合の携帯電話をぽちぽちいじっていた。

　文芸部の部室に、静かでだらしない時間が流れていった。

　今日はＧＷ明けということもあって学校全体が気の抜ぬけた空気に包まれているが、文芸部の部室ではいつものことである。遊斗も百合も加奈もこのユルい雰ふん囲い気きを愛していた。

　が──いつもがさつな人間の少女によって、それはぶち壊されるのだった。

「ねえ」

　一人寂さびしげにクジ箱を弄もてあそんでいた天翔が、話しかけてくる。

「せっかく部長が決まったんだしさ、何かお祝い的なものはないの？」

「…………」

　遊斗は水着写真を眺めながら、テーブルに置いてあった缶かんジュースを軽く持ち上げ、

「新部長の誕生を祝って」

　かなりやる気のない小さな声で、気けだるそうに音おん頭どを取った。百合はファッション誌を読みながら、加奈は携帯電話をいじりながら、それぞれ無気力な声で「乾かん杯ぱい」と呟つぶやく。

　目を背そむけたくなるほどの痛々しい空気が、部室を覆おおった。

「いやあ！　ありがとう！　嬉しいなあ──って、違うでしょ!?」

　天翔が豪快なノリツッコミを行う。

「みんななんでそんなローテンションなの!?　もっと盛り上がろうよ！」

「何だよ？」

　うるせえぞ、と遊斗と百合は睨みつけるが、少女は怯ひるむことなく、

「それでは！　場を盛り上げるために、新部長が就任の挨あい拶さつをしたいと思います！」

　誰も頼たのんでないのに勝手に挨拶を始めた。

「えー、一年Ｃ組の織咲天翔です！　このたび皆みな様さまの多大な支持を得て、文芸部の部長に就任することになりました。これからビシバシ頑がん張ばっていきますので、応おう援えんよろしくお願いします！　キャッチコピーは……ホントにホント!?　本と一いつ緒しよに部活動♥」

　言いながら手元にあった本を胸に抱だき、きゅぴっとウィンクする。

　すかさず遊斗は、分厚い広こう辞じ苑えんで彼女をぶん殴なぐった。続いて百合が、延えん髄ずい斬ぎりを決める。

　はうっ、と天翔がひっくり返った。

「天使なめんなよ、ゴルァ！」

「もう一回やり直しなさい！」




　　　　＊




　結局、百三十八回もダメ出しを食らった末、天翔の就任挨拶が遊斗と百合からＯＫをもらったのは、部活終しゆう了りようのチャイムが鳴った頃ころだった。二人から強きよう烈れつなツッコミを受け続けた天翔はズタボロで、「あたし、もっと大事にされてもいいと思う」とぼやいていたが、彼女のお寒いギャグに延々と付き合わされた遊斗達もかなりズタボロだった。精神的に。

「お前、これ読んでちょっと勉強しろ。な」

　部室を出る際、遊斗が本ほん棚だなのどこかから見つけてきた『宴えん会かいで必ずウケる笑撃のギャグ１００連発！』という本を天翔に渡わたしていたが、それもどうかと思う百合だった。

　もっとも世のオヤジ達さえたじろぐ天翔のギャグも、加奈にだけは好評だった。

「てんてんのギャグ、面白かったよ」

「さすが加奈ちゃん、君は通つうだねえ」

「うん。だって加奈、お腹痛かったもん」

「でしょでしょ。『部長、今日は絶不調！』なんて最高だよね」

「それはつまんない」

「なんでっ!?」

　真後ろで交かわされる掛け合いに、百合は軽い頭痛を覚えた。天翔のことを知れば知るほど、彼女が深遠な宇宙の本質に解明の光を投げかける存在とは思えなくなってくる。こんなことで天国に帰れる日が来るのだろうかと、彼女は不安を覚えずにはいられなかった。

「ねえ、天翔」

「ほえ？」

「あんた、ちゃんと《愛の真理》の解答こたえ、探してるんでしょうね」

「どうしたの、急に？」

「あんたを見てると、心配になってくるのよ」

「あーっ。百合ちゃん、あたしのこと信じてないの？」

「あんたが解答者だって事実を信じたくないだけよ」

　旧校舎を出て広々としたグラウンドを横切りながら、百合は言った。

「ホンっトにちゃんと解答こたえを探してるんでしょうね」

「心配しなくても、ちゃんと考えてるよ」

　天翔は自信たっぷりに胸を張り、

「朝ごはんの前とか、昼ごはん中とか、晩ごはんの後とかにね」

「なんで常に食事時どきなのよ!?」

「え？　だって人間はごはん時の方が、頭の回転がよくなるんだよ。知らないの？」

「適当なこと言ってんじゃねーよ」

　後ろから遊斗が、バシッと彼女の頭を叩たたく。

「嘘うそじゃないもん。というわけで、今からみんなで『風恋人フレンド』に行きましょう！」

「ヤだよ、面めん倒ど臭くせえ。俺は帰るぞ」

「えーっ。みんなでお茶しようよ」

「お前らとだったら、オカマと一いつ杯ぱいやった方がマシだね。お疲つかれ～」

　右手を挙げ、一人だけ別方向に歩き出す。

　その背中に向かって、天翔が呟いた。

「お姉ちゃんと待ち合わせしてるのに」

　遊斗はムーンウォークをしながら、凄すごいスピードで戻もどってきた。

「なぜか急にコーヒーが飲みたくなってきたぜ」

「…………」

　百合は本格的に頭痛を覚え、指で眉み間けんをつまんだ。

　人間界に紛まぎれ込んでまだ一ヶ月にもならないのに、この疲ひ労ろう感かんは何だろうか。これが現代社会に蔓まん延えんするストレスの恐きよう怖ふか。気疲れの主おもな原因は、言うまでもなく織咲天翔と来くる海み遊斗にあった。特に遊斗──ユトエルは天翔の守護天使として彼女を守る使命を帯びているにもかかわらず、その自覚が全くないことに百合は苛いら立だっていた。ともすれば彼女に天翔の警護を任まかせ、どこかへ遊びに行ってしまう有様である。元々、何物にも縛しばられない自由気ままな天使なので、そんな彼を守護天使に起用したのはミスキャストだろう。

（ミカエルだかルシファーだか誰だか知らないけど、責任者出てきなさいよ。コラ）

　百合は胸中で悪態をついた。

「どうしたの、百合ちゃん？」

　天翔が瞳をぱちくりさせて、こちらを覗のぞき込んできた。

「悩なやみ事でもあるみたいだよ」

「まあね」

　あんたも原因の一つよ、と胸きよう中ちゆうで呟く。

　だがその自覚のない少女は、殴りたくなるような無む邪じや気きな笑顔を見せた。

「だったら、このあたしが相談に乗ってあげよっか？」

　ぽかり。遠えん慮りよせず殴ってやった。

「いたーい！　なんで叩くの!?」

「あんたの顔見てると、殴りたくなったから」

「百合ちゃん、そうやってすぐ暴力振るうのやめた方がいいよ」

「そーだ、そーだ。もっと言ってやれ──ぐへっ！」

　茶化す遊斗に回し蹴げりを見み舞まって、百合はため息をついた。

「こういう馬ば鹿かの存在が、私の悩み事なのよ」

「そ、そうなんだ……」

「で、あんたは今日やけに機き嫌げんがいいみたいだけど、どうかしたの？」

「え？　やっぱり分かる？」

　天翔は両手を頬ほおに当て、ムフフと笑う。

「だっていよいよ今週なんだもん。オリエンテーリング」

「それで一日中ハイテンションだったわけね」

「うん。真ま山やまくんと一緒の班になれるなんて思わなかったよ」

　真山とは、クラスメートの真山憲けん治じのことである。天翔と同じ藤ふじ沢さわ中学の出身で、彼女は三年前からこの少年に片恋中なのだ。今まで話をする機会に恵めぐまれなかった彼女にとって、オリエンテーリングで同じ班になれたのは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスというわけである。

「一日中真山くんと一緒なんて、想像しただけで五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが火か炎えん地じ獄ごくに包まれちゃう！」

「それ、めでたい表現には聞こえないんだけど」

「なに言ってんの。めでたいに決まってるじゃない。だって班決めのあった夜、あたしお姉ちゃんに頼んでお赤飯炊たいてもらったんだから」

「美み雪ゆきも大変ね……」

「クジ運の悪いあたしが真山くんと同じ班になれるなんて、これはもう運命だよ」

「運命？」

　さすがにその発言は看過できず、百合は眉まゆを吊つり上げた。クジ引きで不幸にも遊斗と同じ班になった彼女にとって、それが運命と言われたらいくらなんでも無視はできない。

　しかしこちらの不快な反応に気づく様子もなく、天翔は一人悦えつに入いっている。

「きっと赤い糸で結ばれてるんだよ」

「赤い糸？」

　次に声を上げたのは、遊斗だった。彼はかなり嫌いやそうな顔でこちらを見、それから自分の身体からだを見下ろし、汚けがらわしそうに手で全身を払はらった──服についた蜘く蛛もの巣すでも払うように。多分、百合と自分を結ぶ運命の赤い糸とやらを払っているのだろう。

　ずがっ！

　百合は彼の顔面に拳こぶしを叩き込んだ。

　だがそんな二人のやり取りに相変わらず気づく様子もなく、天翔は一人幸福を満まん喫きつしている。その至し福ふくの表情を見ていると、そこはかとなく腹が立ってきた。

「早くオリエンテーリングの日にならないかなあ」

「じゃあ私、雨天中止に三千円」

「じゃあ俺、告白するもフラれるに三千万円」

「ギャンブラー!?　てか、なに強気にフラれる方に賭かけてんの!?」

「なあ、天翔」

　瞳ひとみに深い哀あい愁しゆうを漂ただよわせ、遊斗は少女の肩かたに手を置いた。

「冷静に、客観的に考えてみろ」

「え？　何を？」

「お前みたいな魅み力りよくのない女、相手にされると思うか？」

「噛かむよ!?　噛んじゃうよ!?」

　歯を剥むき出しにして。

「冗じよう談だんでも失礼じゃない！」

「冗談とは失礼だな。マジで思ってるぞ」

「なお悪いでしょ!?」

　天翔はぽかぽかと殴りかかるが、遊斗はひょいひょいとかわしていく。

　仲間と思われたくなかったので、百合は他人のフリをしておいた。

　と──

「あっ！」

　何かに気づいた天翔が、素早く加奈の後ろに隠かくれた。

「どうしたの？」

　尋たずねつつ彼女の視線を追うと、部室棟とうから出てくる三人組の少年が目に入った。おそらく部活仲間なのだろう──ふざけ合いながら正門の方に歩き去っていく。左右にいる二人は誰だれか知らないが、中央でギターケースを担かついでいる少年は百合も知っていた。

「真山くん……」

　加奈の背はい後ごで頬を赤らめて、天翔は少年の名前を呟つぶやいた。

「別に隠れなくてもいいじゃない」

「だって、なんか恥はずかしいもん」

　少女は去っていく真山の背中に「ばいばい」と小さく手を振ふる。

「コソコソしてないで、本人に直接挨あい拶さつしてきなさいよ」

「なんて不ふ遜そんな!?　神をも畏おそれぬその所業！」

「所業って、あんたそんなんで大だい丈じよう夫ぶなの？」

「何が？」

「オリエンテーリングよ。そんな調子で、彼とちゃんとコミュニケーション取れるの？」

「う……」

「いい？　恋愛で大切なのはコミュニケーションなの。こまめなアプローチで相手に自分を意識させることが、彼をその気にさせる第一条！　相手の目に映うつって視覚を刺し激げき！　言葉を交わして聴ちよう覚かくを刺激！　女の匂においで嗅きゆう覚かくを刺激！　スキンシップで触しよつ覚かくを刺激──」

「味覚は？」

　遊斗が口を挟はさんできた。

「ねえ、味覚はどうやって刺激するの？」

「…………」

　即そく答とうできず、百合は赤面した。その答えは、恥ずかしくて口にできなかった。

　だがセクハラ・モードに入った遊斗が、しつこく追つい及きゆうしてくる。

「ねえ、どうやるの？　ねえねげふっ！」

　鳩尾みぞおちに拳を叩き込んで、黙だまらせる。

「とにかく、遠くでコソコソしててもダメ！　奥手と臆おく病びようは恋こいの敵！　分かる？」

「お前に男女の色いろ恋こい沙ざ汰たが分かんのかぎゃああああっ！」

　茶々を入れてくる遊斗にヤクザ蹴りを浴びせる百合だったが、実のところ彼女も恋愛は大の苦手だった。ドーナツと機械の次ぐらいに苦手だった。今のセリフも全て他人の受け売りに過ぎない。が、ここは見み栄えを張って「私って超ちよう美人でモテモテだから、恋愛経験豊ほう富ふなのよ」という高たか飛び車しやな雰ふん囲い気きを醸かもし出しておく。それが功を奏したのか──

「うん！　分かった！」

　天翔はひどく感かん銘めいを受けてくれたようで、目を輝かがやかせた。

「じゃあ先回りしてどっかで待まち伏ぶせて、『バイバイ真山くん』って挨拶してみる」

「……う、うん」

　微かすかに犯罪臭しゆうのする発言だったが、あえて何も言わないでおく。

「それでは！　織咲天翔、特とつ攻こういたします！」

　勇ましく敬礼し、彼女は真山の後を追って駆かけ出した。

　そして。ズガシャーン！

　脇わきから飛び出してきた自転車に撥はねられた。




　　　　＊




「あんた、ホンっトにドジね。ちゃんと周まわり見なさいよ」

「ぐすん」

「大丈夫？　派手に吹ふっ飛とんだけど、怪け我がしてない？」

「うん。あたし結構頑がん丈じようだし、こういうの慣なれてるから」

　……嫌な慣れだなあ。

　遊斗はほとほと呆あきれ果てたが、本当に慣れているらしく天翔はケロリとしていた。

　しかし結局真山を見失ってしまい、一いつ行こうはその足で『風恋人フレンド』にやって来た。

　深美市一胡う散さん臭くさい喫きつ茶さ店てんと話題沸ふつ騰とう中のその店は、評判通りの不人気ぶりを本日も遺い憾かんなく発揮していた。お世辞にも魅力的な店てん舗ぽとは言い難がたい。漆しつ喰くいのこぼれ落ちた壁かべも、年季の入ったテーブルも、チャップリンの出来損そこないを思わせる髭ひげ面づらのマスターを含ふくめ、殺風景な店内は客にくつろぎを与あたえることに完全にしくじっていた。

　ただ唯ゆい一いつ評価すべきものがあるとすれば、それはこの店を頻ひん繁ぱんに訪れる一人の常連客の存在だろう。今は窓まど際ぎわの席に座すわる、セーラー服姿の清せい楚そな少女。胡散臭い店内に華はなやぎを与える、それは一輪の花。どこか憂うれいを帯びた双そう眸ぼうに、控ひかえ目に色づく桜色の唇くちびる。透とう明めい感かんのある儚はかなげな表情は、年ねん齢れい以上の大人っぽさと色気を漂わせている。今や絶ぜつ滅めつ寸前の大和やまと撫子なでしこ。深美高校の男子生徒から絶大な人気を集める、天翔の姉──織咲美雪である。

「美雪さぁん！」

　遊斗は素早く隣となりに座ると、ゴロニャ～ンと喉のどを鳴らして彼女の肩に頬ずりした。

「お久しぶりです。お元気でしたか？」

「はい、あの……」

　当とう惑わくした声。

「一昨日おとといここでお会いしたと思いますけど」

「美雪さんに会えなかった昨日の一日が、とても長く感じられたのはなぜでしょう？」

「え？　なぜですか？」

　美雪が不思議そうな顔をする。

「…………」

　真顔で訊きき返されて、遊斗はすぐに二の句が継つげなかった。

　できればそこは機き微びを察してほしいところだが、この少女にそれを求めるのは酷こくかもしれない。織咲美雪は学年でもトップクラスの成績を誇ほこる才さい媛えんとしても知られており、スポーツ万能で、可か憐れんで優しくて、まさに男の理想を体現した完かん璧ぺきな美少女なのだが、男心を理解する能力だけは野生のチンパンジーに辛かろうじて敗北する程度しかないのである。

「……ホントになぜでしょうね」

　そう答えて取り繕つくろうのが、精せい一いつ杯ぱいの遊斗だった。

　向かいの席に座った天翔が、口を挟んでくる。

「もう！　お姉ちゃんに気安く触さわらないでよ！」

「いいじゃんか。ケチケチすんなよ」

「ケチとかそういう問題じゃないでしょ！　離はなれなさい！」

「べーっ」

　彼はさらに美雪に擦すり寄よると、テーブルに置いてあったチラシを手に取った。

「何々、『風恋人フレンド』開店十周年記念……カップルでご来店のお客様は、五〇％割引!?　ねえ美雪さん、これ見ました？　カップルだと半額になるんだって。どうです？」

「どう、と言われましても……私、誰とも付き合ってませんし」

「いや、ですから、僕なんてどうでしょう？」

「あ、そうですね。利用するといいと思いますよ」

　艶つややかな髪かみを揺ゆらし、美雪はにこっと微笑ほほえんだ。

「でも来海さん、誰かとお付き合いなさってるんですか？」

「…………」

　遊斗は近くの植木に首を突つっ込こんで、少し泣いた。

　ダメだ、この女。脳の恋れん愛あい機能が麻ま痺ひしてやがる。いくらなんでも分かりそうなものだが、ここまでの激ニブだとどう扱あつかっていいのか本気で困ってしまう。さすがに相手をするのが辛つらくなって、彼は頬ほお杖づえをついてぼんやり窓の外を眺ながめている百合に話しかけた。

「なあ、カップルだと半額になるんだってよ。付き合う？　俺と」

「何が悲しくて、私みたいな美少女があんたみたいな変態紳しん士しと付き合わなきゃなんないのよ。バッカじゃないの？」

「そんな力いっぱい否定せんでもいいんだが……」

　もちろん遊斗も本気ではなかったので、彼はすぐ残りの少女に矛ほこ先さきを向けた。

　織咲天翔……他に好きな男がいる。ボツ。

　愛里加奈……論外。

「ぬーっ！　なんで加奈が論外なの!?」

　表情から思考を読んだのか、加奈が不満げに叫さけぶ。

　赤あかん坊ぼうだからさ。

　そう答えるより先に、天翔がにまにまと提案した。

「そうだよ、ユート。加奈ちゃんと付き合えば？」

「きゃっ、ロリコン天使！」と、百合。

「加奈。くるみんみたいな、えちぃ人キライ！」

　ツインテールの少女は、全力で首を左右に振った。さらに「だよね、ユートみたいなエロエロ大魔ま王おうとは付き合いたくないよね」とか「こんなのと付き合うなんて、一種の罰ばつゲームでしょ」と好き勝手なことを言って盛り上がる少女達に、遊斗は心底ムカついた。

「調教されたい？　ねえ。縄なわとロウソクで恥ずかしい目に遭あいたい？」

　彼が凄すごんで恫どう喝かつすると、こいつならマジでやりかねないと思ったのか、少女達は口を噤つぐんだ。ただ加奈だけは「えちぃことされちゃうよお」と真しん剣けんに震ふるえ上がったが、遊斗はその真剣さが逆にムカついた。

「ちくしょう。見てろよ。今週中にすんげえ可愛い女の子をゲットして、週末はラブラブ・オリエンテーリングでハッピーな一日をエンジョイしてやる！」

　そんな欲よくボケ丸出しの決意表明を行った時──

「あら、ボク恋こい人びと募ぼ集しゆう中ちゆう？　じゃあ立候補しちゃおうかしら？」

　見知らぬ声が、割り込んできた。

　振り返ると、そこには注文を取りに来たウェイトレスが立っていた。ひらひらの可愛いエプロンドレスを纏まとい、きゃぴきゃぴと大おお袈げ裟さなブリッ子を演じているその人物は──

　濃こい青あお髭ひげを生やした、むさ苦しいオカマの大男。

　胸むな元もとには『カレンちゃん』という名札がぶら下がっている。

「何がカレンちゃんじゃあああああっ！」

　即そく座ざに爆ばく烈れつ拳けんを浴びせると、遊斗は飛び膝ひざ蹴げり、回し蹴りの豪ごう快かいな連続技わざを決めていた。

「失うせろ！　化け物！」

「きゃーっ！　ユート、落ち着いて！　落ち着いて！」

「離せ！　殺してやる！　聖なる光で浄じよう化かしてやる！」

「やめなさいってば！　ちょっと、ホントに死んじゃうわよ！」

「逃にげてっ！　オカマの人、早く逃げてえええぇぇっ！」

「逃がすか妖よう怪かい！　待ちやがれ！」

「きゃーっ！　きゃーっ！」




　十分後──

　オカマウェイトレスに殴なぐる蹴るの暴行を行っていた遊斗も、気づけば周囲から（というか主おもに百ゆ合りから）殴る蹴るの暴行を受けて取り押さえられ、店内に再び平へい穏おんが訪れた。

　カレンちゃんは裏口から逃げたらしく、もう店にはいない。そして遊斗は、ロープでぐるぐる巻きにされて椅い子すに座っていた。彼は一時的に記き憶おく障害を起こしたため、縄で縛しばられ、頭の上にロウソクまで立てて座らされている現状に納なつ得とくがいかなかった。

「なんで俺、こんな扱い受けてんだ？」

「こうでもしなきゃ、あんたまた暴れ出すでしょうが」

　向かいの席に座った百合が、冷たく言い放つ。

「あれ？　俺が悪いの？　ホントに俺が悪いと思ってる？」

「オカマと一いつ杯ぱいやりたいと言ったのは、あんたじゃない」

「そんな風に言った覚えはないが」

「付き合っちゃえばよかったのに」

　天翔が笑いを堪こらえて言う。百合や加奈も吹き出しそうな顔をしていた。

　明らかに冷やかす雰囲気に、遊斗はもう一度暴れたくなった。

「まだ俺をコケにする気なら、付近一帯が焦しよう土どになる覚かく悟ごをしろよ」

「ごめん……」

　本気度が伝わったのか、天翔が素す直なおに謝った。

「ええっと、何の話してたんだっけ？」

「来海さんの昨日の一日が、とても長かった謎なぞについてでは？」

「美雪、あんたまだ動どう揺ようしてるでしょ」

　珍めずらしく的まと外はずれなことを言う美雪に、百合が半眼を向ける。

「じゃなくて、このエロ猿ざる大臣がラブラブ・オリエンテーリングをするって話でしょ」

「ラブラブ・オリエンテーリングかあ。それ、ちょっと素す敵てきだよね」

　テーブルに両りよう肘ひじを立てて、天翔がうっとりとする。

「ねえ、お姉ちゃん。お姉ちゃんの時はどんな感じだったの？」

「うん。とても楽しかったよ」

「男の子と仲良くなれたりした？」

「ええっと、特にそういうことは」

　美雪は困こん惑わくした表情で、首を傾かしげた。

　おそらく彼女のことだから、道中、大勢の男子から声をかけられたに違ちがいない。だが彼女のことだから、彼らの想おもいにこれっぽっちも気づかなかったに違いない。呆ぼう然ぜんとする少年達を置き去りに女友達とゴールインする美雪の姿を、遊斗は容よう易いに想像できた。

　まさに無自覚少年クラッシャー。織咲美雪、恐るべし。

　質問する相手を間ま違ちがえたことに気づいたのだろう、天翔は百合に話を振ふった。

「やっぱ同じ班の人と仲良くなれたりするのかな」

「そりゃ少数の男女が一いつ緒しよに行動するわけだから、ロマンスが芽め生ばえる可能性も……」

　言いかけた百合だが、自分が誰だれと行動を共にするか思い出したらしい。

　冷ややかに、

「あるわけないじゃん」

「ええっ!?　いま明らかにテンション変わったよ、百合ちゃん!?」

「何か起きないかと期待しても、何も起きないのが現実よ」

　そして金きん髪ぱつ少女は、全力でこちらを睨にらみつけてきた。

「だからあんたとラブラブにはなんないからねっ！」

「勝手に思考暴走すんなよ。誰もそんな話してないだろ」

　遊斗は薄目で呻うめいた。

　一体何を想像してんだか。もしかすると先程「付き合う？」と訊いたことを意識しているのかもしれない。結構可愛い奴やつだなとニヤついてると、足を踏ふまれた。いでっ！

　ふと見ると、天翔が両りよう腕うでを組み渋じゆう面めんで何やら思案していた。こちらも思考暴走を開始したらしく、「そうよね。幸せは勝手に巡めぐってくるものじゃなく、自分の手で掴つかまなきゃね」とか「こんなチャンス滅めつ多たにないんだから、ご利用は計画的にしなくっちゃ」とか「プランよ、ラブラブプランが必要だわ」と一人で呟つぶやいている。

「…………」

　その時になって、遊斗は途と轍てつもなく重大な事実に気がついた。誰も何も言わないところをみると、まだ誰も気づいてないらしい。このまま放っておいたら面おも白しろいことになりそうだったが、やはり一応忠告してあげた方がいいだろうと考え直し、彼は声をかけた。

「なあ、天翔。ちょっといいか？」

「後にして！　いま考え中だから！」

「でも、これは聞いておいた方が」

「後にしてって言ってるでしょ！」

「もしかして、お前気づいてないんじゃ……」

「もうっ！　ちょっとしつこいよ、ユート！」

　天翔は可愛く、ぷうっ、と頬ほおを膨ふくらませた。

「あたしは今、真山くんと──」

「はい？」

　という声は、彼女の背後から飛んできた。

　瞬しゆん間かん。

　ピシッ──と、少女の顔面に亀き裂れつが走った。凍こおりつく。

　……

　錆さびついたロボットのように、天翔の首がギギギとぎこちなく回転した。

　彼女の真後ろの席にいたのは──

「にゃあっ!?　真山くん!?」

「今、僕のこと呼んだ？」

「ふえっ!?　いや、その」

　不意打ちを食らって、激しく動揺する天翔。

「ここ、こんな所で真山くんに会うなんて、奇き遇ぐうだなあって。はは」

「そうだね。部活帰りたまに寄るんだけど。織咲さんもよく来るの？」

「うん！　そりゃ、もう常連みたいなものかな！」

「そうなんだ。ここのマンデリンって、おいしいよね。飲んだことある？」

「もちろん。あたしも大好き！」

　うわあっ、平然と嘘うそつきやがった!!

　調子のいい天翔に、遊斗は呆あきれ返った。マンデリンなんて飲んだことないくせに。彼女のことだから「マンデリンって何？　タンバリンの仲間？」とか思っているに違いない。

「おーい、真山。そろそろ行こうぜ」

　テーブルの向こうから、友人の呼び声がした。

「じゃあ僕、そろそろ行くから」

「うん。さようなら」

　天翔は手を振って、笑顔で真山を見送る。

　しかし少年の姿が店から消えた途と端たん、頭を抱かかえてテーブルに突つっ伏ぷした。

「おわああんっ！　なんてこったい！　真後ろに真山くんがいたなんて！」

　奇き声せいを上げてひとしきり嘆なげいてから、涙なみだ目めで叫さけんでくる。

「なんで教えてくれなかったのよぅ!?」

「だから教えようとしたじゃねえか」

「ぬくうう！　お店で大声出して、絶対ノーデリカシャーだと思われたよお！」

　唸うなり声を漏もらし、再び頭を抱えてテーブルに顔をつける。

　と思ったらぱっと顔を上げ、「学校の外で初めて真山くんとお話ししちゃった」と至福の表情を浮うかべ、すぐに「ああ、でもがさつな奴って思われてたらどうしよう」とまた頭を抱え、それから嬉うれしそうにマンデリンを注文し、喜んだり悲しんだりを繰くり返す。

（やはり忠告してやるべきだろうか？）

　またしても重大な事実に気づき、遊斗は迷った。

　窓の向こうから、真山が不思議そうに天翔を見ていた……
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　言うまでもなく、世の中には様々な考えを持つ者がいて、神や天使、天国や地じ獄ごくの存在を無条件に信じる者もいれば、ＵＦＯも信じない、宇宙人の存在も信じない、貸した金を一向に返そうとしないあの野や郎ろうは全く信じられないという者も少なくない。
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　肛門からババロアを垂れ流して死んでいくシランガナーの一生にどんな意味があるのかは、きっと誰にも分からないだろう。だがそれを言うなら、子供の頃ころから学校で勉強し、社会人になって会社であくせく働き、恋こいをし、結けつ婚こんをして子供を産うみ、年老おいて死んでいく人間の一生にどんな意味があるのかを理解している者もまたいないのではなかろうか。

　ともかく、この宇宙は非常に謎めいているため、非常に謎めいた生物がたくさん棲せい息そくしている──それも、意外と身近なところに。

　喫きつ茶さ《風恋人フレンド》の店先にも、不思議な生物がたむろしていた。




「なあ、君達。コーヒーって飲んだことある？」

「オイラあるよー！　あの茶色い泥どろ水みずだろ？」

「あれ、すごく苦にがいよね」

「オイラ、ミルクの方が好き！」

「オイラも！」

「ぷもぷも！」

　ふわふわの茶色い毛に包まれた、体長三十センチほどの愛くるしい生物である。その姿を一言で表すなら……熊くまのぬいぐるみ。背中に小さな翼つばさを生やした、テディベア。

　それは亜あ次元超ちよう知性体と呼ばれる異界の生命体で、人間が〝精せい霊れい〟と呼んでいる生物である。精霊は様々な能力を持ち、御み使つかいとして天使に仕つかえる生き物でもあるのだ。

　路上でミルク談義に華はなを咲さかせるこの毛玉生物達の名は、プルック。

　リーダー格の一いつ匹ぴきが、会話に参加していない別の一匹に声をかけた。

「なあ、五号。君はミルクとコーヒー、どっちが好き？」

「オイラはコーヒーかな。あの苦味が理解できないうちは、まだまだ子供だね」

「何だよ、自分だけ大人ぶりやがって」

「そーだ、そーだ。オイラ達は、別人だけど同じ存や在つ、だろ」

「大体、君はさっきから何やってるのさ」

「おっぱいが大きい美少女を探さがしてるんだ」

「やめろよ、そんな殿でん下かみたいな真ま似ね」

「殿下の命令でやってるんだよ」

　喫茶店の表通りは部活を終えて下校する学生で賑にぎわっているが、プルック達に気づく者はいない。非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルという特とく殊しゆな信号を放射し、人間の理性に『無視したい』という拒きよ絶ぜつ反応を与あたえているため、目で見えていても認識できないのである。

　リーダー格の二号プルックは、辟へき易えきした表情で腕うでを組んだ。

「あの人にも困ったもんだね。昔はあんな風じゃなかったのに」

「えーっ。殿下は昔から美少女が大好きだったよ」

「そうだけど、あの一件以来、自分に冷れい淡たんになったというか、わざとお馬ば鹿かキャラを演じてるというか……それにほら、女の子に対して刹せつ那な的になった感じがするんだよね」

「ねえねえ。あの一件って、なぁに？」

「あれ？　君達、知らないのか？　あの事件を」

「えーっ。なになに？　教えて！」

「オイラも知りたい！」

「ぷもも！」

　三匹のプルックが、二号を取り囲む。二号は声を潜ひそめた。

「しょうがないな。ここだけの話だぞ」

「うん。教えて教えて」

「もう何千年も前のことだけど、殿下には恋人がいたんだ」

「恋人なら今もたくさんいるじゃないか」

「宇宙のあちこちに」

「ぷも、ぷも！」

「そうじゃなくて、殿下にとって特別な女性だったんだ」

「特別？　それって、ガブちゃんみたいな人？」

「ガブちゃん？　ガブリエル様のことか？」

「おいおい、本人の前でそんなこと言ってみろよ」

「身体からだの上半分と下半分が、別々になっちゃうぞ」

「あのお姉ちゃん、怖こわいよねー」

「怖いよねー。ちょっと口応えしただけで、フルボッコだもんねー」

「ぷもも、ぷも！」

「でもさ、すごい美少女だよね」

「おっぱいも大きいしね」

「ぷも～♥」

「おい！　君らオイラの話、聞く気あるのか？」

「ごめん、ごめん。ええっと、何の話だっけ？」

「だから、殿下の恋人の話だよ！」

「俺の恋人がどうしたって？」

「わあっ！」

　いきなり背後から声がして、プルック達は飛び上がった。

　振ふり返ると、腕を組んだ遊斗が不ふ機き嫌げんそうに立っていた。

「ったく。ダベってないで、ちゃんと見張りしろ」

「オイラ達、ちゃんと見張ってたよ」

「どこがだ？　一ヶ所に固まるなって、前に言っただろうが」

「でも殿下、天翔ちゃんは監視団グリゴリの猫ねこ達が警護してるんでしょ？」

「オイラ達まで見張る必要ないと思うな」

「それでこの前みたいなヘマを、またやらかす気か？」

　腕を組んだまま、遊斗は使い魔まの毛玉生物を睨にらんだ。

「つべこべ言わずに、四方に散らばって周囲を警けい戒かいしろ」

　それから──と、二号プルックの頭を鷲わし掴づかみにして持ち上げる。

「誰だれに聞いたのか知らんが、二度とその話はするな。いいな？」

「オイラの仲間にも？」

「聞こえなかったか？　誰にも話すなっつってんだよ」

「ら、らじゃー」

「よし、行け」

　四匹のプルックは、ぱたぱたと翼を羽ばたかせて四方に散っていく。

　それを見送った遊斗は、もさもさと頭を掻かいた。

　通りを行き交かう学生や一いつ般ぱん人じんが、敬遠するような目を向けて歩き去っていく。彼らにはプルックの姿が見えないので、一人で喋しやべっているアブない高校生に見えるのだろう。

　だが不意に、それらとは全く異質の視線を背中に感じ──

「…………」

　遊斗は振り返った。

　接せつ触しよくは一いつ瞬しゆんだった。

　振り向きざまに、一人の少年がすぐ隣となりを通り過ぎていく。深美高校のブレザーを着用した、男子高校生。しかしスローモーションで流れていく世界の中、大勢の人ひと混ごみに紛まぎれつつも彼の存在感は異い彩さいを放っていた。こちらと目を合わせることなく、歩き去っていく。

　それは束つかの間の出来事だったが、とても長い時間に感じられた。

「…………」

　身動きできず、遊斗はしばしその場に立ち尽つくした。すれ違ちがった少年の顔を思い出そうとしたものの、全く思い出せない。顔も、髪かみ型がたも、身体からだつきさえ。まるで名優が通行人役で一瞬画面に映うつり、視し聴ちよう者しやの注目を惹ひきつけてしまうように、その少年も圧あつ倒とう的てきな存在感だけを残し、細部のディテールは何も語らずに遊斗の視界から消えてしまったのである。

　もう一度確かめようと振り返ってみたが、少年の姿はどこにもなかった。

　店の方から、天翔達の賑やかな声が聞こえてくる。

　全ては泡うた沫かたの夢のように──

　遠方に建たち並ぶ高層ビルの隙すき間まから、朱しゆ金きん色の斜しや陽ようが彼を照らしていた。
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　ご存知の通りこの宇宙は気が触ふれるほど数多くの問題を抱かかえ、そこで暮らす数多くの種族を悩なやませ続けている。悩みの種たねは、愛や人生、神や世界といった高こう踏とう的てきかつ哲てつ学がく的な分野に限らず、生活に密着した日常領域にも隈くまなく萌ほう芽がしている。

　特に銀河系のあちこちで活発に議論されている問題の一つに、「埃ほこりはどこからやって来るのか？」という謎なぞがある。例たとえば、可愛い女性店員に知的さをアピールするために背せ伸のびをして購こう入にゆうした古典文学の本が〝積つん読どく〟状態のまま放置され、ある日ふと気づくと埃が積もっていたりすることがある。なぜだろう。不思議である。

《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》によると、この問題を解明したのがかの有名なダスキン・イチバーン伯はく爵しやくだという。彼は長年の研究により、埃はキノコの王国の隣となりにある埃の王国からやって来ることを突つき止めた。埃達はその世界で誇ほこり高たかい幸福な生活を満まん喫きつしているのだが、やがて幸せな暮らしに倦うむと新天地を求めて銀河各地に冒ぼう険けんの旅に出るというのだ。

　埃種族は途と方ほうもなく膨ぼう大だいな人口を抱えているので、彼らの進出を放置しておくと居きよ留りゆう可能な世界は全て埃に侵しん略りやくされてしまう。恐おそるべき真実に辿たどり着ついたダスキン伯爵は、全宇宙の存そん亡ぼうをかけて一大清せい掃そう会社を設立すると、掃そう除じという文化を各地に根づかせる活動を行った（それまでの宇宙には〝掃除〟という概がい念ねんが存在しなかったのである）。

　ダスキン伯爵の活かつ躍やくにより、今のところ宇宙はまだ埃に埋うもれてはいない。そしてこの功績を称たたえられ、彼には東銀河愛あい称しよう命名委員会から『清掃王子』の称しよう号ごうが与えられた。最近は各地で『王子』を名乗る輩やからが増えているが、元祖・王子はダスキン伯爵なのである。

　ちなみに東銀河愛称命名委員会は、現在、組織の愛称を募ぼ集しゆう中ちゆうだという。

　そしてもう一つ──

　実はこの期ごに及およんでも掃除の文化を持たない種族がいる。

　天使はその代表だった。




「それでは、今日は大掃除の日なので、みんなサボらずに協力してくれ」

　六限目の授業終しゆう了りよう後、学級委員の機き本もと隆たか之ゆきがそう言った。

「僕ら１─Ｃに割り当てられた清掃場所は、この教室と体育館のトイレだ。そこでオリエンテーリングの班ごとに分担して作業することになった。先程行ったクジの結果、四班と七班がトイレと決まったので、男女分かれて各トイレを掃除するように。残りは教室だ」

　クラスメート達が、ぶつぶつぼやきながら席を立つ。

　だが百ゆ合りは、椅い子すに座すわったまま目をぱちぱちさせた。

「…………」

　もちろん掃除という言葉の意味ぐらいは知っている。ゴミや埃を取って綺き麗れいにすることだ。自分は五班なので、教室を綺麗にすればいいのだろう。ただ彼女は掃除というものを一度もしたことがないので、具体的にどういう作業をするのか全く知らなかった。

（掃除って、何すればいいのかしら？）

　そわそわと困こん惑わくしていると、

「春日かすが、ボケッとしてないで掃除だぞ」

　隣から声を掛かけられた。振り向くと、スポーティーなポニーテール少女がてきぱきと机を隅すみに移動させていた。夏なつ沢ざわ舞まい。Ｃ組女子の中心的な生徒である。容よう姿し端たん麗れいでスタイル抜ばつ群ぐんなため男子からの人気は高いが、母親を幼おさない頃ころに亡なくし男手一つで育てられたため、男子以上に男っぽくて頼たよりがいがある。というわけで、女子からの人気もかなり高い。百合にとっては席が隣ということもあり、困ったことがあると彼女を頼るようにしていた。

「ねえ、舞。掃除って、何を──」

「じゃあ、春日さんは箒ほうきをお願い」

　突とつ然ぜん、背はい後ごから声を掛けられた。機本が穂ほのついた棒切れを手て渡わたしてくる。

「え？」

　と呆あつ気けに取られているうちに、彼は謹きん厳げんそうな顔を赤らめ、なぜか照れるように去っていった。その態度に少々釈しやく然ぜんとしないものを感じたが──

　箒。知っている。名前だけは。

　だが使い方が分からない。

（この棒、なんで毛が生えてるのかしら？）

　普ふ段だんなら分からないことがあると《日記帳》で調べるが、今はそうもいかない。やむなく舞に尋たずねようとしたら、彼女はバケツを持って教室を出て行くところだった。水を汲くみに行ったらしい。仕方なく、遊ゆう斗とを探さがす。人間界に慣なれた彼なら知っているだろうと教室を見回したが、どこにもいなかった。面めん倒ど臭くさがってどこかへ逃にげたようだ。

（どうしよう。困ったわ）

　彼女は地球人類のことも、彼らの文化のこともほとんど知らない。

　この毛の生えた棒は、どう使えばいいのだろう？

　戸と惑まどいながら見回すと、教室の後ろで加か奈なが同じように箒を持って立っていた。

　こんな赤あかん坊ぼうが知っているわけないかと思いつつも、念のため訊きいてみる。

「ねえ、あんたこれの使い方知ってる？」

「うん。知ってるよ」

　意外にも、ツインテールの少女は無む邪じや気きに頷うなずいた。

「これはね、こうやって使うんだよ」

　箒を剣けんのように構え、力強く上下に振る。

（あっ、なるほど）

　百合は素す直なおに納なつ得とくした。

　そう言えば人間は、剣術の練習をする時に木の棒を使うと聞いたことがある。現に体育館で部活をする剣道部員は、こんな棒切れを使っていたか。ただ剣術と掃除の間にどんな関係があるのかよく分からなかったが──その時、百合は昨夜テレビで見た時代劇を思い出した。彼女はリモコンの操作方法が分からないので執しつ事じにチャンネルを合わせてもらったのだが、その時代劇で殺し屋の剣士が人を殺すことを〝掃除する〟と言っていたのだ。

　そこから推測するに、大掃除とはゴミのようなダメ生徒を排はい除じよして、教室を綺麗にすることに違いない。随ずい分ぶんと野や蛮ばんなイベントだが、いかにも人間のやりそうなことではある。

　見ると、田た沢ざわが小こ久く保ぼや森もり崎さきを相手に箒を振り回していた。

（つまりこの箒で、出来損そこないのゴミ生徒を教室から叩たたき出せばいいのね）

　視線を戻もどすと、加奈が箒を構かまえて立っていた。

（ふん。上等じゃない）

　百合は手にした箒をくるくる回してから、正せい眼がんに構えた。

「行くよ、ゆりりん！」

「かかってらっしゃい！」

「やあっ！」

　加奈が上段から、箒を振り下ろしてくる──

　それを、百合は頭上で斜ななめに受け止めた。

　カンッ！

　箒と箒が交差し、教室に乾かわいた音が鳴なり響ひびく。彼女は箒の先せん端たんを回すと、加奈のそれを柔やわらかく右に受け流した。ツインテール少女は一度腕うでを引き、波状的に打ち込んでくる。

「えいっ！　やあっ！　たあっ！」

　百合は一歩後退し、箒の先端で円を描えがきながら軽く捌さばいていった。

　歴戦のガブリエルにとって、未熟な赤ちゃん天使のカナエルなど敵ではない。超ちよう能のう力りよく戦では確率変動能力を持つ彼女に敵かなわなくても、肉にく弾だん戦で後おくれを取ることなどあり得ない。

　百合は足で床ゆかを鳴らし、身体からだをコマのように回転させて加奈の箒を受け止めていく。円軌き道どうを主しゆ軸じくとした彼女の剣けん技ぎは、まさに天てん女によの舞まい。大自然の中に直線が存在しないように、百合の剣けん法ぽうも曲線で構成されている。黄金の髪かみを虚こ空くうに躍おどらせ、丈たけの短いスカートをひらめかせ、彼女は柔らかな身のこなしで加奈の打ち込みを的確に防いでいった。

　その気になれば、加奈の箒を叩き落とすことは難むずかしくない。が、この際だ──

（この娘こをちょっと鍛きたえてあげようかしら）

　ついでに先日、遊斗との戦いを邪じや魔まされた仕返しもしてやろう。

　サディスティックな気分が、心に芽め生ばえた時だった。

「お前らは男子中学生か！」

　バケツに水を汲んで戻ってきた舞が、白しらけた顔で立っていた。

「チャンバラごっこしてないで、真ま面じ目めに掃除しろよな」

「……おえ？」

　箒を振り回す手を止めて、百合は目を点にした。

　なぜ怒おこられたのか、全く分からなかった。

　さっと教室を見み渡わたしても、すぐには自分の勘かん違ちがいに気づかなかった。こちらを見つめるクラスメート達が「春日さん、カッコいい」「素す敵てき」と囁ささやき合っていたからだ。中にはうっとりと見み惚とれている者もいる。変質者的な目つきで興奮している男子も若じやつ干かんいたが、それはともかくいつの間にか真面目に掃除している田沢達を目にして百合は唖あ然ぜんとした。

　箒の穂の部分で、床を掃はいているではないか。

　それでようやく、大掃除の意味と箒の使い方を理解した。

「違ちがうじゃない、馬ば鹿か！」

　百合は加奈の耳元で怒ど鳴なった。

「ぬ？」

　最悪だ。こんな赤ん坊の言うことを真まに受けるんじゃなかった。

　胸きよう中ちゆうで激しく後こう悔かいしていると、舞が疑わしげな目つきをした。

「お前、まさか箒の使い方が分かんねえのか？」

「そ、そんなわけないじゃない。ほら、こうでしょ？」

　おどおどしつつ、見よう見み真ま似ねで床を掃いてみる。

　だが手つきがぎこちなかったせいか、舞の疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくするには至らなかった。

「お前さ、今まで箒を使ったことないだろ？」

「……うん」

「かーっ！　これだからお嬢じよう様さまってやつは！」

　彼女はやれやれと息を吐はいた。

「いいか、箒ってのはな──」

　と、律りち儀ぎに使い方を指し南なんしてくれる。

　クラスメートが「春日さん、今日が箒デビューだって」「何だよ、箒デビューって」「しかし箒を使ったことないって」「やっぱ本物のお嬢様は違うな」「可愛い」「俺が教えてあげるのに」と話しているのを聞いて、百合は恥はずかしさのあまり死にたくなった。

　もちろん彼らは、春日百合の正体を知らない。彼らは『フランス育ちのお嬢様』と信じているのだ。そのため大たい抵ていのことは「外国育ちの世間知らずなお嬢様だから」ということで納得してもらえるのだが、しかし恥ずかしいものは恥ずかしいのである。

（まったく。加奈のせいで大おお恥はじかいたわ）

　後でお仕置きしてやろうと怒いかりに震ふるえながら床を掃いていると、田沢達のこんな声が聞こえた──「愛里さん、何やってんだ？」「さあ」「もしかしてツッコミ待ちじゃね？」

　見ると、加奈は箒の穂を上に立て、何もない柄えの部分で床をごりごり擦こすっていた。

（あの娘こったら……）

　さすがに放っておくわけにはいかず、百合は加奈の背後に回って耳打ちした。

「あんた、それ多分逆よ」

「ぬ？　こう？」

「うん。多分……」

　彼女もいまいち自信がなかったので、断言はできなかったが。

（ホント人間界で暮らすのって、ストレス溜たまるわ）

　異文化交流の難しさを実感し、ため息をこぼす。

　顔を上げると、一いつ生しよう懸けん命めいに箒で床を掃いている天てん翔かの姿が目に飛び込んできた。珍めずらしく真面目に頑がん張ばっているその姿を見て、百合は少し彼女を見直した。まあ普段はお馬鹿でぐうたらだが、基本的に素直で真面目なので、こういう作業をサボる少女ではないのだが。

　しかしある事実に気づいて、百合はすぐに彼女を見直したことを見直した。

（何やってんのかしら、あの娘？）

　よくよく見ると、天翔は掃そう除じするフリをしながら、真ま山やまの後をつけ回しているだけだった。真山が右へ行けば右、左へ行けば左、金魚のフンのように後ろにくっついてうろちょろしている。クラスメートは誰だれも気づいていないが、じっくり観察するとかなり怪あやしい。

　何を企たくらんでいるのか、いつになく危ない目つきをしていた。『さりげなく真山くんにぶつかってラブラブ大作戦』みたいなくだらないことを考えているのかもしれない。

　実際、そんなくだらないことを考えているようだった。

　タイミングを見み計はからい、天翔がわざとらしく身体をぶつけにいく。

　が──

「真山、ちと手伝ってくれ」

「ああ」

　筒つつ井いに呼ばれ、真山が移動する。

　身をかわされた天翔は、

「にょわあっ!?」

　どがしゃんっ、とゴミ箱にぶつかって転ころがった。

　雑ぞう巾きんで窓を拭ふいていた舞が、振り返って言った。

「織おり咲さき、ゴミを散らかすんじゃねえよ」

「…………」

　何やってんだか。

　散乱するゴミの中で倒たおれる少女に、百合は本気で呆あきれた。




　　　　＊




　一時間後──

　大おお掃そう除じが終わった時、教室には袋ふくろ四つ分の大量のゴミが集められていた。

　それを見てＣ組の生徒が思ったことは、

「……なんでこんなにゴミが出るんだ？」

　彼らは小・中学時代の経験から、一時間でこれほどのゴミが出たことにかなり違い和わ感かんを覚えた。ゴミがたくさん出れば焼しよう却きやく場まで捨すてに行くのが大変なので大掃除では手を抜ぬくのが暗あん黙もくのルールなのに、なぜゴミ袋が四つも製造されたのか。

　一体どうなっているんだと誰もが首を傾かしげていると、

「それは僕のおかげさ！」

　箒ほうきを如によ意い棒ぼうのように操あやつって、小太りの少年──矢や崎ざき健けんが一同の疑問に答えた。

「僕は潔けつ癖ぺき症しようだからね。天てん井じよう裏うらから床の隙すき間ままで、徹てつ底てい的てきに掃除させてもらったよ」

　これだけ大量のゴミが出たのは、彼の無む駄だに情熱的な清せい掃そう活動のせいだったのだ。

　地味に迷めい惑わくな奴やつだ!!

　Ｃ組の全員が、心の中で閉へい口こうした。

　実は《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》で〝矢崎健〟の項こう目もくを調べると、そこには彼の出生に関わる恐おそるべき秘密と、彼に秘められた特とく殊しゆな能力について書かれているが、それは今回の物語には一切絡からまないし、今後も特に絡む予定がないので紹しよう介かいは差さし控ひかえることにしておく。

「…………」

　クラスメートから背を向けて落ち込む矢崎から目を逸そらし、機本が言った。

「ま、これだけゴミがあったんだから仕方ない。誰が焼却場まで捨てに行くか決めよう」

「そんなの矢崎に行かせろよ。こいつが掘ほり出したゴミだろ」

　田沢の提案に、大勢の生徒がもっともな意見だと賛同を示した。

　僕は真面目に掃除しただけなのに、という矢崎の主張は誰の心にも響かない。何事にも限度というものがあり、限度を超こえると敵意と反感を招まねくものなのである。

　まったく余計なことしやがって。

　そんなクラスメートの非難を一身に浴び、矢崎の背中から哀あい愁しゆうが滲にじみ出した時だった。

「僕が行くよ」

　居たたまれなくなったのか、真山が手を挙あげた。

「焼却場は部室に行く途と中ちゆうにあるし、ついでだから」

「おっ、そうか。済すまんな」

　機本は人差し指で眼鏡めがねを押し上げ、ゴミ袋の山に目を向ける。

「しかし、一人じゃ無理だな。僕が行ってあげればいいんだが、これからトイレ組の点検に行かなきゃならんし……誰かもう一人、真山と行ってくれる奴はいないか？」

「だから矢崎に行かせろって。余計なとこまで掃除したこいつが悪いんだろ」

　田沢がしつこく言うが、今度はほとんど誰も賛同しなかった。教室の隅すみで孤こ独どくに三角座りをする矢崎を目にして、みんな忍しのびない気持ちになったのである。

「…………」

　そんな中、天翔はそわそわと周囲の様子を窺うかがっていた。真山がゴミ捨てに行くのならぜひ同行したいが、ここで自分が名乗り出るのは不自然だろうか。いや、そんなの気にすることないか。彼女は恐る恐る手を挙げようとしたが、踏ふん切りがつかずすぐに降ろした。

　ドキドキと心臓が早はや鐘がねを打つ。次し第だいに身体が熱くなってきた。

　多分、ゴミ捨て係を決めるのにこんなに緊きん張ちようしているのは自分くらいだろう。早く挙手しないと誰かが気まぐれに志願するかもしれないと焦あせっていると、機本と目が合った。

　一いつ瞬しゆん、彼が指名してくれるんじゃないかという期待が膨ふくらんだ。

　しかし学級委員は、無情にも他の生徒に視線を移した。

　むう。やはり待っていてはダメだ。真山と一いつ緒しよにゴミ捨て。こんなチャンスを見過ごすわけにはいかない。よし、やるぞ。手を挙げるぞ。今だ！　行け！　行くんだ、天翔！

「…………」

　ダメだった。

（あ～、もうっ！　なんであたしって、こんな意気地がないんだろ）

　臆おく病びような自分の弱さを嘆なげいていると、後ろから舞が声をかけてきた。

「織咲、お前行ってこい」

「ほえっ!?」

「お前、掃除サボってたろ。だからゴミ捨て行ってこい」

「織咲はちゃんとやってたと思うが」

「いや、サボってたね。だろ、織咲？」

　こちらの肩かたに手を置き、舞が意味ありげにウインクする。

　救世主、現る。天翔はコクコクと頷うなずいた。

（ありがとう、舞ちゃん！）

「大だい丈じよう夫ぶか、織咲。結構重いぞ」

「へーき。これくらい持てるよ」

「そうか。女の子なのに悪いな」

　申し訳なさそうに言ってから、機本は全員に向き直った。

「では、みんなご苦労だった。僕はトイレ組の点検に行くから、これで解散しよう」

　そう言い残し、猛もうダッシュで教室を飛び出していく。

「じゃあ僕らも行こう」

「うん！」

　真山に誘さそわれて、天翔も教室を後にした。

　背後から舞と百合が、ヒュ～ヒュ～、と冷やかしてきたのでドキッとしたが、真山には聞こえなかったらしい。ホッと安心。だがすぐに強きよう烈れつな緊張感が、全身を縛しばり上げた。

　真山の隣となりを歩いているのだ。夢にまで見た真山の隣。

　そこはまさに、恋こい人びと空間！

　真山くんの隣を歩いてる！　真山くんの隣を歩いてる！　真山くんの隣を歩いてる！

　真山くんの隣を歩いてる！　真山くんの隣を歩いてる！　真山くんの隣を歩いてる！

　その言葉が頭の中でぐるぐると旋せん回かいし、興奮のあまり卒そつ倒とうしそうになった。

　なんかデートしているみたいだ。ゴミ袋を持って焼却場に向かっているというのはあまりデートっぽくないシチュエーションだが、真山と一緒なら焼却場でも火か葬そう場ばでも一緒に行く覚かく悟ごがある。天翔はドキドキしつつも、ほんわか～と幸せな時間に身を委ゆだねた。

「織咲さん、部長になったんだって？」

「はにゃっ!?」

　いきなり話しかけられて、彼女は驚おどろいた。

　こちらを見つめる真山と、恥ずかしくて目を合わせることができない。

「う……へ……はう？」

「ちらっと聞いたんだ。文芸部の部長になったって」

「う、うん……」

「すごいね。一年生部長って」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。部長に選ばれるってことは、みんなから信しん頼らいされてるってことだし」

「…………」

　みんなから信頼されている、という言葉に引ひっ掛かかりを覚え、天翔は返答に窮きゆうした。

　単にクジ引きで負けただけだって、正直に言いなさい。脳内天使がそう訴うつたえてきた。

　馬ば鹿か。何も正直に言うこたねえ。黙だまってろ、黙ってろ。脳内悪あく魔まがそう囁ささやいてきた。

　天使と悪魔が思考戦を開始し、激げき闘とうを繰くり広げた末──

「あはっ。やっぱそうなのかなあ」

　天翔は赤くなって照れた。悪魔大勝利。

「一年で部長になるって、すごいと思うよ。頑張ってね」

「あ、ありがとう！」

　あわわっ、真山くんに褒ほめられた。真山くんに応おう援えんされた。

　頭の中で祝しゆく砲ほうが轟とどろき、天翔ダンサーズが歓かん喜きの舞を舞まった。

　校舎を出てグラウンドを横切り焼却場までやって来ると、ゴミ袋を抱かかえた生徒が行列を作って並んでいた。さすがにどのクラスも一人がゴミ袋を一つ持っているだけで、一年Ｃ組のように二人で四つのゴミ袋を持っていることはない。用務員のおじさんが焼却炉にゴミ袋を放り込んでいくのを真山と順番待ちしながら、天翔は心の中で矢崎に感謝した。

「やあ。二人ともご苦労さん」

　背後からの声に振ふり返ると、機本がゴミ袋を手に近づいてきた。

「あれ？　機本くん、どうしたの？」

「見ての通り、ゴミ捨てに来たんだよ」

「でもそれって、トイレのゴミでしょ。トイレ班の仕事じゃないの？」

「君達にゴミ捨てを押しつけて、僕だけ先に帰るわけにいかないだろ」

　当たり前の顔をして、機本が答える。

　真ま面じ目めというか責任感が強いというか、今どき珍めずらしいぐらいの堅かた物ぶつである。七三分けに眼鏡という風ふう采さいが、彼の人間性を端的に表していた。典型的なガリ勉キャラの学級委員。あまり融ゆう通ずうの利きかない性格なので一部からは煙けむたがられているが、総合的には頼たよりになるいい奴というのがクラスメート達の評価だった。

「優しいんだね、機本くん」

　天翔は素直に感心した。

「やっぱその七三分けは伊だ達てじゃないよ」

「髪かみ型がたは関係ないだろ！」

　機本は唾つばを飛ばして叫さけんだ。

　まったく──と呟つぶやいてから、

「そういや来くる海みを見かけなかったが、どうしたんだ？」

「ユートなら授業が終わってすぐにどっか行ったよ」

「サボりか。しょうがない奴だな」

　指で眼鏡を押し上げて、機本は息を吐はく。

「織咲は同じ文芸部だろ。注意しといてくれ」

「え……うん。分かった」

「ところで──」

　思い出したように、真山が振り向いてきた。彼はほんの世間話といった軽い口調で、そして悪気も悪意もない澄すました表情で、だがとんでもない言葉の爆ばく弾だんを投げつけてきた。

「織咲さんって、来海くんと付き合ってるの？」

「…………」

　天翔は目を白黒させて、真山を見上げた。何を言われたのか、すぐには理解できなかった。織咲さん、付き合って。いや、ちょっと違ちがう。もっと余計な単語が付属していたゾ。

　え？　ユートと付き合ってる？　……あたしが!?

「おうおおおえええええええええええぇぇぇっ!?」

「すごいリアクションだな、織咲」

　機本が驚くが、そんなことを気にしている場合ではない。

　天翔はきょとんとしている真山に叫んだ。

「なんでそんなことになっちゃうの!?」

「いや、いつも一緒にいるから」

「ああ。結構、噂うわさになってるぞ」

　うんうんと機本まで同調する。

　なんですと──!?

　何かワケの分からないエンジンに点火して、天翔の意識はぶっ飛んだ。彼女の精神は轟ごう音おんを奏かなでて地上を離はなれ、地球の引力圏けんを脱だつし無む窮きゆうの大宇宙に到とう達たつする。

　目め眩くるめく星々の海を幻げん視しに見ながら、天翔は先日、舞から同じ質問をされたことを思い出していた。確かに遊斗のことは嫌きらいじゃないし、むしろ好きだし、普ふ段だんは三枚目だけどたまにカッコいいところもあるが、恋れん愛あい感情は消費税率分ぐらいしかいない。だってエロだし。スケベだし。ド変態だし。なのにクラスメートからそんな目で見られていたなんて。

　いやいや、これはマズイ。他の連中はともかく、真山からそんな風に思われるのはヒジョーにマズい。

「ちちち、違うよっ！　全然付き合ってないよ！」

「そんな大声出さなくてもいいけど、そうなの？」

「そうだよ！　だって、だって！」

　完全にパニくった天翔は──

「ユートは百合ちゃんと付き合ってるんだよ！」

　とんでもないことを口走ってしまった。

（なに言ってんの、あたし!?）

　口を突ついて出た根も葉もない発言に、彼女は自分で驚おどろいた。慌あわてて手で口を塞ふさぐ。

　だがこの行こう為いが、却かえって発言に信しん憑ぴよう性せいを持たせる結果となった。真山達の目には、遊斗と百合が交際しているという秘密をうっかり暴ばく露ろしたようにしか見えなかったのである。

　おまけに事態は、それだけに留とどまらなかった。

「……な、なんだって……？」

　機本の眼鏡めがねに、亀き裂れつが走った──天翔の目には、そう見えた。

「か、春日さんが、あの来海と……？」

　なぜかショックを受けたらしく、呆ぼう然ぜんとする。

「あの春日さんが、あんな、あんな奴やつと……？」

「え？　あれ？　機本くん？」

「おーい、君達！　ゴミ捨てに来たんだろ？」

　用務員のおじさんが声をかけてきた。

　機本は二人を押しのけてゴミ袋ぶくろを渡わたすと、フラフラとした足取りで教室に戻もどっていく。

　頭から魂たましいが半分抜ぬけ出た状態の彼を、天翔は呆あつ気けに取られて見送った。

「ねえ。機本くん、どうしたの？」

「春日さんのことが好きだったんだ」

「ふうん……」

　呟いてから、

「おえええええええぇぇぇぇぇぇっ!?」

「ほら、彼、オリエンテーリングで春日さんと同じ班になっただろ。それで大喜びしてたんだよ。まさか来海くんと付き合っていたとはね。僕もちょっと意外だな」

　用務員のおじさんにゴミ袋を渡し、真山が苦笑いする。

「あ、いや、実はね」

「でもあの二人と仲のいい君が言うんだから、疑う余地はないか」

　のへっ。

「あ、それじゃ僕、部活あるから」

「う、うん。頑がん張ばってね」

　引きつった笑顔で、真山を見送ってから。

　天翔は「ぐがあああっ！」と頭を抱えた。

「ど、どうしよ……。あたし、とんでもないこと言っちゃったよお！」

　先程の嘘うそを焼しよう却きやく炉ろに投げ込んで、全てなかったことにしたい気分だった。

　もしくは自分が焼却炉に飛び込んで、何もなかったことにしたい気分だった。




　重い足取りで教室までの道のりを歩きながら、天翔は何度もため息をこぼした。

　いくら遊斗との仲を誤解されて気が動転していたとはいえ、真山の前で嘘を──それも事実無根の大嘘をついてしまったことに彼女は後こう悔かいしていた。しかもその嘘で機本を傷つけることになってしまったのである。天翔は自分の間抜けっぷりに腹が立った。

（もうっ！　五分前のあたしの馬鹿！）

　彼女は過去の自分を叱しかり飛ばした。

　とにかく、このまま放っておくわけにはいかない。もしこれが遊斗や百合の耳にでも入ったら、それこそ血を見ることになる。『ほっぺたぷにぷにの刑けい』では済まないだろう。

　二人が知る前に、事態を収しゆう拾しゆうせねば。

（ＯＫ、ＯＫ。クールに行こうよ、天翔。まだ愛が敗北したと決まったわけじゃないよ）

　真山があんな話を他人にぺらぺら喋しやべるとは思えないので、問題は機本だ。かなり落ち込んでいたので、早く彼の誤解を解とかなきゃと思いつつ教室に戻ると、もう手て遅おくれだった。

　机で頭を抱えて落ち込む機本を、クラスメートが取り囲み──「え～っ！　春日さんと来海くんが!?」「あの二人、仲悪いんじゃなかったの？」「でもいつも一いつ緒しよにいるし」「結構お似合いじゃない？」「どこが？」「俺もへこんだ」と、えらい盛り上がっている。

　げっ、やばい！

　身の危険を感じ、天翔は教室から逃にげ出そうとした。

　が、それより早く何者かに肩かたを掴つかまれた。

　恐おそる恐る振り返ってみると、そこには──

　鬼おにが！　死神が！　女大魔ま王おうが！

「あんた、何デタラメ言ってんのよ!?」

「きゃあああああああああぁぁぁっ！」

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが、校舎に響ひびき渡った。




　　　　＊
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　しかしエデュキエルは子供を愛していた。他のどんな天使よりも子供を愛していた。子供達みんなを。特に幼おさない女の子を。つまり犯罪的な意味で。

　だからかつて多くの天使は彼を道徳犯罪者だと非難したが、本人はこれも純愛の一つだと反論した。愛の本質を失った天使達は、「なるほど。これも愛か」と素す直なおに納なつ得とくした。

　念のため《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》で〝恋愛〟について調べてみると、こう書かれている──

『危険物。取とり扱あつかい注ちゆう意い』




「はあ？」

　月も星も見当たらない、殺風景な夜空の下──

　とある民家の屋根で両りよう膝ひざを立てて座すわっていた遊斗は、《日記帳》から顔を上げた。

「お前と付き合ってる？　俺が？」

「天翔が血迷ってそう言ったのよ」

「でも俺はそこまで血迷ってねえぞ」

「どういう意味よ？」

　隣となりで同じように膝立て座りをする百合が、じろりと睨にらんでくる。

　もちろん言葉通りの意味だったが、それを口にするほど血迷ってもなかった。

「じゃあクラスの連中は誤解したままなのか？」

「私もあの場で否定すりゃよかったんだけどね」

　ひどく後悔しているらしく、百合はがっくりと頭こうべを垂れる。

「こういうのに慣なれてないから、どうすりゃいいのか分かんなかったのよ」

　クラスメートから「来海くんと付き合ってるの？」と問とい詰つめられた際、真っ赤になって何も言えなかったという。だが一いつ般ぱん的にそういう状じよう況きよう下かでそういうリアクションを取れば、他人に〝イエス〟と解かい釈しやくされても無理はない。大天使ガブリエルなら腕わん力りよくで処理できただろうが、人間・春日百合としてはそうもいかず、結局彼女の恥はじらった態度がさらにクラスメートを誤解させ、天翔のデタラメを真実に塗ぬり替かえてしまったのである。

「ウブだな、お前も」

「うるさいわね」

　つんとした棘とげのある物もの腰ごしで、

「明日あした学校に行ったら、ちゃんとみんなの誤解、解いてよね」

「なんで俺が、そんな面めん倒ど臭くせえことしなきゃなんねえんだよ」

　魔道書を霊れい質しつ化した遊斗は、屋根の端はしからこちらを覗のぞくプルックに気づいて言った。

「こら。サボってないで、ちゃんと見張れ」

「ねえ、殿でん下か。オイラ達どうして毎晩、織咲邸ていの警備をしなきゃいけないの？」

「流る川かわが出張だから仕方ないだろ。奴も明日には戻ってくるから、今夜までだ」

「おやつのバナナ」

「あ？」

「ご褒ほう美びにおやつのバナナちょうだい」

「何でもやるから、ちゃんと見張ってろ」

「わーい」

　プルックが持ち場に戻るのを確認して、彼は悪戯いたずらっぽく流し目を送った。

「いっそ、ホントに付き合っちゃう？」

「そこまで血迷ってないんでしょ」

「恋れん愛あいなんて、どうせ気の迷いと血の迷いさ」

「あんたの場合は、でしょ」

　ぶっきらぼうに、百合。

　だが気になったのか、目をすがめてこちらを見てきた。

「本気で言ってるの？」

「もちろん」

　遊斗は朗ほがらかに頷うなずいた。

　その時、近くで物音がした。何事かと見ると、向かいの織咲邸で美み雪ゆきが雨戸を閉めていた。彼女は隣りん家かの屋根で鳥のように座る二人の天使に気づき、ぺこりと頭を下げる。

　遊斗はにこやかに手を振ふって、それに応こたえた。そして笑顔のまま視線を戻すと──

　パンッ！

　百合の平手打ちが待っていた。金きん髪ぱつ少女は、ぷいっとそっぽを向く。

「私、気の多い男って嫌きらいだから」

「じゃあどんな男が好きなんだ？」

「一いち途ずな男ひ性と」

「俺、結構一途だぜ」

「……かもね」

　独白に近い囁ささやきに、遊斗は眉まゆをひそめた。

　遠えん慮りよがちに、百合が小声で訊きいてくる。

「まだ、あの人のこと忘れられないんでしょ？」

「誰だれ？　忘れられない娘こは大勢いるしなあ」

「とぼけないでよ」

　睥へい睨げい。

「分かってるんだから。あんたとは古い付き合いよ、私。昨日の昼休みも教室でぼんやりしてたでしょ。あの女のことを思い出してる時の顔だったわ」

「…………」

　スケベなことを考えているだの、ケダモノの目だのとからかっていたくせに、ちゃんと見み抜ぬいていやがる──返す言葉を見つけられず、遊斗は目を逸そらすしかなかった。

　そう、彼女はお見通しなのだ。この宇宙の全てを誤ご魔ま化かせても──自分自身を誤魔化せても、彼女だけは誤魔化せない。この宇宙に生きるどんな恋こい人びと達よりも、長い時間を共に過ごしてきたのだ。お互たがいの性格も、過去も、手の内の全てを知り尽つくしている。

　だから彼女を欺あざむこうとは、これっぽっちも思わなかったが……

　遠方の淡あわい街まち灯あかりを見み据すえ、遊斗は弱々しく微笑ほほえんだ。

「死んだ女のことは、忘れるようにしてる」

「死んでないでしょうが」

「生きてるから死んでない、ってことにはならないさ」

「それはあんたの哲てつ学がく？　それとも単なる自じ己こ欺ぎ瞞まん？」

　蔑さげすみの混じった目つきで、百合。

「どっちにしても、あんたにとって他の女の子はみんなあの人の穴あな埋うめに過ぎないんでしょ。仮に万一何か宇宙的な悪夢であんたみたいなサルと付き合うことになっても、私、あの人の代用品なんてご免めんだから。自分の過去の傷ぐらい、自分で何とかしなさい」

　グサグサと鋭利な言葉の槍やりで、突つき刺さしてくる。

　遊斗は身体からだを丸め、大おお袈げ裟さに胸を押さえた。

「お前さぁ、他人の心の傷えぐって楽しい？」

「ええ。相手があんたの場合はね」

「ひっでえ女」

　吐はき捨すてる。

「お前もそんな性格してっから、あの男にフラれるんだよ」

　それはただの売り言葉に買い言葉だったが。

　うっかり口走ってから、遊斗は失言に気づいてハッとした。今のは彼女の最もデリケートな部分、タブーの領域に属する話題だったのだ。

　特大の地じ雷らいを踏ふんでしまったことを察し、彼はとっさに両手で頭を覆おおった。怒いかり狂くるった敵の猛もう攻こうに備えて。

　ところが拳こぶしの一発どころか、罵ば声せいの一つも飛んでこない。

　あれ？　と思って恐る恐る様子を窺うかがうと。

　呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめる百合の瞳ひとみから、一筋の涙なみだがこぼれ落ちた。

「だああああっ！　お前なに泣いてんだよ!?」

　突とつ然ぜんの涙に、遊斗はかなり焦あせった。

　だが百合は、自分が泣いていることに気づいてなかったらしい──目元に手をやると、慌あわてて顔を背そむける。

「……泣いてないわよ」

　小声で呟つぶやき、彼女はぐすんと鼻を鳴らした。

「泣いてないもん」

「…………」

　さすがに冗じよう談だんを言える雰ふん囲い気きでもなく、遊斗は言葉を失った。

　遠い昔の悲ひ恋れんが今も彼女の心に深い傷を作っていることは知っていたが、今もまだこれほど引きずっているとは思ってなかったのだ。が、十分にあり得ることだ──一見、豪快で乱暴な彼女だが、本ほん性しようは自分なんかよりずっと純じゆん粋すいで繊せん細さいな少女天使なのだから。

　何にせよ、女の子を泣かせるのは彼の主義ではなかった。たとえ相手が彼女でも。

「済すまん。今のは言い過ぎた。謝るよ」

「……ない」

「え？」

「私、誰にもフラれてないし、悲しくないし、泣いてないもん！」

　百合は涙目で睨んでくると、拳を振り上げて殴りかかってきた。

「ちょ──！　おま──！」

　遊斗は悲鳴を上げた。これが普ふ通つうの女の子だったら、ぽかぽかといった感じで可愛げもあるのだろうが、相手は春日百合──凶きよう暴ぼう無比で鳴る大天使ガブリエルである。夜の民家の屋根の上で、彼はぼっこぼこに殴られまくった。つくづく手加減を知らない女だった。

「あたたっ！　ちょっと待て！　落ち着け！　危ないから！　な？」

「あんたさぁ、他人の心の傷えぐって楽しい!?　ねえ、楽しい!?」

「楽しくないです！　ホント、全然楽しくないです！」

「あんたみたいないい加減な男に、私の気持ちなんて分かんないでしょ!?」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　屋根の端に追おい詰められ、遊斗は鬼おに瓦がわらを掴つかんで必死に転落を防いだ。

　一いつ匹ぴきのプルックが、翼を羽ばたかせて飛んできた。

「殿下、イチャついてる場合じゃないでしょ！」

「これがイチャついてるように見えるか!?　早く助けろ！　間もなく死ぬぞ!?」

「そうじゃなくて、あそこに怪あやしい人が！」

「──!?」

　遊斗と百合は、毛玉生物が指差す方向に目を向けた。

　二十メートルほど離はなれた道路の角に、黒い人ひと影かげが立っていた。電柱の陰かげから織咲邸を窺っていたその人物は、隣家の屋根で騒さわぐ二人に気づいたようだ──目と目が合った。

　途と端たん、彼だか彼女だかは、背を向けて逃にげていく。

「どうするの!?」

　涙を拭ふいて、百合が立ち上がった。

「陽動かもしれん！　お前は動くな！」

　短く告げて、遊斗は一人で影の後を追った。




　力強く屋根の上から跳ちよう躍やくし、電柱の足場ボルトを中ちゆう継けいして隣の屋根に飛び移る。

　民家の屋根伝いに素早く移動しながら、遊斗は人影を追つい跡せきした。

　多分追つい尾びを撒まくためだろう、黒い影は暗い夜道を右に左に折れて逃げていく。住宅街の入り組んだ路地を、かなり複雑な経路で駆かけ抜ぬけていく。逃げ方に迷いがないところを見ると、界かい隈わいの地理に詳くわしいようだ。あるいは事前に十分な下見を行っていたか。

（相手が何者か分からない以上、深追いは禁物だが……）

　動きからして、どこかに誘さそい込もうとしている様子はなかった。こちらを攪かく乱らんする囮おとりではなく、ただ必死で逃げ回っているだけといった感じだ。近くに仲間がいる気配もなかった。原理主義派の天使が、外がい殻かく防衛線を突とつ破ぱして単独で天翔を抹まつ殺さつしに来たのだろうか。

　いや、まだ相手が天使と決まったわけではない。敵と断定することもできない。

（ま、どうでもいいか）

　思考を巡めぐる雑念を捨すて、遊斗は追跡に専念することにした。

　相手が何者で、目的は何なのか、とっ捕つかまえて訊き出せばいいことだ。

　屋根から屋根へと飛び移り、彼は目標との距きよ離りを着実に縮めていった。

　人間の姿ではなく、形態変化フエイズ・チエンジすればたやすく捕ほ獲かくできそうである。下界では三分二十秒しか姿を保てない天使形態アストラル・フエイズは万一に備えて温存せねばならないが、時間無制限の瑞獣形態ゴースト・フエイズならものの数秒で目標を取り押さえることができそうだ。

　だが標的の正体が定かでないことが、その選せん択たく肢しを削けずっていた。相手は天翔を狙ねらう原理主義者の天使ではなく、普通の人間という可能性もある。例たとえば下着泥どろ棒ぼうとか。人間相手に変身するのは、かなり馬ば鹿かげていた。幼児と本気で喧けん嘩かする大人がいないように、人間相手に超ちよう能のう力りよくを行使する天使もいない。それは不ふ名めい誉よ極きわまりない行こう為いなのである。

（人間のフリをしてるだけか、本当に人間なのか）

　駆けながら、遊斗は目を凝こらしてみた。

　暗がりで分かりにくいが、どうやら男のようだ。それもまだ少年である。多分あの服は深美高校のブレザーだろう。走る動作に無む駄だはなく、運動神経はかなり良さそうだった。

　それでも人間の動き方をしている以上、変身するわけにはいかない。

　走ってきた勢いを利用し、幅はばの広い道路を一気に飛び越こえる。

　ダンッ！

　対面の屋根に着地して、遊斗はさらに追跡を続けた。

　監視団グリゴリの猫ねこ達は、一匹もこの追跡劇げきに参加していないようだった。何があっても持ち場を離れるなと、団長のアザゼルから厳げん命めいされているのだろう。賢けん明めいな判断である。正体の分からない者を大勢で追い回し、天翔の警護を手て薄うすにするのは危険だった。

　ただ四匹のプルックは、自分の後を追いかけてきているようだ。わいわいがやがやという緊きん張ちよう感かんのない声が、背後から聞こえてくる。

（頼たよりない援えん護ごだぜ）

　胸きよう中ちゆうで悪態をついた時──

　眼下を走る逃とう亡ぼう者しやが、前方の道路を左に曲がった。

（捕とらえた！）

　先回りできる位置関係が生まれ、遊斗はにやりとした。

　素早く隣の民家に飛び移り、三さん軒げん分ダッシュしてから車庫の屋根へ、敷しき地ちの塀へいへと段階的に飛び降りていく。そのまま彼は、勢いよく道路に着地した。足の裏が地面を叩たたくと同時に、膝ひざを折って衝しよう撃げきを緩かん和わ──同時に前方へ一回転することで、運動エネルギーを消費する。そして前転の力を利用して起き上がると、速すみやかに逃亡者の進路を遮しや断だんした。

「──!?」

　突然現れた妨ぼう害がい者しやに、少年は明らかに動どう揺ようを示した。

　が。

　次に彼の取った行動は、遊斗の意表を突いた。

「システム１０１《メギッドの刃やいば》！」

　正面に突き出した少年の掌てのひらに、精せい緻ちな数式の陣じんが出現し──

　一筋の光こう芒ぼうが、夜よ闇やみを切り裂さいた。

「なっ!?」

　遊斗はとっさに身体を右へ投げ出し、攻こう撃げきの射線から逃のがれた。網もう膜まくを灼やく一いつ閃せんが、大気を薙なぐ。熱風を頬ほおに感じつつ、彼は受身を取って地面を転がった。

「わーっ！　三号がやられちゃったぞ！」

　素早く上半身を起こした時、背後で悲鳴が聞こえた。

　後方にいたプルックの一匹が、かわし切れずに被ひ弾だんしたらしい。大おお騒さわぎする毛玉生物達の会話からして死んではいないようだが、振ふり返って確かめる余よ裕ゆうはなかった。

（どうなってる!?）

　粉ふん塵じんが舞まう中、遊斗は動揺を押さえ込んだ。

　一つはっきりしたことは、現在相あい対たいしている敵は──敵と表現していいだろう──天使ではないということだ。天使は人間の姿をしている間、天使としての力を発揮することはできない。となると、半天使か？　天使と人間の交配種なら、人間の姿のまま超能力を行使できるらしいが、混血児の彼らに今のような複雑で強力な数すう秘ひ術じゆつは扱あつかえないだろう。

（となると、どこぞの異界種族ってわけか）

　宇宙の基き幹かん構造を織おり成す特とく殊しゆ数式を用もちいた数秘術は、何も天使の専売特許というわけではない。いわゆる超ちよう知性体群と呼ばれる先進種族なら、比ひ較かく的てき容よう易いに扱えるものだ。

　疑問なのは異界種族が地球世界で何をしているのか、なぜ《解答者》の近辺をうろついているのかということだが、その辺は取り押さえて訊きき出すしかないだろう。

　戦せん闘とう態勢を取って、拳こぶしを握にぎりしめる──

　と、プルックが警けい戒かいの声を発した。

「殿でん下か、上にも敵がいるよ！」

「何っ!?」

　見上げると、上空に何かが浮うかんでいた。月のない夜なのではっきりとは見えなかったが、人型をしたロボットのような物体だった。光こう沢たくを放つ角張った胴どう体たいに一いつ対ついの手足を備え、上部に丸い頭部が載のっている。全高は三メートルほどか。外部にエンジンは見当たらなかったので、引力に反発する反重力システムか何かを搭とう載さいして浮いているのだろう。

　その奇き妙みようなロボットが──

　突とつ如じよとして急降下してきた。

　おそらく少年の兵器か使い魔まだろう、と踏んで。

「邀よう撃げきしろ！」

　遊斗はプルック達に命じると、素早く天使形態アストラル・フエイズに変へん化げした。

　敵の使い魔にはこちらの使い魔をぶつけ、彼自身は少年を制圧することにする。相手が数秘術を使う超知性体である以上、人間形態ペルソナ・フエイズのままでは太た刀ち打うちできない。遊斗は彼本来の眩まばゆい美少年の姿をした天使──ユトエルに戻もどって、少年に挑いどみかかった。

　堕だ天使の彼が、下界でこの姿を維い持じできるのは三分二十秒だけ。

　となると──

（速戦でケリをつける！）

　左右にフェイントをかけつつ距離を縮め、ユトエルは拳を突つき出した。

　少年は身体からだをひねって、それをかわす。だがユトエルはそのまま接敵すると、身体を旋せん回かいさせて肘ひじ打うちを見み舞まった。後退した相手の身体がぐらつく間に、畳たたみかける。一発。二発。三発。左右の腕うでを交こう互ごに繰くり出し、少年の腹部に打ち込んでいく。続けて四発目の右拳を顔面に叩き込もうとしたが、それは手しゆ刀とうに弾はじかれてしまった。

　攻撃と防ぼう御ぎよが生む一連の流れが、両者の立ち位置を入れ替かえる──

　街灯の明かりが、ほんの一いつ瞬しゆんだけ少年の素顔を照らした。

「……！」

　どこかで見た顔だった。が、すぐには思い出せなかった。昨日《風恋人フレンド》の前ですれ違ちがった少年だと気づいたのは、後になってのことだ。雑念が脳のう裏りを掠かすめる間に、ユトエルは反はん撃げきを食らってよろめいていた。鳩尾みぞおちに拳けん突とつを食らい、後退したところに膝ひざ蹴げりが飛んでくる。それは後方転回してかわしたが、体勢を立て直した時には回し蹴りが目前に迫せまっていた。とっさに前ぜん腕わんでガード。軽くステップを踏ふみ、威い力りよくを受け流す。だが攻こう勢せいに出るより先に、少年は逆回転でもう一発回し蹴りを放ってくると、続けざまに拳を打ってきた。

「ちっ！」

　舌打ちしつつ、ユトエルは両腕で相手の攻撃を捌さばいていった。

　一瞬のうちに攻こう守しゆは逆転し、気づけば防戦一方になっている。反撃の糸口を見つけるどころか、その猛もう攻こうを防ぐだけで精せい一いつ杯ぱいだ。近接した正面戦闘で、自分とこれほど渡わたり合える者など滅めつ多たにいない──それを実感した時、ユトエルは口元に笑えみを浮かべていた。

　彼の戦闘術はほとんど無む秩ちつ序じよで、かつ直感的である。風のように柔やわらかく、地のように安定し、水のように変化し、火のように激しい。それは何なん人ぴとの制せい御ぎよも受けつけない大自然の活動そのもの。確立された規則性はなく、しかし最小行動の最大効果を備えている。

　対する少年の戦い方は、明らかに何らかの戦闘理論に則のつとったものだった。無数の選択肢の中から、論理的に最も適切な動きを選んでいるようだ。最小行動の最大効果という点では同じだが、少年の戦闘法は高性能の精密機械に似ていた。自然対人工。少年にすればユトエルのようなインスピレーションに溢あふれた敵は最も与くみしにくい相手のはずだが、よほど戦い慣なれているのだろう──柔じゆう軟なんにこちらの動きに対応している。そこには自然の力をあくまでも人工的に支配しようとする、知的生命体の本能的な欲よつ求きゆうが満ちていた。

「結構やるじゃねえか！」

　複雑なステップを交まじえつつ、ユトエルはにやりとした。

　彼はこの戦いが、次し第だいに楽しくなってきた。

　もっとこいつと戦っていたい──

　そんな気になりかけた時、邪じや魔まが入った。

「!?」

　少年が何かに気づき、視点をずらした。

　そこに僅わずかな隙すきが生まれる。それに乗じてユトエルは連続的に蹴りを浴びせると、最後は強きよう烈れつな回し蹴りを見舞って少年を大きく後退させた。

　そして、彼も気づいた。背はい後ごから迫りくる物音に。

　振り返ると、暗い夜道の向こうから何かが突とつ進しんしてきた。

「なっ──なにいいいっ!?」

　手前の街がい灯とうが照らし出したのは、道路を爆ばく進しんしてくる愛らしいひよこ──

　交互に繰り出される細い二本の脚あし、丸い体躯。そして小さな翼つばさ。

　どこからどう見ても、ひよこである。

　ただし、体長は二メートルほど。

「のわあああぁぁっ!?」

　強烈な体当たりを食らい、ユトエルは為なす術すべなく吹ふっ飛とんだ。

　無ぶ様ざまな体勢で宙を舞い、そのままゴミ捨て場に突つっ込こむ。同時に制限時間を迎むかえ、翼が消しよう滅めつ──ゴミの中でもがきながら、彼は来海遊斗の姿でようやく上体を起こした。

「何だ、お前は!?」

　ゴミ袋ぶくろを掻かき分けて叫さけぶと、黄色い巨きよ大だいひよこはぴよぴよと鳴いた。

「カナエルだよ」

「あ、愛あい里ざと……？」

「うん！」

　加か奈な＝カナエルの瑞獣形態ゴースト・フエイズらしい。

「お前、ここで何してる？」

「悪い子やっつけに来たの」

「俺に体当たりしてどうする!?」

「えへへ」

「えへへじゃねーよ！」

　遊斗はすぐさま振り向いたが、もう少年の姿はどこにもなかった。

　上空からプルック達が舞い降おりてきた。

「殿下～、敵が逃にげちゃいましたよ～！」

「うわっ！　でっかいひよこがいるぞ！」

「ホントだ。なんでこんなデカいんだ？　鶏にわとりになれなかったのかな？」

「おい、こいつの身体触さわってみろよ。ふわふわで気持ちいいぞ」

「あっ、ホントだ！　柔らか～い！」

「ぷもぷも！」

「ぴよぴよ！」

「…………」

　ひよこと戯たわむれる毛玉生物達を眺ながめながら、遊斗はひどい脱だつ力りよく感かんを覚えた。

　敵を失った空間に、夜風が吹き抜ぬける。

　月のない夜が、街を静かに押し包んでいた。
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「で、要するに逃にげられてしまったと」

　放課後の部室で、流る川かわ俊しゆん介すけはすっかり愛想が尽つきた様子だった。

「君らがついてて、なんでそんな間ま抜ぬけなことになるんだ？」

「ちょっと、私のせいじゃないわよ。ヘマしたのは彼だもん」

　百ゆ合りは左に座すわる遊ゆう斗とを見た。

「おいおい、俺のせいじゃねえぞ。邪じや魔ましたのはこいつだし」

　遊斗は左に座る加か奈なを見た。

　加奈は「ぬ？」と左を見たが、そこには誰だれもいなかった。

　頭痛でもしたのか、流川は無言で額ひたいに手を添そえた。

　中肉中背の、女性的な顔立ちをした美少年である。ぱっと見はただの繊せん弱じやくそうな高校生だが、その正体は地上を守護する監視団グリゴリの長おさにして、堕だ天てん使し長の一人でもあるイブリース・アザゼル──上級三隊の第三位に位置する強力な座天使だ。天使の中では理性的な思考を持った数少ない常識人として一いち目もく置かれ、仲間から尊敬と信しん頼らいを集めている。ただキレると温厚な性格が一変するので、彼をよく知る者からは密ひそかに恐おそれられていた。普ふ段だんおとなしい奴やつほど怒おこらせると怖こわいのは、人間も天使も同様なのである。

「つまり話を総合すると」

　額に手を当てたまま、流川は喋しやべった。

「そいつは天使じゃなくて、どこかの戦せん闘とう的な異界種族で、どういう理由からか織おり咲さきさんを狙ねらってる可能性があって、人間の姿でこの高校の生徒に紛まぎれ込んでるってわけかい？」

「ウチの学校の制服着てたけど、生徒かどうかまでは分かんねえよ」

「顔は見なかったのか？」

　問われて、遊斗は百合に目を向けた。

「お前、見ただろ」

「遠くからチラッとね。あんたは間近で見たんでしょ」

「俺、男の顔って記き憶おくできねえんだよな」

「頼たよりになんないわねえ」

「加奈も見たよ！」

　ツインテール少女が元気に手を挙あげたが、赤ん坊ぼうの言うことなど誰だれも相手にしなかった。

「だったら、まずはこの学校の生徒を洗ってみるしかないね」

　流川は監視団グリゴリの経費で購こう入にゆうしたという最新型のパソコンを起動する。

　興味を惹ひかれたのか、百合が感動気味にモニターを覗のぞき込んだ。

「すごいじゃない。あんたこんな難むずかしい機械使えるんだ」

「人間界で暮らすには、これくらいは使えないとね」

「ねえ、私にもちょっと触さわらせて」

『ダメ』

　その場にいた全員が、声を揃そろえた。

「なんでよ!?」

　金きん髪ぱつ少女は柳りゆう眉びを逆さか立だて、

「このボタン、なぁに？」

　なぜか可愛い口調で、勝手にキーの一つを押す。すると画面に『頼たのむから二度とそのキーは押すな』という、よく分からないが途と轍てつもなくヤバそうな警告メッセージが出た。

「……ごめん」

　全員から冷たい目で見られ、百合は申し訳なさそうに首を引っ込めた。

　間もなく画面に、数十人の生徒の顔が一いち覧らんで出てきた。流川は慣なれた手つきでキーボードを叩たたき、その中から男子生徒だけを絞しぼり込んで表示させる。

　百合の隣となりから首を突つっ込んで、遊斗は眉まゆをひそめた。

「何だよ、それ？」

「織咲さんを狙うなら、この学校の生徒になりすまして彼女に近づくのが一番だろ。だから不ふ審しんな生徒の情報をあらかじめ部下に集めさせておいたんだ。これがそのリストさ」

「さすが流川くん、誰かさんと違って頼りになるわ」

　百合が意地悪な視線を向けてきたが、遊斗はそれよりも気になることがあった。

「なんで不審者リストに俺が載のってんだ？」

「不審者だからでしょ」

　至し極ごく当然といった口くち振ぶりで、百合。

　彼はジロリと流川を睨にらんだ。

「お前の部下は、俺にケンカ売ってんのか？」

「怒らないでよ。きっと何かの手て違ちがいだよ」

「もっとカッコいい写真があっただろ」

「そういう問題？」

　百合が、どうでもいいじゃない、という顔をする。

　だが遊斗は、俺はこんな間抜け面づらじゃない、と心の中でぼやいた。

「おお～。なんかすごいね！」

　横から覗き込んできた天てん翔かが、素す直なおに感心する。美み雪ゆきが差し入れで持ってきたクッキーを、小動物のようにハムハムとかじっている。遊斗は彼女の頭をバシッと殴なぐった。

「呑のん気きに菓か子し食ってる場合かよ」

「いちいち叩かなくてもいいじゃない！」

「いいからお前は引っ込んでろ」

「ふえ～ん。ユートがいじめるぅ」

　姉に泣きつく少女は無視して、彼は顔写真のリストを眺めた。

「みんな怪あやしそうだな……あ、俺以外ね」

　きちんと自分だけは除外しておく。

　マウスに手を置いて、流川が訊きいてきた。

「この中に昨夜の怪しい男はいる？」

「うん！　この子！」

　加奈が遊斗の顔写真を指さす。

　お決まりのボケをかます少女の頬ほおを、遊斗はぎゅうううっと抓つねった。

「こんな顔、だったんじゃない？」

　百合が一人の少年を指差した。流川はそれをクリックし、詳しよう細さいなデータを表示させる。

「２─Ｆ、岸きし部べ健けん太た。ネット上で成年向け二次創作を行う同人作家」

「確かに不審ね……」

「不審さの方向性が違ちがうだろ」

　遊斗がツッコむと、彼女は憮ぶ然ぜんとした。

「じゃあ、あんたはどれよ？」

「うーん。確かこんな顔だったような」

　顔写真の一つを示す。流川が平へい坦たんな声で、データを読んだ。

「１─Ｂ、吉よし永なが篤あつ弘ひろ。入学以来、一度も登校してない引きこもりの少年」

「そんな方向性でもないでしょ」

「でも怪しくないか、こいつ？」

「彼は無関係だよ。なにせこの一ヶ月、一歩も家から出てないし」

「部屋で死んでんじゃねえの？」

　頑がん張ばれよ吉永、と遊斗は会ったこともない少年を激励した。

　顎あごに手を当てた百合が、しばし考えてから画面を指差す。

「この人は？」

「２─Ｄ、海かい容よう堂どう。美術部の部長だよ」

「どこが不審なの？」

「趣しゆ味みで学校の女子の美少女フィギュアを作ってる」

　ずこっ。文芸部一同が、ずっこけた。

「ちょっと、これ何のリストよ!?」

「いや、僕が作成したわけじゃないから」

　言い訳する流川の横から、遊斗は呼び出された文章を読み上げた。

「現在、春日かすが百合をモデルにした『百合たんフィギュア』を製作中」

「後で美術部に乗り込んで、こいつを半殺しにしてやる！」

「ちなみに人気ナンバー１は、織咲美雪・夏服バージョン」

　テーブルでお茶を飲んでいた美雪が、ゲホッとむせ返った。遊斗は、後で美術部に乗り込んで美雪さんフィギュアの全バージョンを必ず手に入れよう、と心に誓ちかった。

　天翔がクッキーを手に割り込んでくる。

「ねえねえ、あたしのフィギュアもある？」

「あるわけないだろ」

　彼女の肩かたに手を置き、遊斗は慰なぐさめるように言った。

「美少女フィギュアなんだから」

「殴るよ!?」

　言いながら実際に殴りかかってくる少女の拳こぶしを、彼は軽く受け止めていった。

　パソコンの前に座った流川が、やれやれとため息をこぼす。

「期待してたわけじゃないけど、やっぱり手て掛がかりはなしか」

「そういうあんたはどうなのよ。ザフキエルに会ってきたんでしょ？」

「まあね」

　ザフキエルは天国に暮らす智ち天使長だったが、先日《愛の真理》を封ふう滅めつするため百名の部下と共に反はん旗きを翻ひるがえし、天国を離り脱だつしたのだ。この決起は遊斗の活かつ躍やくもあって一夜のうちに鎮ちん圧あつされたが、下界で彼が起こした反乱の規き模ぼと手て際ぎわのよさから、これを陰かげから支し援えんした組織があるのではという疑ぎ惑わくが持ち上がったのである。そしてその情報を訊き出すために、流川は昨日まで地球世界を離はなれ、ザフキエルの審しん問もんに立ち会っていたのだ。

「実際その通りだったよ。天使による宇宙支配を主張する天界原理主義、その極きよく右うにして最も過激な連中が、《セフィロット》という武力機関を組織して活動しているらしい。ザフキエル一派は彼らの手を借りて、外がい殻かく防衛線の内側に入り込んだそうだ」

「なるほど。《セフィロット》か」

　心当たりでもあるのか、百合が深刻そうに眉をしかめる。

　天翔とじゃれていた遊斗は、張りつめた顔をする彼女に尋たずねた。

「ヤバい連中なのか？」

「え？　さあ、知らない」

「……何だ、そりゃ」

　紛まぎらわしいリアクション取りやがって。彼は拍ひよう子し抜ぬけした。

「で、そいつらはどこにいるんだ？」

「ザフキエルから連中のアジトを訊き出したんだが、既すでにもぬけの殻からだったよ」

「彼に一いつ杯ぱい食わされたんじゃないの？」と、百合。

「いや、ザフキエルは原理主義者じゃなく、君と同じ不在の神を崇あがめる神しん従じゆう派だ。しかも彼は織咲さんを人格神と信じ込んでる。今さら僕らを欺あざむく理由はないよ。きっとザフキエルが捕ほ縛ばくされたことで、情報漏もれを恐おそれた敵が一足先に拠きよ点てんを放ほう棄きしたんだと思う」

　渋しぶい顔で、流川は腕うでを組む。

「ザフキエルの情報で一つ気になったのは、《セフィロット》の連中は解答者抹まつ消しようのために異種族の殺し屋を雇やとったらしいって話だ。僕ら監視団グリゴリはこれまで原理主義派の天使をマークしてきたが、天使以外の異種族が織咲さんを狙ねらう展開までは想定してなかった。これは確かに迂う闊かつだったけど、見方を変えれば敵も独力では織咲さんに手出しする戦力が足りないってわけだ。外部から暗殺者を雇うってのは、そういうことだろ」

「昨夜の男が、その暗殺者かもしれないってわけね。どんな奴やつなの？」

「それが、ザフキエルもそこまでは知らないらしい」

「何よ。結局あんたも何も掴つかんでないんじゃない」

　気き抜ぬけした調子で、百合が椅い子すの背もたれに身体からだを預けた時だった。

「あっ、いた！　この子が悪い子だよ！」

　不審者リストを眺ながめていた加奈が、嬉しそうに画面を指差した。

　え？　と驚おどろいた一同が、モニターを覗き込む。

　彼女が示したのは、一年Ｂ組の草くさ薙なぎ春はる也やという少年。

　顔写真をじっくり観察した百合が、疑わしげに首をひねった。

「えー？　こんな顔だったかしら？」

「違うね。全っ然違う。お前の目はビー玉か」

　遊斗は醒さめた口調で、ツインテール少女をこき下ろした。

「この子だもん！　加奈、ちゃんと見たもん！」

「はいはい」

　赤ん坊ぼうの言うことなんてアテになるかよ、と遊斗と百合は取り合わなかった。

　だが後日、この二人の記き憶おく力はアテにならないな、と流川は思うことになる……




　　　　＊




　結局収しゆう穫かくのないまま会議はお開きとなり、六人は部室を後にした。

　流川にとって信じられなかったのは、天翔を狙う者が近くにいるというのに遊斗や百合に緊きん張ちよう感かんがなく──天翔自身にも全く危機感が見られないことだった。楽天的なのか、豪ごう胆たんなのか、それとも馬ば鹿かなだけか。この面子メンツで唯ゆい一いつ理知的な人物である美雪でさえ、不安を抱いだいている様子はない。どうも彼女は、遊斗達の力を信じ切っているようだが。

　ただ責任感と使命感が人一倍強い流川は、そこまで呑気にはなれなかった。

　そこで帰り道、彼は天翔に一つの提案を行った。

「ええっ!?　それどういうこと、流川くん!?」

　少女は予想通りの反応を示した。

「なんでオリエンテーリング休まなきゃいけないの!?」

「言ったろ。君は命を狙われてるんだ。危険なんだよ」

「でもそんなの今に始まったことじゃないじゃない！」

「いいかい。暗殺者が身近に潜せん伏ぷくしてる可能性があるんだ。もしかしたらそいつは、君のクラスメートになりすましてるかもしれない。君は怖こわくないのかい？」

「うん。だって遊斗達がいるもん。それに猫ねこちゃん達も！」

　天翔は笑顔で人差し指を周囲に巡めぐらせる。

　民家の屋根や物もの陰かげに潜ひそんでいた猫達が、慌あわてて身を隠かくした。

「ほら、守護天使がいっぱい！　わはっ！」

「いや、わはっじゃなくて……」

　物分かりの悪い少女に、流川は苛いら立だちを覚えた。

「僕が言いたいのは、暗殺者から完かん璧ぺきに身を守る方法はないってことだ。同じ天使が相手なら考えも行動も予測できるけど、今回はそうじゃない。異種族はノーマークだったから君にどこまで近づいてるか見当もつかないし、相手がどこの種族でどんな能力を持ってるかも分からない。敵は一人なのか、十人なのか、百人なのかさえ定さだかじゃない。おまけにオリエンテーリングのコースは当日まで発表されないから、万ばん全ぜんの警備体制を敷しくこともできないんだ。これがどれだけ危険か、君にだって分かるだろ？」

「うーん。よく分かんない」

「馬鹿なのか!?　君は馬鹿なのか!?」

　声を荒あらげる。すると天翔は、エヘッと笑った。

「流川くんは心配性しようだね」

「君が軽すぎるんだっ！」

　全然話にならない。やむなく流川は、同どう胞ほうの天使達に話を振ふった。

「君らからも何か言ってくれよ」

　美雪と楽しげにお喋しやべりしていた遊斗と、加奈から携けい帯たい電でん話わの使い方を教えてもらっていた百合が、同時に振り向いてくる。普ふ段だんは仲が悪いくせになぜか波長が合うらしく、二人は驚おどろくほどぴったりの呼吸で、同じセリフを同じタイミングで口にした。

「「ま、オリエンテーリングまでまだ時間はあるし」」

「君らは双ふた子ごか──って、ケンカするなよ！」

　ハモったことが気に入らなかったのか、「真ま似ねすんじゃねえ」と睨にらみ合う二人。仲がいいのか悪いのか知らないが、このコンビを相手にするのは相当な精神力が必要だった。

「オリエンテーリングまで時間があるから、どうなんだ？」

「それまでにその暗殺者を見つけりゃいいんだろ」

「知ってるか？　オリエンテーリングは明後日あさつてなんだぞ」

　呑のん気きすぎる返答に、流川は気持ちが萎なえた。

「もし見つけられなかったら、どうする気だ？」

「そこまではまだ考えてないわね」

「じゃあどこまで考えてるんだ？」

「…………」

　案の定じよう何も考えてないらしく、遊斗と百合は口をつぐむ。

　二人は同時に天翔の方を向くと、これまた同時に言った。

「「休め」」

「なんでよ!?──って、いちいちケンカしないでよ！」

　またもやハモったことが気に入らなかったらしく、「だから真似すんじゃねえ」と睨み合う二人に今度は天翔が怒ど鳴なる。こいつら絶対わざとやってるな、と流川は思った。

「あたし絶対休まないからね！　だってすごく楽しみにしてるんだもん！」

　唇くちびるを尖とがらせて、少女はこちらを向く。

「流川くんだって《愛の真理》を知りたいんでしょ？」

「だから危険なことはやめてくれと言ってるんだ」

　辛しん抱ぼう強づよく、彼は説得を続けた。

「僕はね、君が真ま山やま憲けん治じと仲良くなることで《愛の真理》が解明できるとは思ってないんだ。だって第一の手掛かりである『ドーナツ』は、真山とは無関係に導みちびき出されたものだろ。もしかしたら彼は解答こたえの一部、断片ピースを握にぎってるかもしれない。君が彼と親しくなることで、続きの解答こたえを発見できる可能性までは否定しないさ。でも僕としては立場上、絶対的な保証がないまま君に危険な橋を渡わたらせるわけにはいかないんだよ」

　反論しようとする天翔を手で制し、さらに続ける。

「それにオリエンテーリングだけが、真山と仲良くなる唯一のチャンスじゃないだろ。君は彼と同じクラスなんだし、これからも親しくなる機会はいくらでもあるじゃないか」

「でもせっかく同じ班になれたんだもん。あたし、休みたくないよ」

「…………」

　意外と頑がん固こな娘こだな、と流川は嘆たん息そくした。

　彼女は自分が宇宙的に重要な存在であることを、どこまで自覚しているのだろうか？

　彼は本気で疑いたくなった。

　遡さかのぼること数千年前、全天使の三分の一が突とつ如じよ堕だ天てんするという事件が起きた。《ポポヌット期の大堕天》と呼ばれる出来事である。ある日突とつ然ぜん天国を失った堕天使達は嘆なげき、悲しみ、怒いかり狂くるってとりあえず隣となりにいる奴をぶん殴なぐって憂うさ晴ばらしをしたりしたのだが、間もなくキスウェルという天使が《日記帳》から《愛の真理》に関する文章が削さく除じよされていることに気がついた。堕天使達は《愛の真理》の喪そう失しつが大堕天の原因ではないかと推測し、失われた《真理》を再発見できれば復天できると信じるようになったのである。

　そして《日記帳》が語るには、織咲天翔は《愛の真理》を知る解答者だという。彼女が《真理》に関かかわる出来事を経験すると、それが《日記帳》に反映されるという仕し掛かけになっているのだ。つまりこれから自分達のやるべきことは、天翔に《真理》の断片を一つずつ経験させ、削除された《日記帳》の文章を再構築することだった。彼女が想おもいを寄せる真山憲治が、《愛の真理》の断片を握っている可能性があることは流川も否定しない。だがそれはあくまでも断片、一部でしかないはずだ。《真理》の解明に反動する一派が身近で暗あん躍やくしている以上、今は危険を冒おかすべきでないというのが彼の主張だった。

「別にここで結論を出す必要ないんじゃないの？」

　議論に嫌いや気けが差したのか、百合が口を挟はさんでくる。

「オリエンテーリングは明後日でしょ。まだ時間あるじゃない」

「要はそれまでに、その暗殺者を探さがし出せば問題ないんだろ」

　と、これは遊斗。流川は少し訝いぶかった。

「珍めずらしいね。君がやる気になるなんて」

「奴との決着が、ついてないからな」

　両手をポケットに入れ、彼は不敵に笑う。天翔をオリエンテーリングに参加させるためというより、もう一度昨夜の敵と戦いたいだけらしい──それともそう振ふる舞まっているだけか。

「だからさっきも訊きいたけど、見つけられなかった時はどうすんだよ？」

「それはそん時に考えよう。〝落ちる前に痛がるな〟って格言もあるし」

「僕は落ちた時のことも考えて行動したいよ」

　お気楽な二人の魁天使フアースト・ボーンに、流川は疲ひ労ろう感かんを覚えた。

「なんで君らは、そう行き当たりばったりなんだ？」

「おいおい。それじゃまるで、俺が無計画に生きてるみたいじゃねえか」

　心外だと言わんばかりに、遊斗が反論してくる。

「自じ慢まんじゃねえがな、俺は朝メシ食いながら晩メシのことを考えてる男だぞ」

「私なんて月曜日に水曜日のこと考えてるし」

「加奈、シュークリーム食べながら伝説のシュークリームのこと考えてるよ」

　伝説のシュークリームって何だ？

　流川は疑問に思ったが、大して重要でもなさそうだったので無視することにした。

　目の前では遊斗と百合が、懲こりもせずにまた口論を始めている。「お前がそんな遠い未来のことまで考えてるわけねえ」「あんたなんて食い意地張ってるだけじゃない」と罵ののしり合う二人を見ていると、流川は真ま面じ目めに生きている自分が哀れに思えてきた。人が死にたくなるのは人生に絶望した時ではなく、きっとこんな時なんだろうなぁと彼は悟った。

「流川さんも大変ですね」

　と、美雪が優しく声をかけてきた。

　その透すき通った瞳ひとみに見つめられると、荒すさんだ心が癒いやされていく気がした。

「美雪さんからも言ってくださいよ。オリエンテーリングを休むように」

「でも来くる海みさんがついてますし、心配ないと思いますけど」

「そうですよ、美雪さん。僕がついてます」

　百合と言い争っていた遊斗が、素す早ばやく美雪の両手を握りしめる。

「僕が責任を持って、あなたを守りますから」

「天ちゃんを守ってください。私は結構ですから」

　悪意はないのだろうが、美雪は彼の好意を撥はねつける。

「そ、そんな……」

　つれない返事に、遊斗がへなへなと萎しおれていった。そんな彼に「なんであたしは守ってくれないのよ!?」「私を無視すんじゃないわよ！」と、天翔と百合が殴りかかる。

　流川はこの世界が静かで穏おだやかだった時代が、急に懐なつかしく思えてきた。

（誰だれかこいつらを地球から追い出してくれないかな）

　暮れなずむ夕空を見上げ、彼は本気でそう願った。

　事件が起きたのは、その直後である。

「あ、真山くんだよ」

　幼い加奈の声に、全員が一いつ斉せいに振り向いた。

　カップル半額のポスターを掲かかげる《風恋人フレンド》から、真山が出てくるところだった。

　天翔の表情が、ぱっと輝かがやく。彼女は右手を挙あげ、彼に声をかけようとした。

　ところが真山に続いて店から現れた人物に、少女は衝しよう撃げきを受けた。

「あぁん！　待ってください、真山くん！」

　髪かみの長い赤毛の美少女が、馴なれ馴れしく真山の腕うでにしがみつき──

　突然、彼の頬ほおにキスをしたのだ。

「げっ!?」

　天翔の笑顔が、凍こおりついた。遊斗や百合、流川も呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくした。

　誰もが自分の目を疑い、見てはいけないものを見てしまったと思った。

「何すんだよ、急に」

　顔をしかめた真山が、唖あ然ぜんとする六人に気づく。

「あ……やあ」

　少し慌あわてた様子で、彼は挨あい拶さつしてきた──謎なぞの美少女を伴ともなって。

「こ、ここ、こんにちは……」

　軽く右手を挙げ、凄すさまじく引きつった笑顔で、辛かろうじて応こたえる天翔。

　それはひどく残ざん酷こくで、最高に気まずい瞬しゆん間かんだった。

　真山は赤毛の少女と腕を組むと、楽しげに談笑しながら去っていく。

「…………」

　二人の後ろ姿を見送った一同は、恐おそる恐る天翔の方を振り返った。

　軽く右手を挙げ、引きつった笑顔のまま石化した少女は──

「ほげぇ……」

　真後ろにぶっ倒たおれた。




　　　　＊




　深ふか美み市西部の新しん保ぽ町に一いつ軒けん家やを構かまえる織咲家は、現在、高校生になる姉妹が二人で暮らしている。遊斗が聞いた話によると、両親は四年前に不ふ慮りよの事故で他界したらしい。

　ただ近所に住む親類が何かと面めん倒どうを見てくれるので、生活面で大きな不便はないようだ。遺産も十分にあるし、穂ほ乃の香かという年の離はなれた長女が気まぐれ的に仕送りをしてくれるので、経済的な心配も今のところはない。もっともこの長女は五年前に駆かけ落ち同然で結けつ婚こんし、夫の仕事の関係で各地を転々として滅めつ多たに実家へは帰ってこないらしいが。

　そんなわけでかつては五人で暮らしていた邸てい宅たくも今は女子高生が二人で生活するのみとなっており、平へい素そ家の中は閑かん散さんとしていて物もの寂さびしい。これが姉妹の数少ない悩なやみ事だったが、その夜は遊斗、百合、加奈の三人がお邪じや魔ましていたため普ふ段だんよりも賑にぎわっていた。

　二階の西側に面した天翔の部屋──

　ショックのあまりベッドに潜もぐり込んだ部屋の主あるじを、四人は懸けん命めいに慰なぐさめていた。

「元気出しなさいよ。落ち込んでも仕方ないでしょ。ねえ、そのポテト取って」

「布ふ団とんを頭から被かぶっても何も解決しないぞ。あ、このから揚あげバカウマ」

「てんてん、イキロ！　ぬっ、このシュークリームおいしい！」

「ねえ美雪、この黄色い萎しなびた大根、何？」

「たくあんです」

「おいしいわね。私、たくあん大好き。後で買って帰ろ」

「マジ？　こんなクセー食べ物。美雪さん、ご飯お代わり！」

「って、なんでよおおおおおおおおおぉぉぉぉっ!?」

　布団に潜っていた天翔が、がばっと起き上がった。

「みんな、なんで人の部屋でフツーに晩ご飯食べてんの!?」

「あんたを元気づけるために宴えん会かいでもと思って。あと部長の就しゆう任にん祝いも兼かねて」

「その組み合わせは変でしょ!?　そこ、いつまでも食べない！」

「だって美雪さんの料理うめーもん。味み噌そ汁しるお代わり！」

「こら───────っ！」

　すかさず天翔がツッコむ。

「天使って、なんでそんなノーデリカシャーなの!?　こんなんであたしが元気になると思う!?　いやぁ、失しつ恋れんパーティーと部長就任祝いの異色のカップリング、マジ最高。メチャ盛り上がるよ。何なん杯ばいもご飯お代わりするユート見てたら、元気出てきちゃった。百合ちゃんがバリボリたくあん食べてる音聞いてたら、あたしもお腹空すいてきちゃった。おおっ、なんかテンション上がってきたよ！　よーし、明日あしたから新しい恋こい見つけるゾ～！」

　そして窓から夜空に向かって、

「って、なるか─────っ！」

「…………」

　遊斗と百合と美雪は、天翔が壊こわれたと不安に駆られ、加奈だけが「面おも白しろい」と思った。

　今の一人芝しば居いで気力を使い果たしたのか、天翔は空気の抜ぬけた風船のように、ぷしゅうと萎しぼんでいく。真っ白に燃もえ尽きて、「真山くんが、女の子と、キ、キ、キ……」とうわ言を呟つぶやき、「キ──ッ!!」と発はつ狂きようした。これは全員が、素直に「面白い」と思った。

「元気出せよ、天翔」

　さすがにふざけてばかりもいられず、遊斗は優しく声をかけた。

「男は真山だけじゃねえんだ。あいつのことはもう忘れろ」

「そんな……無理だよ。ホントに好きなんだもん」

「去った男の背中をいつまでも見てっと、目の前にいるいい男を逃にがしちまうぜ」

「…………」

　天翔が僅わずかに、顎あごを持ち上げる。

「目の前のどこにいい男がいるの？」

　遊斗は笑顔で「ここ、ここ」と自分を指差した。

　少女はガッカリした様子で目を逸そらした。

　遊斗はちょっと傷ついた。

「あーっ、もう！　イライラするわね！」

　こういう湿しめっぽい雰ふん囲い気きが大だい嫌きらいな百合が、グガーッと咆ほえる。

「いつまでもいじけてないで、シャキッとしなさいよ！　シャキッと！」

「美人でフラれたこともない百合ちゃんに、あたしの気持ちなんて分かんないよ」

　ベッドの上で膝ひざを抱かかえた天翔が、拗すねたように言った。

　途と端たん。

「あうっ……！」

　小さな喘あえぎ声を漏もらし、百合は背はい後ごの壁かべにもたれかかった。

　どんよりと暗いオーラを放つ彼女の隣となりで、遊斗は非常に気まずい思いをした。

　だが必殺の一ひと太た刀ちを浴びせたことに気づかない天翔は、

「どうしたの、百合ちゃん？」

「た、確かに分かんないわね。わた……私、超ちよう美人だし……フ、フラれたことないし」

　精神的に血まみれになりつつも、百合はホホホと高たか飛び車しやに笑う。

　声はかなり震ふるえていたが。

（早く家に帰りてー）

　遊斗はこの場から逃げ出したくなった。

「でも真山くんがあの女の子と付き合ってると、まだ決まったわけじゃないですよね」

　唐とう突とつに、美雪がすっとぼけたことを口にした。

　三角座ずわりをしていた天翔が、きょとんとする。

「……え？」

「だから、一いつ緒しよに喫きつ茶さ店てんから出てきたからって、付き合ってるとは限らないでしょ。だって私もこの前、来海さんと二人で《風恋人フレンド》に行ったよ。暇ひま潰つぶしで」

　げふうっ！

　暇潰しという刃やいばが、今度は遊斗を血まみれにした。

　だが二人の天使を手て討うちにしたことに気づかず、織咲姉妹は話を続ける。

「ででで、でも、キ、キ、キスを……」

「あれは女の子の方から一方的だったし、真山くん嫌いやがってた感じだったよ」

　そりゃ普ふ通つうの男子高校生なら、あんな人前でいきなりキスをされたら、たとえ嬉うれしくても嫌がる素そ振ぶりをするものだ。真山のような純じゆん朴ぼくなタイプなら、特に。

　この少女の恋れん愛あいオンチは果てしないな、と遊斗は改めて度ど肝ぎもを抜かれた。

　だが姉の励はげましに一いち縷るの希望を見み出いだしたのか、天翔の表情に輝きが戻もどる。

「え？　そうかな？」

「そうだよ」

「そうだよね！　あたし達の早はや合が点てんかもしれないよね！」

　彼女が力を込めて叫んだ時、加奈がポケットから一枚のチラシを取り出した──『風恋人』開店十周年記念。カップルでご来店のお客様は、五〇％割引……

「はぐわっ！」

　立ち直りかけた天翔の顔面に、ざっくりと亀き裂れつが走った。

「腕組んで歩いてたし、思いっきりラブラブだったわよ」

　先程の仕返しとばかりに、百合がばっさり斬きり捨すてる。

「あれは完全に付き合ってるね」

　何となくその場のノリで、遊斗は止とどめを刺さした。

「…………」

　すっと立ち上がった天翔が、窓から身を乗り出した。

　これには一同、マジでビビった。

「おおおおお落ち着け、天翔！　冗じよう談だんに決まってるだろ！」

「そそそうよ！　早まっちゃダメ！　まだ希望はあるわ！」

「てんてん、このシュークリームあげる！　はい！」

「後で天ちゃんの大好きなハンバーグ作ってあげるから！」

　にゅおおおおっと奇き声せいを上げる少女を羽は交がい絞じめにしていると──

「何やってんだ、君ら？」

　開かれた窓から、黒い仔こ猫ねこがひょいっと入り込んできた。




　ともかくいったん落ち着こうということになり、みんなで食事を平らげることになった。

　ただ天翔だけは夕食の団らんに加わる気力も尽きたのか、ベッドの上で三角座りを続けている。もはや彼女の生命力は風ふう前ぜんの灯ともしびで、心なしか半はん透とう明めいにさえなっていた。

　そんな奴やつが傍そばにいて食事が盛り上がるはずもなく、みんな重苦しい空気の中で箸はしを動かし続けた。食事の最中、天翔はプルックを胸に抱だいて陰いん気きに『ドナドナ』をエンドレスで歌い続けていたが、もう誰だれもツッコもうとしなかった。いま彼女に関わると何となく面倒なことになりそうだったので、みんな暗あん黙もくのうちに聞き流すことにしたのである。

「それで流川くん、どうだったの？」

　あらかた食事が片付いた時、ようやく百合が声を発した。

「例の娘このこと、調べてたんでしょ」

「ああ。一通りの経歴は手に入れたよ」

　既すでに五人で部屋は飽ほう和わ状態なので、流川は黒くろ猫ねこアザゼルのままである。

「名前は月つき島しま郁いく美み。一年Ｂ組所属。本ほん籍せきは東京都で、都内の第三中学出身。現在は袴はかま田だ町のマンションで一人暮らし──ウチの学校の地方出身者が利用する一いつ般ぱん的なマンションだね。二ふた親おやは健在。父親はＩＴ関連企き業ぎように勤つとめ、母親は専業主婦。比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな家庭で育ったみたいだ。クラスメートの評判は上々で、友人も多く、教師の受けもいい。先月の実力テストは、学年二十六位。成績優ゆう秀しゆう、体力測定の結果も悪くない。それと真山憲治との接点だが……同じ軽音楽部所属だったよ。既に入部届けも提出済ずみだ」

「やっぱ部活だよぉ」

　およよと嘆なげいた天翔が、プルックを抱いた腕うでに力を込める。

　首を絞しめられた毛玉生物は窒ちつ息そくするが、少女は気づかない。

「実はあたしも考えてたんだよ。『真山くんと同じクラブに入ってラブラブになろうよ計画プロジエクト』。なんで実行しなかったんだろ。青春の代名詞、恋のロマンティック・ステージ」

　などと、意味不明なことを呟く。もう完全に心が折れてしまったらしい。

　そろそろ鬱うつ陶とうしくなってきた遊斗だが、無視して流川に訊きいてみた。

「なんでそんな女のこと調べる必要があるんだ？」

「もしかしたら《セフィロット》の妨ぼう害がい工作じゃないかと思ってね」

《日記帳》を読む加奈の頭の上で、アザゼルはお座りをする。

「《愛の真理》を封ふう滅めつする手段は、二つある。一つは解答者の抹まつ殺さつ。もう一つは解答こたえ探さがしの妨害。織咲さんが好意を抱いだく真山憲治の存在は、連中にとっては無視できない不確定要素だ。彼が解答こたえの断片ピースを握にぎっている可能性を考え、探さぐりを入れてくる可能性があるだろ」

「そんな回りくどいことするぐらいなら、手っ取り早く殺すんじゃねえの？」

「君が連中の立場なら、現状でその手段は取れるかい？」

　問われて、遊斗は肩かたをすくめた。

「主義主張は違ちがえど、僕らも彼らも天使だ。曖あい昧まいな理由で人は殺せない」

「道徳的なのかどうか、よく分からん思想だな」

　明確な理由があれば、人殺しもするというわけだ。つまり真山が《愛の真理》の断片を握っている確かな証しよう拠こがあれば、即そく座ざに彼を抹殺するということか。もっとも、どんな真理も目に見えるものではない。真山が断片を握っていることを証明するのは事実上不可能なので、原理主義者が彼を傷つける可能性はないというのがアザゼルの見解だった。

　別のプルックを膝の上に載のせて、百合が訊く。

「でも結局、その娘はシロだったんでしょ？」

「まだそうと決まったわけじゃない。情報の裏づけは取ってないからね」

「何か怪あやしい点でも？」

「いや。でも偽ぎ装そうされた経歴なら、調べれば必ず見破れるよ」

　自信たっぷりに、アザゼルは言う。

「僕は君らみたいに人間界で新しく生活する天使のために、偽にせの経歴をたくさん作ってきたからね。実在しない〝人間〟の過去を作成し、そこに一個の人格を立ち上げるってのは容よう易いなことじゃないんだ。特に地球人類の情報文明は、この五十年で極度に発達したからね。政財界にいる浸しん透とう要員に手を回し、複雑な手続きを経へなきゃいけない。情報操作ってのは、結構難むずかしいんだ。操作しすぎると怪しまれ、操作が足りないと真実が露ろ呈ていする。言うなれば、これは一つの芸術なんだよ。そして芸術に完かん璧ぺきなものなど存在しない」

「ふうん……」

　特に感かん銘めいを受けた様子もなく、百合はこちらを見た。

「彼、いつもこんな理り屈くつっぽいの？」

「ああ。話を聞いてると、胃が痛くなるだろ」

　片かた膝ひざを立てて座っていた遊斗は、肩をすぼめた。

　黒猫が物言いたげに、ジト目を投げつけてくる。

　美雪が、口を挟はさんできた。

「あの、それでどうするんですか？」

「月島郁美の正体が分からない以上、僕らには打つ手がない」

　重い口調で、アザゼル。

「いや、彼女が原理主義派の天使でも僕らは手出しできない」

「どうしてですか？」

「ここにいるユトエルとカナエルの使命は《愛の真理》の解答こたえを手に入れることと、そのために解答者たる織咲さんを守護することなんだ。そしてガブリエルはその目付け役。基本的にはそれ以外のことはしちゃいけないことになってるんだ。仮に原理主義派が真山に接せつ触しよくしても、織咲さんを傷つけようとしない限り僕らは何もできないんだよ」

「例の〝協定〟というやつですか？」

「うん。天使の力は強大だからね。こういう他種族が暮らす世界では、彼らの生活環かん境きように大きな影えい響きようを与あたえないよう様々なルールが設もうけられてるんだ。まあこれは天使が共通して持ってる倫りん理り観かんでもあるんだけどね。郷ごうに入っては郷に従えっていうのかな。僕ら天使は基本的に他種族の権利を尊そん重ちようしてるから……逆に言えば《セフィロット》の連中も、織咲さんを抹殺するためにこの街ごと破は壊かいするなんて乱暴な手段は取らないってわけさ」

「昔は違ったんだけどな。ソドムやゴモラを一晩で滅ほろぼした奴もいたし」

「あんただって人のこと言えないじゃない」

「君らみたいなやりたい放題の天使がいるから、規則が作られたんだよ」

　アザゼルが半眼で指し摘てきした。美雪が口を開く。

「つまり原理主義派の天使達は、天ちゃん以外の人を傷つけようとはしないし、来海さん達も、月島って人の正体が天使であろうと人間であろうと、天ちゃんを傷つけようとしない限りは、やっつけたり真山くんから強ごう引いんに引き離はなしたりはできないわけですか」

「天界原理主義思想それ自体は悪じゃないし、それだけでは排はい除じよ対象にならないからね」

「強引に排除しなくても、自発的に真山から離れるよう仕向けるのはいいんだろ」

　膝ひざを抱かかえて沈しずむ天翔を一いち瞥べつして、遊斗は言った。

「だったら、名案があるぜ」

「また変なこと考えてるんじゃないだろうな」

「なぁに、もっとクールでスマートなアイデアさ」

　彼はにやりとして、告げた。

「その娘こを落とせばいいんだ」

「…………」

「いや、だから、つまりこういうことだ」

　みんなのリアクションがえらく寒かったので、遊斗は作戦を説明してやった。

「月島郁美を誘ゆう惑わくして、俺の魅み力りよくで惚ほれさせる。彼女が原理主義の天使なら仲間に引き込んで《セフィロット》の情報を入手できるし、ただの人間でも最低、月島は真山から自発的に離れることになる。天翔はハッピーだし、俺もラブラブ・オリエンテーリングの女の子をゲットできるって寸すん法ぽうだ。これぞまさに一石二鳥！　な、名案だろ？」

　目的はナンパか!!

　一同は完全に白しらけ切っていたが、遊斗は気にしなかった。

　俺って天才。彼は自分の冷れい徹てつすぎる頭脳に惚れ惚れした。




　　　　＊




　翌日、昼休みを待って遊斗は行動を開始した。

　まずは男子トイレに入り、鏡の前で身だしなみを整える。普ふ段だんはだらしなく垂らしたネクタイをきゅっと締しめ直し、くるっと無意味に一回転してからブレザーの着こなしをチェックする。完璧パーフエクト。そして胸ポケットから取り出した折おり畳たたみブラシを優ゆう雅がに一ひと振ふりして開くと、手早く髪かみを掻かき上げてセット完かん了りよう。さらに香こう水すいをぱっと一噴ふき。一いち分ぶの隙すきもない貴き公こう子しの風格を演出すると、彼は白い歯を照明に反射させてキランと輝かがやかせた。

　ヒュ～、クールだぜ。一体どこの王子かと思えるほどの爽さわやかさだ。

　鏡に映うつる自分の姿に、遊斗は満足した。

　だが彼の魅力は、そんな一面的なものではない。

　鏡の前でいろいろポーズを取ってみる。

　涼すずしげな流し目を作り、危険な男の匂においを醸かもし出してみる。これは渋しぶい。にこっと人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべてみる。これは可愛い。眼鏡めがねをかけ、《日記帳》を小こ脇わきに抱えて真ま面じ目めさを出してみるか、それともブレザーを着き崩くずしてワイルドさを押してみるか。クールに攻せめるもよし、情熱的に攻めるもよし、硬こう派はにいくのも軟なん派ぱにいくのも悪くない。

　こうして三十分間ポーズを取り続けた遊斗は、

「いつまでやってんだよ俺っ!?」

　鏡の中の自分にツッコんだ。

　腕時計を見ると、昼休みはあと十分しかない。なんてこった。ついつい本気を出した自分の悩のう殺さつ力に魅み了りようされてしまい、時間を忘れてしまったようだ。なんて罪つみな俺。女の子が俺に惚れるのも無理はない。人間の姿をしていても隠かくし切れない男の魅力……

　と自うぬ惚ぼれている間に、さらに五分が経過した。

「おっと」

　しかし彼は慌あわてなかった。女の子を落とすのに、五分もあれば十分だ。五分だけど十分だ。なんちゃって。うまい。座ざ布ぶ団とん三億枚！　いや、今のは二億八千枚ぐらいかな？

　まあ実際問題、五分もあれば女の子をベッドに連れ込む自信だってあった。なにせ自分は〝天地無む双そうの女殺し〟色しき欲よくの堕天使アスモデウス・ユトエルだ。かつてあのお堅かたいマリエッタちゃんを眼光の一いち瞥べつだけでメロメロにさせ、高こう潔けつで名高いマダム・リリアンを三キロメートル先から一ひと目め惚ぼれさせた男である。そうかと思えばエミル伯はく爵しやく夫人などは……

　と昔の思い出に浸ひたっていると。

　チャイムが鳴った。

「あ……」

　昼休み終しゆう了りよう。




「バッカじゃないの？」

　すごすごと教室に帰ると、百合が銀河史上最強の間ま抜ぬけでも見るような目つきをした。

「あんな女、秒殺だの瞬しゆん殺さつだの一いち撃げきで落としてくるだのと偉えらそうなこと言ってた割に、昼休みの間トイレで延々と一人コントをしてたわけ？　何なの？　アホなの？　死ぬの？　ホントはビビって声かけられなかっただけなんじゃないの？　引っ叩ぱたかれて泣きながら帰ってくるぐらいのオチを期待してたのに。あんたにはガッカリだわ！」

　よくもまあそれだけぺらぺらと他人を罵ば倒とうできるもんだと逆に感心するほどの早口で一方的にまくし立てられたが、このまま黙だまって引き下がっては色欲の堕天使の名が廃すたる。

　というわけで仕切り直し、放課後に声をかけることになった。

　もう一度トイレで身だしなみを整え、〝戦せん闘とう〟モードに入る。

　今度はポーズもなし、自惚れもなし、思い出話もなしである。

「よーし、おにゃのこをゲットするぞー！」

　えいえいおー！　と気合を入れてから、遊斗はトイレを出た。

　廊ろう下かは授業を終えた生徒が往来し、かなり混雑している。だが間もなく彼の〝美少女レーダー〟が、人ひと混ごみの向こうから近づいてくる標的を逃のがさず捕ほ捉そくした。

　まず目を惹ひいたのが、すらりとしたボディーライン。女子にしては長身な方だろう。モデルさながらの華きや奢しやな身体からだつきをしているが、野生動物のしなやかさを秘めている。そして切れ長の瞳ひとみに、勝ち気そうに吊つり上がった眉まゆ、細い顎あご──目鼻立ちがはっきりしているせいか、すれ違う人を振ふり向かせる吸引力がある。実際、かなりの美少女だった。

　エレガントな気品を纏まとい、腰こしまで届くほどの長いストレートの赤毛を揺ゆらし、少女は歩いてくる。頭のてっぺんで、髪が一ひと房ふさぴこぴこと揺れていた。

　間ま違ちがいない。月島郁美──昨日、真山と一いつ緒しよにいた少女である。

　あの時は妙みようにデレデレしていたが、今はつんとした澄すまし顔。

　遊斗は廊下の端はしで彼女を待ち受けると、にこやかに話しかけた。

「ねえ、よかったら俺と一緒に昼メシどう？」

「もう食べましたわよ」

　冷たく応こたえ、月島は通り過ぎていく。

「…………」

　遊斗は声をかけた体勢のまま、凍こおりついた。しまった。事前に用意していた誘さそい文句は、昼休みにナンパすることを想定したものだったのだ。今は放課後である。

　あたふたと少女の後を追うと、彼は気を取り直して再度声をかけた。

「あ、いや、近くの喫きつ茶さ店てんでお茶でもいかが？」

　無視。

「ねえ、一いつ杯ぱいだけ」

　無視。

「じゃあ、二杯はい」

　無視。

「三杯ばいでどうだ！」

「なんで増えてますの!?」

「ケーキセットもつけちゃうよ」

「迷めい惑わくですっ！」

　本当に迷惑そうに、月島は顔をしかめる。

「あなた、何ですの？」

「Ｃ組の来海遊斗。知らない？」

「何の用か訊きいてるんです」

「実は前から君のことが気になってたんだ。好きだ。俺と付き合ってくれ」

　華か麗れいなポーズで殺し文句を投げつけ、遊斗は自分に酔よいしれた。

　フッ……決まった。これは久々にヒットの予感。

　だが我われに返るとそこに月島はおらず、なぜか矢や崎ざきが顔を赤らめていた。

「え？　来海くん……そんな禁断の恋こい」

「黙れ、小こ僧ぞう！」

　遊斗は強きよう烈れつなアッパーをくれてやると、慌てて月島を追いかけた。

「ねえ、聞いてる？」

「わたくし、あなたみたいなナンパ男って嫌きらいなんです」

「で、真山みたいな男が好きなのか？」

「…………」

　彼女の目に不ふ審しんの色が浮かんだ。

「なぜあなたが真山くんを？」

「同じクラスだから」

「Ｃ組でしたわね」

「奴やつと付き合ってんのか？」

「あなたには関係ないでしょ」

「ホントにそうか？」

　おふざけをやめ、遊斗は瞳に力を込めた。

「お前の目的は何だ？」

「意味が分かりませんわ」

「真山に近づいて、何を企たくらんでる？」

　途と端たん──

　月島の身体が鋭するどく回転し、学生鞄かばんが弧こを描えがいて飛ひ来らいした。狙ねらいは、側頭部。お愛想で殴なぐられてあげてもよかったが、遊斗は身を引いてかわした。

「余計な詮せん索さくをすると、怪け我がしますわよ」

「危険な女は、嫌いじゃないさ」

　表情を鋭くし、遊斗は口元に薄うすい笑みを湛たたえた。

　この女は人間じゃない──研とぎ澄まされた嗅きゆう覚かくが、そう告げてくる。天使か、別の種族か、一昨日おとといの襲しゆう撃げきに関係しているかは不明だが、普ふ通つうの人間でないことは確かだった。

　そして月島も、何かを感じたらしい。急激に警けい戒かい感かんが増す。

「腹の探り合いはやめにして、本ほん音ねで語り合おうぜ」

「望むところですわ！」

　月島が鞄を振り回し、殴りかかってきた。遊斗は柔やわらかくステップを踏ふみ、足でリズムを取りながら後退した。少女は鞄を旋せん回かいさせ、さらに突つっ込こんでくる。見かけによらず血の気けが多いらしい。それが彼女の個人的な性格なのか、種族的な特性なのかは不明だが。

　月島は遠心力を巧たくみに制せい御ぎよし、波状的に鞄で攻こう撃げきを繰くり出してくる。

（これを横に捌さばき──）

　相手の動きを的確に見み極きわめながら、

（起点を潰つぶす！）

　遊斗は少女の手首をひねり上げると、素す早ばやく鞄をもぎ取った。

　ところが月島は、空になった手を握にぎりしめ拳けん打だを放ってくる。

「──っ！」

　遊斗は後方に跳とぶと、空中で一回転してから着地した。しかし月島は一気に間合いを詰つめると、手しゆ刀とうを、さらに回し蹴げり、旋せん風ぷう脚きやくと連続的に技わざを繰り出してくる。

　二人の驚きよう異い的な格かく闘とうに、廊下にいた学生から喚かん声せいが起こった。

「この学校に格かく闘とう技ぎの授業があるなんて知らなかったぜ」

　遊斗は精密機械にも似た彼女の身のこなしに、既き視し感かんを覚えていた。

　複雑なフェイントをかけ、踊おどるように身体を捌きながら、

「ただの女子高生にしちゃ、ちょっと強すぎやしねえか？」

「あなたも、ただの高校生には見ませんわよ！」

　月島は廊下で掃そう除じをしていた生徒から箒ほうきを奪うばうと、今度はそれで攻撃してくる。

　遊斗は鞄で的確に受け止めながら、にやりと笑った。

「剣けん道どう部にも所属してんのか？」

　月島は箒を棍こんのように扱あつかうと、振り、回し、突いてくる。遊斗は紙かみ一ひと重えでかわし、かわし切れないものは鞄で防いでいった。

　二人の立ち回りは事前に打ち合わせをした演えん舞ぶのようでもあり、肉体を使った対話のようでもあった。現に遊斗は、ほんの数分前に出会ったこの少女の本質を見み抜ぬいていた。彼女の正体は不明だが、心に濁にごったものは感じられない。邪よこしまな理由で真山に近づいたわけではなさそうだった。彼女は純じゆん粋すいに真山が好きなのだ。多分、天翔と同じくらいに。

　立ち回りの中でそれを感じた時、遊斗はこの少女に好感を抱いだいた。

　一つだけ引ひっ掛かかることがあるものの、今はあえて詮索する必要もないだろう。

　遊斗は鞄を月島に投げ返すと、怪訝そうにする彼女に向かって両手を挙あげた。

「変に絡からんで悪かったな。どうも俺の勘かん違ちがいだったらしい」

「……どういうこと？」

「君を誤解してたってことさ」

「誤解？　たったこれだけのことで、わたくしの何が分かりますの？」

「分かるんだよ、俺には」

　優しく、微笑ほほえむ。

　月島の表情から敵意が消えるのを見て、彼は真ま顔がおで告げた。

「例たとえば、今日の君の下着は水玉模様」

　鉄てつ拳けんが飛来し、遊斗は派手にひっくり返った。

「ホント、最っ低の男ですわ！」

　悪態をつき、少女は去っていく。

　痛がるフリをしながら、遊斗は涼すずしげな瞳で月島を見送った。このまま見み逃のがせばまた流川から小言を言われるかもしれないが、無理に引き止める気にはなれなかった。真山に恋するだけの少女なら、余計なちょっかいを出すべきではない。それが彼のルールだった。

「いつまで道どう化け役を演じるつもり？」

　廊下に倒たおれていると、百合が近づいてきた。

「いいの？　あのまま行かせちゃって」

「ああ」

「彼女、ちょっと普通じゃないと思ったんだけど」

「普通の女の子だよ」

「ホントかしら？」

「ああ。彼女はシロさ。今日のお前と同じ」

「は？」

　百合は不思議そうな顔をする。

　だがすぐに赤面し、彼女はスカートを押さえた。

「ホント、最っ低の男だわ！」

　思い切り顔面を踏みつけ、去っていく。

「……なぜか、みんなそう言うんだよな」

　顔の真ん中に靴くつ型がたを張りつかせ、遊斗はぷすぷすと廊下に沈しずんだ。

　道化役も楽じゃないぜ、と彼は呟つぶやいた。
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　遊ゆう斗とを蹴けり飛ばして百ゆ合りが教室に戻もどってくると、クラスメートは既すでに帰宅したか部活に行ったかで室内はがらんとしていた。天てん翔かと加か奈なだけが、所在なさげに席で佇たたずんでいる。

　天翔は相変わらず仮か死し状態で、今もほけーっと窓から外を眺ながめていた。

　今日一日、彼女はずっとこんな感じで、かなり奇き妙みような言動を取っていた。まあいつも奇妙な言動を取っているが、いつも取っている奇妙な言動とは違ちがう種類の奇妙な言動を取っていた。例たとえば英語の授業では完かん璧ぺきな発音で長文を朗読し、古文では動詞の変格活用を全て暗あん誦しようし、数学の小テストでは百点を叩たたき出すという快挙を成し遂とげたのである。

　これにはクラスメート全員が、衝しよう撃げきを受けた。

「何だ？　どうなってる？」

「天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれか？」

「関東大だい震しん災さい」

「日本沈ちん没ぼつ」

　舞まいに至っては「お前は世界を滅ほろぼす気か」と天翔を激しく責せめ立て、遊斗は来たるべき審しん判ぱんの日に備えてプルック達に箱はこ舟ぶねの建造を命じるほどだった。

　劣れつ等とう生せいの織おり咲さき天翔が一夜のうちに優等生に変へん貌ぼうしたのだから、クラスメートがパニックに陥おちいるのも無理はない。教師陣じんは感激していたが、こんなのは本当の天翔ではなかった。

　百合は彼女を元に戻す方法を探さがすべく、《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》を開いた。

　すると〝恋こいの病やまい〟という見出しに目が留とまった。




　恋の病は、洞どう窟くつ生活から脱だつ却きやくした先進種族の間で発はつ症しようしやすい一種の精神錯さく乱らんである。

　この病は身近な異性から感染することが一いつ般ぱん的だが、同性が発症の原因になるケースもあり、時として患かん者じやを死に至らしめる危険な病として受け止められている。

　恋の病を発症した際には親しい友人に感染源に関する情報を打ち明けることで精神的な苦痛を緩かん和わさせることが可能だが、アニメの美少年・美少女キャラに対して恋の病を発症した場合は「キモイ」「ロリ」「アニヲタ乙おつ」と二次元の魅み力りよくを解さない愚ぐ民みんからかなり引かれる危険があるので、内ない緒しよにしておく方が無ぶ難なんであろう。また親おや御ごさんは絶対理解してくれないし、ひどく心配される可能性もあるので病気のことは伏ふせておくべきである。

　恋の病の基本的な治ち療りよう方法は、患者を感染源と結けつ婚こんさせるか、患者を感染源から遠く引き離はなす処置が望ましい。また近年、この病気が幅はばを利きかせるのは都市を築いた文明世界のみで、狩しゆ猟りよう生活を送る原始世界では発症しないことが確認されたため、美しい自然環かん境きようが療りよう養ように適しているとの報告がとある医学会で発表された。これを受けてウェルテル恋れん愛あい死し防止協会は〝野生に帰れキャンペーン〟を実じつ施しし、恋に悩なやむ老ろう若にやく男なん女によに洞窟で居住しながらの楽しくも過か酷こくな狩猟生活を提案している。同協会の連れん絡らく先さきは──




「…………」

《日記帳》を閉じた百合は、天翔の肩かたに手を置いた。

「野生に帰りましょ」

「お前もたまに妙みようなこと言うよな、春日かすが」

「きゃっ!?」

　いきなり背はい後ごで声がして、彼女は飛び跳はねた。

　振ふり返ると、舞が胡う乱ろんな顔つきで立っていた。

「あんた、いつの間に？」

　慌あわてて《日記帳》を隠かくす。

「部活に行ったんじゃなかったの？」

「カメラを忘れたんで、取りに来たんだよ」

　言いながら舞は、机の中からカメラを取り出す。

　百合はその場を誤ご魔ま化かすために、話題を振った。

「もう報道部に入るって決めたの？」

「ああ。まだ入部届けは出してないけど、割と面おも白しろそうだし」

　大事そうにカメラを撫なでつつ、彼女は眉まゆ根ねを寄せる。

「ところで何だよ、さっきの野生に帰るって？」

「え？　あ～、ほら、大自然の中だと天翔も気分転てん換かんになるかなぁと」

「失しつ恋れん旅行ってやつか。お前はホント金持ちのお嬢じよう様さまだな」

「でも、このままほっとけないでしょ」

「確かに今日の織咲は、いつも以上に変だったが……」

　瀕ひん死しの天翔を一いち瞥べつし、舞は明るく言った。

「ま、気分転換だったら、明日あしたオリエンテーリングがあるじゃん」

「それは滅ほろびの言葉よ」

「おっと」

　失言に気づいて、彼女はぺろりと舌を出した。

　天翔が真山と同じ班だったことを忘れていたらしい。

　彼女は机に腰こし掛かけ、困ったように腕うでを組んだ。

「しっかし真山にカノジョがいたとはね。こいつはスクープだな」

「スプーク？」

　舞に寄より添そった加奈が、ぱちぱちと瞬まばたきした。

「スプークじゃねえよ、スクープだ」

「スクール」

「スクープ」

「スプーン」

「スクープ」

「スプリュヒナーリポリネポヒピョリン」

「長っ！　ていうか何それ!?」

　意味不明なことを口走る加奈に、舞が面食らう。

　だがそれを無視し、ツインテールの少女は興味深そうにカメラを観察した。

「加奈、これ知ってるよ。これで撮とると、動かないちっこい加奈が生まれるんでしょ？」

「なんか違うけど、まあそんな感じかな。一枚撮ってやろうか？」

「うん！　ちっこい加奈作って！」

「こら、近すぎだ！　そんなレンズに顔くっつけちゃ撮れねえだろ！」

「ぬ？　ここ？」

「今度は遠すぎ！　帰ってこい、愛あい里ざと！」

　走って廊ろう下かに出て行った加奈を、舞が呼び返す。

（仲いいわね）

　じゃれ合う二人を見ていて、百合はちょっと微笑ほほえましくなった。

　なぜ加奈がこれほど舞に懐なついているのかは知らないが、きっと精神的な波長が合うのだろう。人間と天使の間には、そういう共感性がある。天使が人間を気に入り、その人の守護天使になるというケースは決して珍めずらしくないのだ。逆に言えば天使が人間の守護者となるには、精神的に引き合う相あい性しようが重要になる。聞くところによると、天翔と遊斗の相性も実は抜ばつ群ぐんにいいらしい。だからこそ、百合は二人の監かん視しも密ひそかに命じられていた。天翔と遊斗が精神的に引き合い過ぎて困った関係になりそうになった時、遊斗の手た綱づなを引けるのは天使の中でも彼女だけだった。遊斗の心を誰だれよりも知る、彼女だけ……

「どうした、春日？」

　ぼんやりしていたところを盗ぬすみ撮りされ、百合は顔を上げた。

「ちょっと。勝手に撮らないでよ」

「お前の写真、男子に高値で売れるんだよな」

「……え？」

「気にすんな。こっちの話だ」

　カメラを手に、ワハハと舞が快活に笑う。

　聞き捨ずてならないことを聞いた気もしたが、百合は追つい及きゆうしないでおいた。

　ファインダー越ごしにこちらを覗のぞく少女を見返し、

「それ、随ずい分ぶん高そうなカメラだけど、幾いくらしたの？」

「タダだよ。親父おやじの部屋からパクってきたやつだから」

「あんたのお父さんって、確か新聞記者だったわよね」

「ああ。それがどうした？」

「報道部を選んだのって、やっぱお父さんの影えい響きよう？」

「はあっ!?　なに言い出すんだよ、いきなり」

「違うの？」

「あったりまえだろ。あんなクソ親父。いつもケンカしてんだぜ、わたしら」

「ケンカしてるから仲が悪いってことにはならないでしょ」

「ゆりりんとくるみんも、いつもケンカしてるよ」

「おおっ。そういやお前ら、付き合ってるらしいな」

「付き合ってないわよ！」

　百合は真っ赤になって否定した。

「あれは天翔の誤解で！」

「誤解から始まる恋もあるって。こいつはスクープだな」

「ラブラブ・スクープ！」

「ちょっと加奈、あんたまでなに言って──」

「認めちゃいなよ、春日さん。付き合ってんだろ？」

「だから付き合ってないって！」

「絶対付き合ってるよぉ……」

　という陰いん気きな声が、賑にぎやかな会話に終しゆう止し符ふを打った。

　恋のダークサイドに転落した天翔が、えぐえぐと嘆なげき始める。

　教室に気まずい沈ちん黙もくが流れ、舞が大きく息を吐はいた。

「元気出せよ、織咲。お前に辛しん気き臭くさい面つらなんて似合わねえぞ」

「ファースト・ラブに破れても……♪　今日もあたしは元気だお……♪」

「メチャメチャ死にそうじゃねえか」

　何だよその歌、と舞がぼやく。

「けどさあ、ホントに真山はその女と付き合ってんのか？」

「見ちゃったんだよぉ。あたかも家政婦のように」

「いや、だからさ、真山がホントにその女と付き合ってるかどうかなんて、本人に直接訊きくか、ラブラブな場面を目もく撃げきするかしないと分かんないだろ。女から一方的にほっぺにチューだけじゃ、決定的な証しよう拠ことは言えねえぞ。ほら、最近の女子高生は開放的だしさ」

　最近の女子高生の一人が、そんな見識を披ひ瀝れきする。

（へえ。舞って開放的なんだ）

　百合は意外に思って、天翔と一いつ緒しよに彼女を見つめた。

　その視線に感じるものがあったのか──舞が赤くなる。

「わたしゃ男のほっぺにチューなんてしないからな！」

「自分だけは例外だなんて言わないでよ」

　やらしー、と百合が先程の仕返しを込めて冷やかすと、舞は「うるせー」と耳たぶまで赤くして掴つかみかかってきた。彼女が男に甘えている姿など想像できないが、案外こういう少女に限って好きな男の前では仔こ猫ねこちゃんになったりするものである。だがそれに関しては百合自身も例外ではないと感じたので、これ以上からかうのはやめておいた。

「ごめん、ごめん！　冗じよう談だんだってば！」

　金きん髪ぱつをぐしゃぐしゃに掻かき回され、彼女は笑いながら悲鳴を上げた。

　まったく──と、舞は仏ぶつ頂ちよう面づらで腕を組む。

「言っとくけど、わたしはこれでも奥ゆかしいんだからな」

　どこが？　と百合は胸きよう中ちゆうで独語した。

　天翔があどけない顔を持ち上げて、

「舞ちゃん、今の話ホント？」

「ああ。わたしはほっぺにチューなんて、そんなはしたないことしないぞ」

「じゃなくて、その前のやつ」

「え？　ああ、よくあるだろ。それっぽい状じよう況きようを目撃したけど実は誤解でしたって展開」

「……よくある、かなぁ？」

「ラブコメ漫まん画がの王道じゃん」

「…………」

　またもや意外に思って、百合は天翔と一緒に彼女を見つめた。

「舞、あんたラブコメ漫画なんて読むんだ」

「結構乙女おとめチックなんだね、舞ちゃん」

「だーっ！　わたしのこたどうでもいいの！」

　舞が頬ほおを紅こう潮ちようさせる。

「とにかく、真山がその女と付き合ってるとまだ決まったわけじゃないんだから、落ち込んでる場合じゃないぞ。元気出せよ。まだ好きなんだろ？　だったら諦あきらめるな」

「舞ちゃん……」

　力のこもった励はげましに、

「うん、分かった！」

　天翔が元気よく頷うなずいた。

「ありがとう、舞ちゃん！」

（単純ね……）

　と百合は思ったが、そこが天翔の可愛いところでもある。

　軽く嘆たん息そくして、彼女は机に頬ほお杖づえをついた。

「で、これからどうすればいいわけ？」

「そうだな。真山に直接訊いて真相を確かめるのが一番なんだが」

　舞は顎あごに手を添そえて、思案する。

「あいつがホントのことを白状するとは限らないし……となると、ここは報道部の調査能力を活いかし、真山がその女とどの程度ディープな関係なのか確かめてみるしかないか」

　特ダネを掘ほり当てた雑誌記者のように、にやにやしながら言った時だった。

「ねえ、マイマイ」

　加奈が彼女の肩かたをつんつんと突つき、グラウンドを指差した。

　窓から見下ろしてみると──なんという神の悪戯いたずらか──月つき島しま郁いく美みと腕を組んで歩く真山の姿があった。衆人の目があるからだろう、真山が少し嫌いやがっているように見えなくもなかったが──二人で身体からだを寄せ合って、話をしながら部室棟とうの中に消えていく。

「…………」

　教室に、重い沈黙が垂れ込めた。

　居い心地ごこちの悪さを覚えつつ、百合は口を開いた。

「かなりディープな関係なんじゃない？」

「……ああ。こいつはスクープだな」

　気まずそうな表情で、舞は頬を掻く。

　すっと天翔が立ち上がり、二人はギクッとした。

「どこ行くの、天翔？」

「……おトイレ」

「大だい丈じよう夫ぶか、織咲？」

「ほえ？」

　振ふり返ってきた天翔の顔には、何の感情も浮うかんでいなかった。

　だが一息置いて、彼女はガッツポーズを取る。

「おー、メチャ元気だよ！　ほら、ヒップホップも踊おどっちゃう！」

　いきなり激しいダンスを踊り始めた。

　やばい。完全に壊こわれた。

　百合と舞は、もう声をかけることもできなかった。

　天翔は破は滅めつ的な笑顔で、狂くるったように手足をメチャクチャに振り回して踊り続ける。

　ところが足を大きく振り上げた際に近くの椅い子すに思い切り脛すねをぶつけ、「はうっ！」とよろめいては壁かべに激げき突とつし、ふらついたところで今度は机に体当たり。そしてピンボールの球のようにバコンバコンあちこちに跳はね返りながら、ヨロヨロと教室から出て行った。

「…………」

　重い、あまりにも重苦しい沈黙が支配するその片かた隅すみで──

「完全にレクイエムだな」

　舞が呟つぶやき、百合は頷いた。

　否定する材料はどこにもなかった。




　燦さん然ぜんと燃える夕空を、一筋の飛行機雲が柑かん橘きつ色のラインで切り裂さいていく。

　屋上のベンチに腰こしを下ろし、天翔は飛行機が描えがき出す美しい航こう跡せきを見上げていた。

　ぽっかりと浮かんだ積せき雲うんが、ゆっくりと南に流れていく。

　風が吹ふき、彼女の髪かみを優しく乱した。

　別に感かん傷しように浸ひたりたかったわけではない。トイレに行った後そのまま教室へ戻もどる気になれず、気づくと屋上に足が向いていたのである。空を見たかったのかもしれない。

　空。どこまでも果てしない無限の領域──という表現は、正確ではないだろう。空には果てもあるし、無限でもないからだ。その向こうに広がる宇宙でさえ、遊斗に言わせれば有限の存在らしい。有限だが限度のない有限極大的な世界。それがこの宇宙だという。

　もちろん今の天翔に、森しん羅ら万ばん象しようの驚きよう異い的な大きさを認識できるはずもなかったが……

　ずっと昔、美み雪ゆきと手を繋つないで空を見上げた日のことを、彼女は思い出していた。

　その時、確かこんな会話を交かわしたのだ。

『お姉ちゃん、お空ってどんな形をしてるの？』

『この世の全てのものに、形があるとは限らないのよ』

　天翔はその答えがとても気に入っていた。とても。

　確かに世の中には、形がなく目には見えないものがたくさん存在する。例えば心。もし今の自分の気持ちを形にしたら、どんな具合になるだろう。心にぽっかりと穴が空あいている──ドーナツみたいな形になるのだろうか。そして真山の心を形にしたら……？

　やはり月島郁美というあの少女の形になるのだろうか。

　ふとそんなことを想像してしまい、天翔は暗い気持ちになった。

「真山くん、やっぱあの娘こと付き合ってるのかなぁ」

「気になるんだったら、本人に訊いてこいよ」

　唐とう突とつに声がして、彼女はギョッとした。

「ふうん。今日のお前は可愛いピンクか」

「!?」

　辺あたりを見回し、まさかと思って視線を落とすと──

　ベンチの下に遊斗が寝ね転ころがっていた。

「ふにゃあっ！」

　天翔は慌あわてて立ち上がると彼の顔面を踏ふみつけ、豪ごう快かいにベンチを投げつけた。

　スカートを押さえ、ハァハァと息を切らす。

「何やってんのよ、エッチ！」

「いや、お前を元気づけようと思ったんだが……」

　ひっくり返ったベンチの下した敷じきになって、遊斗はピクピクと痙けい攣れんしていた。

「……結構、元気じゃん」

「びっくりさせないでよ、もうっ！」

　羞しゆう恥ち心しんのあまり、天翔は頬が熱くなった。

「このチカン、馬ば鹿か、変態！　ユートってホント最低だよ！」

「怒おこんなよ。ちょっとしたシャレじゃねえか」

「こういうのは立派な犯罪なの！」

「人間の法律なんて知らね。俺、天使だし」

　遊斗は悪びれる様子もなくすっと立ち上がると、器用に足でベンチを戻した。

　そして優ゆう雅がに会え釈しやくし、紳しん士し的に右手でエスコートしてくる。

「どうぞ、お姫ひめ様」

「…………」

　今さらカッコよくなっても騙だまされないんだから。

　天翔は警けい戒かいしつつ、ベンチの端はしに腰を下ろした。

　屋上の手て摺すりにぴょんと飛び乗った遊斗が、夕陽を背に振り向いてくる。

「で、どうした？　まだ一人でいじけてんのか？」

「何よう。ほっといてよ」

「恋こいの相談なら、年中無休で受け付けてるぜ」

「…………」

　いまいち相談する気になれないのは、なぜだろう。

　だが天翔は、ふと彼の恋れん愛あい事情に興味が湧わいた。

「ユートって、失しつ恋れんしたことある？」

「俺の話はどうでもいいだろ」

「いいじゃない、教えてくれたって。あるんでしょ？」

　遊斗は寸秒、苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をした。

「男も女も、フラれるたびに磨みがかれていくんだよ」

「いっぱいフラれたんだ」

「ほっとけ！」

「でもあんま磨かれてないね」

「うるせえ！」

　遊斗が怒ど鳴なる。天翔はくすっと笑った。

「もう一つ質問！」

「……何だ？」

「人を好きになるって、幸せなこと？」

「唐突だな。お前はどう思う？」

「幸せなことだと思う。でも傷ついたり、辛つらいことも多いよね」

「……そうだな」

　ほんの一いつ瞬しゆん、彼の瞳ひとみに悲しみの翳かげがよぎった。

　それは夕陽がもたらす光の加減で、そう見えただけかもしれない。だが普ふ段だんは分厚く覆おおわれた韜とう晦かいの雲の切れ間から、天翔は少しだけ遊斗の心に触ふれた気がした。

　もしかしたら彼も、辛い恋をしたことがあるのかもしれない。

　柔やわらかなそよ風が、少年の前まえ髪がみを優しく揺ゆらす。

　両手をポケットに入れ、遊斗は遠い目で鮮せん紅こう色しよくの空を見上げた。

「この世界は無む邪じや気きな楽園じゃない。幸せだけを選んで、生きてはいけないさ」

　そして深い闇やみを湛たたえた瞳で、微笑ほほえんでくる。

「けど幸せってやつは、自分で手を伸のばさなきゃ、目の前を通り過ぎていくだけだ。何もしなきゃ、後に残るのはちっぽけな思い出だけだぜ」

「でも真山くんがあの娘と付き合ってたら、告白なんかしても意味ないんじゃないかな」

「意味を求めるのは、理り屈くつで考えてるからだろ。告白は頭じゃなく、心でするもんだよ」

　言ってから、臭くさいセリフを吐はいてしまったと後こう悔かいしたらしい──

　遊斗は「おえっ」と苦い顔をした。

　すぐにいつものとぼけた表情に戻り、

「それにこの宇宙には、意味のあることなんて何もないぞ」

「……意味ないの？」

「ああ。意味はないし、神もいない」

　おどけた仕草で、彼は両手を広げた。

「この宇宙ってのは妙みような世界でな、この宇宙は何なのか、俺達は何なのかを説明することは誰だれにもできないんだ。ある天使に言わせると、俺達の存在は形ある実体じゃなく、単なる現象に過ぎないらしい。お前も俺も本当は実体のない感覚認識の事象でしかなく、他者の観測によって確率的に俺達は俺達として存在しているだけなんだとか。分かるか？」

「全然」

「要するにこの宇宙は、宇宙自身が生み出した空想の産物ってことさ。俺達が持ってるこの現実感は、理性と精神を一いつ致ちさせるだけの虚きよ構こうに過ぎず、万ばん物ぶつは実体のないあやふやで不確かなものってことだよ。色しき即そく是ぜ空くう。色は即すなわち是これ空くうにしてってな」

「つまりシキソク・ゼクウさんが、そう言ったんだね」

「言ってねーよ！」

「シキソク・ゼクウって、誰？」

「知るか！」

　人じゃねーよ、と遊斗が白眼を投げつけてくる。

「つまりさ、この宇宙には本当に確かなものなんて何もないんだ。確かなものがないのに意味なんて求めてどうする。だから俺は、その日その日を面白おかしく生きているのさ」

「…………」

　虚無主義ニヒリズムというやつだろうか。よく分からないが。

　一つ確かなことは、彼の話は難むずかしすぎて理解できないということだった。

　彼が何を言いたいのかも、いまいちよく分からない。

　これといった言葉が見つけられず、当とう惑わくしていると──

「そういやずっと昔、お前と同じことで悩なやんでた女がいたな」

　遊斗は勝手に話題を変えて、昔話を始めた。

「この女ってのが凄すさまじく高たか飛び車しやで、気が強くてわがままで、傲ごう慢まんで凶きよう暴ぼう、三度のメシより暴力が好きな上、極ごく悪あく非道、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、筋すじ金がね入りのサディスト女なんだが──」

　どこか遠くで、誰かのくしゃみが聞こえた。

「それでも好きな男の前じゃ、ロクに喋しやべれない結構可愛い奴やつだったんだ」

　その人物に心当たりを覚えたものの、天翔は黙だまって耳を傾かたむけた。

「女は自分の気持ちを相手に伝えることができず、何年も、何万年も、男の傍そばにいながら想おもいを隠かくし続けた。そんなある日、下界に堕おちた堕天使の間で戦争が起きたんだ。神しん議ぎ大戦って言うんだが、その戦争で女は男と敵対する立場になっちまった。女は神を信じる敬けい虔けんな神しん従じゆう派につき、男は不在の神に縛しばられずに生きる自由主義派を率ひきいることになった」

　柔らかな風を浴び、遊斗は遠い目で話を続ける。

「まあ戦争だからな、これが永遠の別れになるかもしれないってことで、開戦前夜に女はようやく自分の気持ちを伝えようと決心したらしい。もしかしたら、そうすることで男を説得して戦争を止めようとしたのかもしれない。愛の力ってやつでな」

　だが戦せん端たんは、予定通りに開かれたという。

「二人の間でどんな会話が交わされ、何があったのかは俺も知らない。ただ結果的に彼女は傷ついた。そりゃもう、元から歪ゆがんでた性格が、完全にねじ曲がっちまうぐらいにな」

「…………」

「でも多分、彼女は男が振ふり向かないことを知ってたんじゃねえかな。少なくとも女の愛のために、抜ぬいた剣けんを収める奴じゃないってことぐらい知ってたはずだ」

「フラれると分かってて告白したの？　なんで？」

「男に何かを求めたわけじゃないし、そこに意味を求めたわけでもなかったんだろ。ただ自分の気持ちを知ってほしかったんだよ、きっと」

　遊斗は、ほんの少しはにかんでみせた。

「こんなあやふやな世界で、不確かな何かを確かなものにしたかったのかもな」

「…………」

　天翔は、彼が何かを伝えようとしていることを感じた。回りくどく昔話など持ち出したのは、直接口にするのが恥ずかしいからだろう。スケベなくせにシャイな天使である。

「もしかして、真山くんに告白しろって言ってるの？」

「まさか。こいつは意味のないただの昔話さ」

　遊斗は飄ひよう々ひようと肩かたをすくめた。

「けどそう聞こえたんなら、お前の心がそう言ってんじゃねえのか？」

「…………」

　それは、その通りかもしれない。いや、初めて会った時からそうしたいと思っていた。

　その時になってようやく、天翔は自分の気持ちに気がついた。

　そうだ。このまま終わりたくないのだ。三年間ずっと好きだったのに、真山を追って深ふか美み高校を受験までしたのに、結局今日まで何もせずに来てしまった。今さらそれを悔くやんでも仕方ないが、彼を遠くから見ているだけの女の子で終わりたくない。彼にこの気持ちを知ってほしい。たとえ応こたえてくれなくても、このまま自じ己こ完結したくない。

　そうだ。あたしは真山くんが好きなんだ。このまま終わるにしても、真山くんに気持ちを伝えて、いつもあやふやだった自分の行動を確かなものにしなくっちゃ。

「そうだよね。意味があるとか、ないとか、そういうことじゃないよね」

　決意を込めて、天翔は顔を上げた。

「決めたよ、ユート。あたし明日のオリエンテーリングで真山くんに告白する！」

「突とつ然ぜんだな、おい」

「ううん、突然じゃないよ。ずっと勇気が出なくて、あやふやにしてきただけだもん」

　決心が固まると、心の中にわだかまっていた黒い霧きりが晴れていった。

「でも、このまま終わりたくないから……だからこの気持ち、伝えてみるよ。あたし、やっぱり真山くんのことが好きだから」

「……そうか」

　その時、遊斗の瞳の奥で、正体不明の感情が渦うずを巻いたように見えた。

　だが天翔には、彼が何を思ったのかよく分からなかった。

「問題は、流川がオリエンテーリングに参加させてくれるかどうかだな」

「例の暗殺者のこと？　どうにかならない？」

「案がないわけじゃないんだが……」

　いまいち気乗りしない口調で、遊斗はある策を提案してきた。

　しかし話を聞いて、天翔はやる気になった。

「面おも白しろいよ、その作戦！　やろうよ！」

「面白いって、かなり危険だぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　絶対うまくいくって！」

「……お前、怖こわくないのかよ？」

「うん！　全然へーき！　あたしだってこれくらいのことしなくっちゃ！」

　彼女は元気よく笑った。

「それに絶対ユートが守ってくれるもん。でしょ？」

「…………」

　遊斗はしばしこちらを見つめ。

「ああ。お前には指一本触れさせねえよ」

　彼は優しく微笑んだ。

「ところでさ、ユート」

「何だ？」

「さっきの話に出てきた女の人、もしかしてあたしの知ってる天使？」

「いや、お前の全然知らない奴だ。絶対に」

　遊斗は怖い顔で、こちらの肩に手を置いた。

「知らないことにしておけ。いいな？」

「……う、うん」

　知らない方が身のためだと感じ、天翔は素す直なおに頷うなずいた。




　　　　＊




　人間なら一生かかっても読めそうもない数の本が、部屋中に溢あふれ返っている。

　文芸部の部室。

　広々とした空間の半分は本ほん棚だなに占せん拠きよされ、純文学、児童文学、一いつ般ぱん小説、歴史書、漫まん画がなど、ジャンルごとにブースが設もうけられているのは、この場所がかつて図書室だった名残なごりである。現在は古書の保管庫になっているこの部屋を、知識の宝ほう庫こと捉とらえるか、ゴミ捨すて場と捉えるかは人それぞれだろう。プルック達にとっては、数ある遊び場の一つだった。

　ただ現在、彼らは遊んでいたわけではない。遊んでいるように見えたかもしれないが、重要な任務を遂すい行こう中だった。毛玉生物達はある種類の本を手分けして探さがしていたのである。

「ところで、なんでオイラ達、こんなことしてるんだろうね」

「殿でん下かからエッチな本を探せって命じられたからだよ」

「だからさ、オイラ達は人間から精せい霊れいとして崇あがめられる高貴な種族なんだよ。なのに箱はこ舟ぶねを作れとか、エッチな本を探せとか、これって理り不ふ尽じんというか不条理な気がしない？」

「人生ってのは、理不尽で不条理なものさ」

「それを受け入れて生きろってことか」

　プルック達は卑ひ猥わいな本を求めて、膨ぼう大だいな書物を漁あさっていく。

「そう言えば、殿下はこの前見つけたグラビア雑誌をもう読んじゃったの？」

「みたいだよ。昨日あっちにある秘密コレクション用の本棚に隠してたから」

「あの人もエッチなＤＶＤいっぱい持ってるのに、どれだけ欲しいんだろうね」

「ぷも、ぷも！」

「お、見ろよ。『不思議の国のアリス』だ」

「それってエロいの？」

「エロくないよ」

「ダメじゃん」

　二号プルックは『女の子のからだ　98年度版』をカゴの中に入れて、振り返った。

「おい、三号。君も真ま面じ目めに探せよ」

「そうだよ。いくら名めい誉よの負傷したからって、サボっちゃダメなんだぞ」

　三号は先程から床ゆかに座すわり込んで、大きな図ず鑑かんを広げている。

　二号と五号は彼に近づいた。

「君、さっきから何を熱心に読んでるんだい？」

「宇宙の誕生に関する本さ。なかなか興味深いけど、いい加減な記述もたくさんあるね」

「仕方ないよ。地球人類の天てん文もん学がくは、まだまだ発展途と上じようなんだしさ」

「オイラ達にだって分からないことがいっぱいあるしね」

　プルック達はうんうんと首を振る。

「そういや宇宙って、天翔ちゃんが創つくったんだろ。この前」

「その表現は適切じゃないよ。だってこの宇宙は、百四十億年前に創られたわけだし」

「でも変な話だと思わないか？　天翔ちゃんはこの宇宙から生まれたのに、その天翔ちゃんが宇宙を創っちゃうなんてさ。これって見方を変えれば、この宇宙は自分で自分を創造したってことだろ。因いん果が律りつの輪が閉じちゃって、物事の出発点が消しよう滅めつしてるじゃないか」

「結果が原因を引き起こしたことで、この宇宙はドーナツ状になったんだね」

「そしてそれが、《愛の真理》の一部を構成することになった」

「でも『愛とは、ドーナッツ』って、どういう意味なんだろ？」

「それはきっと宇宙蛇ウロボロスの比ひ喩ゆなんじゃないかな」

「うろぼろす？」

「自分の尾おをくわえ込んだ伝説の獣けものさ。蛇へびが自分の尻しつ尾ぽを飲み込んだら、ドーナツみたいな丸い形になるだろ。この形には、始まりも終わりもない完全性、森しん羅ら万ばん象しようが全にして無であるという意味があり、宇宙の根源、無限や永遠を象しよう徴ちようする記号にもなってるんだ」

「つまり『愛とは宇宙の根源で、無限であり永遠のもの』って意味なのか」

「《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》は穿うがった角度から真実を捉え、独特の言い回しで記述を行うからね。一見馬ば鹿かげた表現の中に、真理が隠かくされてるんだ。だから読み手が自分達で読み解とく必要があるんだよ」

「中身のなさそうな文章の中に、真理が隠されてるってわけか」

「これもまたドーナツってわけだね」

「ねえねえ、ちょっと分かんないことがあるんだけどさ」

　一いつ匹ぴきのプルックが、手を挙げた。

「この宇宙は無から生まれたはずなのに、天翔ちゃんの話だと、創生前宇宙にはエネルギーの海があったっていうじゃないか。無なのに無じゃないって、変だと思わない？」

「それは十次元上における、あらゆる概がい念ねんの論理的結合によって惹じやつ起きされる反はん矛む盾じゆん律りつ性せい相そう反はん事じ象しよう並へい立りつ可能現象によって説明することができるんじゃないかな。全ては無であり、同時に無限でもある。この考えは、量子は同時に複数の場所に存在でき、それでいて実体を持たない不確定で曖あい昧まいな存在であるという量子論によっても説明できるだろ」

「おお。君は難しいこと言うなぁ」

「オイラ、頭いいからね」

「でも君はオイラと同じ存在だから、君の言った難しい説明はオイラが言ったことでもあるわけで、つまりオイラだって頭がいいことになるよね。オイラ、頭いいよね」

「あ～っ！　なんかずるいぞ！」

「ねえ、ちょっと待ってよ。これってなんかおかしいじゃないか」

「え？　何が？」

「天翔ちゃんは創生前宇宙に存在したエネルギーを反応させてビッグバンを起こし、この宇宙を創造した。言い換かえればこの宇宙は、この宇宙に存在する生命体──殿下や天翔ちゃん達の力を借りて自分自身を生み出したわけだ。巨きよ大だいな自己創造システムだね。だけど宇宙蛇ウロボロスが自分の尻尾をくわえてドーナツ状になったのはいいとして、そもそもその蛇はどこから来たんだ？　つまりさ、ドーナツを作るための〝材料〟は誰だれが用意したんだろ？」

「創生前宇宙に存在したエネルギーは、どこからやって来たのかってこと？」

「うん。〝無〟じゃないものを一番最初に創造したのは、誰なんだろう？」

「確かに創生前宇宙にエネルギーの海が存在しなかったら、天翔ちゃんはビッグバンを起こせなかったし、このドーナツ宇宙を創り出すこともできなかったよね」

「コックに〝材料〟を提供する人がいなきゃ、コックは〝料理〟できないだろ」

　プルック達は黙だまり込んだ。二号は口を開いた。

「つまり君は、物事の出発点を用意した神様がどこかにいるって言いたいのかい？」

「でもこの前反乱を起こしたザフキエルは、天翔ちゃんが神様だって言ってなかった？」

「天翔ちゃんは神様じゃないよ。だって彼女は因果律の輪の中にいるじゃないか。彼女はこの宇宙の巨大なシステムに組み込まれ、ドーナツ状の因果律に支配されてるだろ。神は万物を支配するものであって、このドーナツ・システムをも制せい御ぎよする存在のはずだよ」

「てことは、もし神様がいるんなら、この宇宙の外側にいなきゃいけないわけか」

「神と創造主は別物ってのは、ちょっと面白い考えだね」

「ダメだよ、そんな考え！　到とう底てい受け入れられないよ！」

「おいおい、そんなムキになるなよ。ただ可能性の話をしてるだけじゃないか」

「いま言ったのは、オイラじゃないよ」

「オイラでもないよ」

「じゃあ誰？」

「…………」

　プルック達は顔を見合わせた。流る川かわの声だった。

　本棚の陰かげからこっそり覗のぞくと、遊斗達がテーブルで何やら議論している。

　その経緯いきさつを窺うかがっていた四号に、三匹のプルックは疑問を投げかけた。

「ねえ、殿下達は何を言い争ってるの？」

「ぷも、ぷも、ぷもも、ぷも、ぷもも！」

「じゃあ例の暗殺者をおびき出すために、罠わなを仕し掛かけるってわけ？」

「監視団グリゴリの警護を全て解除して敵を誘さそい出すのか。随ずい分ぶんと大だい胆たんな作戦だね」

「でも監視団グリゴリの猫ねこ達がいなくなったら、暗殺者が襲おそってきた時に天翔ちゃんはどうやって身を守るんだよ」

「だから殿下達がどこかで隠れて見張って、敵が現れたら取り押さえるんだろ」

「相手がどんな能力を持ってるか分かんないのに、それは危険すぎないかな」

「だからアザゼルが反対してるんじゃないか」

　プルック達は、五人の会話に耳を傾かたむけた。

　遊斗が天翔の頭に手を置いて、

「心配すんなって。こいつは俺が必ず守る」

「その前にルールを守ってほしいね、僕は」

「確か〝協定〟では、俺達は天翔に従うだけで、彼女に行動を強制できないんだろ」

「こんな時だけルールを守らないでくれよ」

「どっちだよ。守れと言ったり、守るなと言ったり」

「あのね、織咲さんに一人で夜道を歩かせて暗殺者に襲わせるなんて無む謀ぼうすぎる。彼女にそんな危険な真ま似ねさせられるわけないだろ。もししくじったら、どうする気だよ。第一こんなことがルシファーやミカエルに知られたら、僕はなんて言われるか」

「ほっとけよ、この場にいない奴やつのことなんて」

「僕の立場も考えてくれと言ってるんだ」

「暗殺者から完かん璧ぺきに身を守る方法はないと言ったのは、お前だぜ。向こうが仕掛けてくるのを待つのは、却かえって危険だろ。こっちから罠を張って、敵を狩かり出すんだよ」

「春日さん、君も同じ意見なのか？」

「待つのは性しように合わないわ。こっちから仕掛けましょ」

「ホントにうまくいくのか、そんな大おお雑ざつ把ぱな作戦で」

「敵だって俺達に存在を感知され、余よ裕ゆうはないんだ。特にこの学校の生徒になりすましてんなら、なおさらだろ。正体が発覚する前に天翔を仕し留とめようと焦あせってるはずさ」

　遊斗が自信満々に言う。

「というわけだ、天翔。覚かく悟ごはいいな」

「うん！　暗殺者なんて、ぼっこぼこにしてやんよ！」

　闘とう志しを剥むき出し、天翔は遊斗を相手にビシバシとスパーリングを行う。

　プルック達は本棚の陰から首を引っ込めた。

「自分から囮おとりになるなんて、天翔ちゃん勇ゆう敢かんだなあ」

「すごいやる気満々だね」

「つまり、トラブルが起きる前まえ触ぶれだね」

　三号プルックが、静かに言った。

　毛玉生物達は、無言で顔を見合わせた。




　　　　＊




　人間界で活動するにあたってアザゼルが編み出した地界通信は、空間神経ネットワークを利用した秘密通信手段である。十次元世界と通じる三次元空間の裏側には網あみ目め状の不可思議な情報伝達網もうが張はり巡めぐらされており、空間が体験した経験を情報化して十次元空間の情デ報ー格タ納バ領ン域クに送り出している。監視団グリゴリはこのネットワークを利用し、量子暗号化した情報をやり取りして通信を行っているのだ。

　光の最小単位である量子は不確定性原理により、他者から観測の〝目〟が入ると量子状態に乱れが生じる。つまり部外者のアクセスを受けると通信内容が変容して情報を引き出せなくなると共に、盗とう聴ちよう者の存在を把は握あくすることができるのだ。

　ユトエルとプルックの間で交かわされる通信は複雑に暗号化されたものだが、これは高度な計算能力を持つ者によって盗聴される危険があるし、盗聴されてもそれを感知することはできない。これに対し地界通信は原理的には解読不可能で、万一盗聴された場合にも即そく時じに対応することが可能なのである。そして彼らはこの超ちよう高度な通信技術を用もちいて何をしているのかと言えば、恋こい人びとのいる者は任務中にデートの約束をしたり、恋人のいない者は友人と合同コンパの日時を決めたり、恋人も友人もいない者は「リア充じゆう死ね！」と呪じゆ詛そを吐はいて憂うさ晴ばらしをするのに使用していた。第三者に盗聴される心配はないし、毎月ぼったくりまがいの利用料金を電話会社に支し払はらう必要もないので、みんなやりたい放題だった。

　その地界通信を使って、アザゼルが愚ぐ痴ちをこぼしてくる。

『はっきり言って僕は賛同しかねるよ、この作戦には』

「いつまでもしつこい奴だな、お前は」

　漆しつ黒こくの無愛想な夜空の下、ユトエルは黄金竜りゆうの姿で民家の屋根に待機していた。

「文句の多い奴は、モテないぜ」

「別にモテたいと思ってないよ」

「寂さびしい奴だな」

「モテようと必死になってモテない男よりマシでしょ」

　背中に乗った瑞獣形態ゴースト・フエイズのガブリエルが、含ふくみのある口調で告げる。

　獣けもの耳みみと尻しつ尾ぽを生やした狐きつね少女を、ユトエルは睨にらみつけた。

「そいつは誰のことだ？」

「さあね。心当たりでも？」

「あるわけねえだろ。俺はモテモテだっつーの」

「あんたの頭の中では、でしょ」

　彼女は高こう慢まんに鼻で笑ってから、辛かろうじて使いこなせる腕うで時ど計けいに目を落とした。

「それより、作戦開始の時間よ」

「ふん。天翔、始めるぞ」

『ＯＫ！　じゃあお姉ちゃん、行ってきまーす！』

　視線の遥はるか先──織咲家の玄げん関かんドアが開き、セーラー服姿の天翔が表に出てくる。

　ユトエルは翼つばさを大きく広げると、夜空に舞まい上がった。非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルを放射して、上空を周回する。この信号が暗殺者の視力を効果的に欺ぎ瞞まんしてくれる保証はなかったが、少なくとも無関係な人間に目もく撃げきされる危険は排はい除じよしてくれるだろう。

　闇の中を優ゆう雅がに滑かつ空くうし、彼は地界通信で地上の仲間に思念を飛ばした。

「カナエル、プルック、展開しろ」

『おー』

　賑にぎやかな返事が、直接脳に届けられた。

　天翔は事前に打ち合わせをした通り、人ひと気けのない道を臨りん海かい方面に歩き始める。

　敵に悟さとられないよう十分な間かん隔かくを空あけて、前方をカナエルと二号プルックが、後方をアザゼルが、左右にもプルックが一いつ匹ぴきずつ配置に就ついて移動を開始する。そしてユトエルとガブリエルは、暗殺者がどこから現れても対応できるよう上空から天翔を監視していた。

「どうだ、異常はないか？」

『うん。今のところ怪あやしい人はいないみたい』

　あどけない少女の声が、脳内に響ひびく。

『ところでユート、さっきあたしの耳に何を入れたの？』

「調波ナメクジだ。そいつは地界通信の端たん末まつに使われる生物で、宿やど主ぬしの思念を量子暗号化して空間神経ネットワークに伝達してくれるんだ。天使が使う生物型の通信ツールだよ」

『うにゃあ、ナメクジなの？　なんか気持ち悪いよ』

「別に噛かみやしないって。生物の脳に寄生する下位の精せい霊れいで、無害な奴さ」

『塩水飲んだら溶とける？』

「溶けねえよ。この世界にいるナメクジとは違ちがうんだぜ」

『むう。宇宙には変な生き物がいっぱいいるんだね』

　天翔はてくてくと裏わびしい路地を進んでいく。時折何かにつまずいて転ころびそうになったり、自転車にぶつかりそうになったり、車に轢ひかれそうになったり、かなり危なっかしい。おっちょこちょいな奴とは知っていたが、ここまでドジだと見ていて冷や冷やする。

　上空を飛翔しながら、ユトエルは白眼で呟いた。

「あいつ、あれでよく今日まで生きてこられたな」

「暗殺者が登場する前に死にそうね」

　ガブリエルが本気か冗じよう談だんかよく分からない発言をした。

　やがて天翔は、小さな三角公園を通過する。

　と──

『ユトエル、後方に不ふ審しん者しやだ。警けい戒かいしろ』

　アザゼルの思念が割り込んできた。

「あそこよ！」

　ガブリエルが身を乗り出し、地上を指差す。

　天翔の三十メートルほど後方に、怪しげな人ひと影かげがいた。

「あいつか。天翔、合図したらカナエルのとこまで走れ」

『分かった』

　緊きん張ちようが走った。

　ユトエルは攻こう撃げき態勢に入ると、標的の頭上めがけて急降下した。

（反はん撃げきの暇いとまを与あたえず、一いち撃げきで仕留める！）

　ところが。

　黒い人影はズボンのチャックを下ろすと、電柱に立たち小しよう便べんを始めた。

　なぬっ!?

　ユトエルは失速して、墜つい落らくしそうになった。

「何よ。ただの酔よっ払ぱらいじゃない」

　拍ひよう子し抜ぬけしたガブリエルが、ふわふわの尻尾をぺたんと垂らす。

「ちゃんと見張りなさいよ、もう」

『この場所から識別するのは不可能だよ』

　屋根伝いを進む黒猫アザゼルが、小言を漏もらした。

『こんなの絶対うまくいきっこない』

「今さら文句言うな。プルック、そっちは異常ないか？」

『こちら異常なーし。でもこういう任務って、疲つかれるね』

『ホント。四号が羨うらやましいよ。今いま頃ごろ美雪姉ちゃんとテレビ見てるぞ、きっと』

『いいなあ。今日は見たいアニメがあったのに』

「……お前らは文句しか言えねえのかよ」

　夜空を飛ひ揚ようしながら、ユトエルは低く唸うなった。

「天翔、聞いての通りだ。このまま作戦を続けるぞ」

『りょーかい。でもちょっとドキドキしたね』

　興奮気味に感想を述べて、天翔は夜道を歩き続ける。既すでに新しん保ぽ町の住宅街を抜ぬけ、袴はかま田だ町との境まで来ていた。彼女は国道の高こう架か橋きようの下をくぐり、さらに東に進んでいく。

　ユトエルは油断なく地上の街並なみを監かん視しした。

　無人の街路を歩く天翔も、かなり張りつめているようだ。暗殺者が狙ねらいやすいようあえて人ひと気けのない暗い道を選んでいるので、どこから襲おそわれても不思議はない。ただその割には、彼女に怯おびえの色は見られなかった。ギロギロと辺あたりに鋭するどい視線を走らせ、今や遅おそしと敵を待ち構えている。緊張しながらも、状じよう況きようを楽しんでいる気配さえあった。

「どうだ、異常はないか？」

『うん。異常なしだよ』

　少女は「ムフン！」と鼻息を荒あらくした。

『さあ、どっからでもかかってきなさいっての！　あたしが相手をしてやんよ！』

「あんまり張り切るな。少し落ち着け」

『あたしは至ってクールだよ。今やもう〝Don't think, Feel〟の境地だもん。この対ユートのために改良に改良を重ねた、新・乙女おとめ百ひやく烈れつ拳けんでこてんぱにしてあげるんだから！』

　天翔は、シュッシュッ、とシャドーボクシングを繰くり返す。意味不明な技わざ名を叫さけびながら、夜道で一人ぶんぶんと腕を振ふり回している。気合が入っているのは結構だが、もう完全に不審者だった。変なクスリをキメて、トリップしているようにしか見えない。

　地上を見下ろしていたガブリエルが、不安げに囁ささやいた。

「あの娘こ、どうしたの？」

「知るか」

「調波ナメクジの影えい響きようかしら？　人によっては気分が高こう揚ようするらしいし」

「元からあんな感じの奴やつだと思うが」

　間もなく、小さな街工場が並ぶ工業地区に差し掛かかった。周囲に民家はなく、灯あかりも乏とぼしく、人の気配もまるでない。おまけに道路は入り組んでいて、死角だらけだった。

　この界かい隈わいが、襲しゆう撃げきには最も理想的なポイントなのだが──

「どこにも怪しい人なんていないわね」

　眼下を偵てい察さつしながら、ガブリエル。

「罠わなに気づいて襲ってこないんじゃないの？」

「罠と分かってても襲ってくるさ。敵にとってこんなチャンスはないんだぜ」

「そうだけど、全く気配を感じないわ」

「奴はきっと来る。まあ見てなって」

『来るなら来なさい！　あたしの截拳道ジークンドーが火を噴ふくよ！』

　天翔が、わちょ～、と咆ほえた。

　警察に見つかったら確実に補導されるな、とユトエルは不安を覚えた。




　一方、こちらは織咲邸てい──

　織咲美雪は静まり返ったリビングで、やることもなく座すわっていた。

　時計の秒針を刻きざむ音が、やけに大きく部屋に響く。

　妹がいないだけで、家の中がこんなに暗く感じるのはなぜだろう。

　かつてこの家は五人家族で、とても賑やかだった。実際は楽しいことばかりではなかったはずだが、少なくとも彼女の思い出の中では明るく幸せな家庭だった。しかし五年前に両親と大ゲンカした姉の穂ほ乃の香かは家を出て遠くへ行ってしまい、その一年後に両親はもっと遠い所へ行ってしまった。美雪に残されたのは、妹の天翔だけになった。

　この数年で失ったものは非常に大きかったが、その大きさを痛感したことがなかったのはいつも傍そばに天翔がいたからだろう。彼女が失われた三人の分まで、この家に明るさを与えてくれたのだ。考えてみれば昔は内気だった天翔が、あんな陽気な性格になったのは両親が他界してからだったか。美雪を心配させまいと明るく振ふる舞まっているうちに、いつしかそれが演技ではなく本当に太陽のような陽気な女の子になったのである。

　そんな健けな気げな妹を見て、美雪は強くなろうと思った。天翔のように明るく振舞えない自分にできることは、強くなって妹を支ささえ、彼女の笑顔を守ってあげることだった。月のように、ひっそりと。

　遊斗達は、美雪がいなければ天翔はまともに生活していけないと思っているが、美雪自身はそうは思っていない。天翔がいなければ、きっと自分は生きていけないだろう。妹がいたから美雪は強くなれたし、不幸に押おし潰つぶされずに今日までやってこれたのである。

　いま彼女の傍に妹はいない。

　空くう虚きよに静まり返ったリビングが、妹の不在を明確に象しよう徴ちようしていた。

　時計の針が、八時を指さす。

　天翔が外出して一時間、ずっと時計を見ていたことに美雪は気づいた。妹はまだ帰ってこない。連れん絡らくもない。一人待ち続けることに、美雪は耐たえられなくなってきた。彼女の強さは天翔がいてのものであり、傍に妹がいなければ暗く沈しずみ込むことしかできなかった。

　家族が一人ずつ去ったように、天翔も自分の前からいなくなったらどうしよう……

　そんな不安に襲われた時、何かが膝ひざに触ふれた。

「ぷも、ぷも」

　プルックがこちらを見上げていた。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ」

　美雪は毛玉生物を抱だき上げると、弱々しく微笑ほほえんだ。

「来くる海みさんが一いつ緒しよだもん。ね？」

「ぷもも！」

　プルックが鳴いた。

　そうだ。何も心配することはない。来海さんが守ってくれているのだ。あの人がいる限り、誰だれも妹を傷つけることはできない。美雪は絶対的に遊斗を信じていた。

　が。

　その時ふと、彼女は胸に小さな痛みを覚えて戸と惑まどった。

（あれ……？）

　天翔を羨ましいと感じている自分に気づき、動どう揺ようする。

（なんで私、こんな気持ちになるんだろ？）

　いや、分からないわけではない。

　いや、やはり分からない。

　だが、もしかすると──

「私、天ちゃんに嫉しつ妬としてるのかな……」

　それは、つまり……

　どういうことだろう？

　美雪にはやはりよく分からなかった。

　不意にインターホンが鳴って、彼女はギョッとした。

「誰かしら？」

　もしかしたら天翔が帰ってきたのかもしれない。

　美雪はプルックを残し、リビングを出た。

　ドアスコープから覗のぞいてみると、玄げん関かんに深美高校の制服を着た少年が立っていた。

　美雪の知り合いではない。だがどこかで見た顔なので、天翔の友達かもしれない。

「はい？」

　何気なくドアを開けてから、美雪は言葉を失った。

「あ……」

　遅まきながら、少年の顔をどこで見たのか思い出したのだ。

　淡あわい街灯の下で、彼がにやりと笑った。




「どうしたの？」

「プルックの救難信号だ！」

　突とつ如じよ思考に飛び込んできた通信に、ユトエルは身を固くした。

　送られてきたのは、最も緊きん急きゆう度の高いジャガイモ信号。

　それを発したのは──

「何号だ!?」

『こちら二号、異常なし！』

『三号も異常なしだよ！』

『五号、状況に変化なし！』

　天翔の前方と左右に配置した毛玉生物ではない。

　ということは──

『わーっ、四号からだ！』

「美雪さんか！」

『殿でん下か～！　美雪姉ちゃんが変な奴に連れ去られちゃったよ！』

　美雪に憑ついている四号プルックが、ぷもぷも鳴きながら報告してきた。

　強こわ張ばったアザゼルの声が、割り込んできた。

『どうした？　何があった？』

「作戦中止だ！　織咲邸に戻もどれ！」

　ユトエルは急降下すると、鉤かぎ爪づめで天翔を掴つかみ上げて旋せん回かいした。

　宙に持ち上げられた少女が、一いつ驚きようする。

「ひゃわっ!?　どうしたの!?」

「作戦中止だ！　美雪さんが攫さらわれた！」

「お姉ちゃんが!?　なんで!?」

「さあな！」

　ガブリエルの手を借りて、彼は天翔を背中に乗せた。

　実際、敵の意い図とが全く読めなかった。こちらの裏をかいたつもりだろうか。しかし美雪を狙う理由がない。というか、意味がない。彼女を連れ去ったということは人ひと質じちにするつもりだろうが、どんな要求をしてきてもこちらは応じることができないのである。ユトエル達の使命は天翔を守護することで、美雪を守ることではない。極きよく端たんな話、天使にとって織咲美雪には何の価値もないのだ。だから彼女を人質に取っても、ユトエル達とはどんな取引も成立し得ない。そんな少女を攫ったところで何の得にもならないはずだが……

「──!?」

　にわかに殺気を感じて、ユトエルはとっさに左へ翼つばさを切った。

　地上から、眩まばゆい曳えい光こう弾だんが対空砲ほう火かのごとく撃うち上げられてきた。

　視力を灼やく閃光の雨が、間断なく掃そう射しやされる。

　彼は慌あわてて上じよう昇しようしながら、左へ右へと身をかわした。

「ひゃわわわわわわっ！」

　天翔とガブリエルが、悲鳴を上げる。

「ちょっと！　何なの!?」

「待ち伏ぶせだ！」

　眼下に広がる住宅街の中から、光こう沢たくを放つ巨きよ大だいな物体が上昇してきた。

　一昨夜に見かけた、あの人型ロボットだ。

　金属の巨きよ人じんは右みぎ腕うでをこちらに翳かざし、だしぬけに何かを発射した。

　白はく煙えんを噴き、円えん筒とう形の物体が一直線に突つっ込こんでくる。

　それは──

「くそっ！」

　ユトエルはとっさに反転し、攻こう撃げきをかわした。

「ミサイルってやつか！」

「何よ、あの機械の化け物は!?」

「知るか！」

「ユート、戻ってくるよ！」

　天翔の声に、ユトエルは振ふり返った。

　右う翼よくの下を抜ぬけて後方に飛び去ったミサイルが、大きくターンして舞まい戻ってきた。夜空に白い軌き跡せきをくっきりと描えがき、真まっ直すぐ追つい尾び針しん路ろに乗って追いかけてくる。ユトエルは左旋せん回かい、右旋回を繰くり返して振り切ろうとするも、ミサイルは蛇だ行こうしながらぴったりと後をつけてきた。標的の体温熱を捕ほ捉そくし、自動追尾するシステムを搭とう載さいしているらしい。

（振り切れねえか！）

　急降下旋回しながら、彼は叫さけんだ。

「ガブリエル、迎げい撃げきしろ！」

「分かってるわよ！　うるさいわね！」

　片かた膝ひざを立てて起き上がったガブリエルが、背はい後ごを向く。

「超ちよう関数３９６、水すい龍りゆうの矢！」

　彼女は超自然エネルギーを秘めた数的概がい念ねん──数すう辞じを操作して数すう秘ひ術じゆつを発現させた。世界の枠わく組ぐみを決定する《不可能性可能限界実行率変分数式》が、数辞を体系化してガブリエルの思念を現象化させる。燦さん然ぜんたる数式が、局所的に超現実領域を編み広げ──

　彼女の左手には青白く光る弦げんが、右手には冷たく光る矢が具現化した。

「これでも、食らいなさい！」

　金きん髪ぱつの少女天使は華か麗れいな動作で弓を引ひき絞しぼると、一気に矢を解とき放った。

　煌きらびやかな矢は、正確にミサイルの迎撃線を突き進み──

　カッ──！

　爆光が、夜空を白く染め上げた。

　だが金属の巨人は次じ弾だんを装そう填てんすると、すぐさま二発目を撃ってくる。

「ちいっ！」

　ユトエルは身体からだをロールさせ、紙かみ一ひと重えでこれを避よけた。

「もう一発だ、ガブリエル！」

「邪じや魔ま臭くさいわね！　だから機械って嫌きらいなのよ！」

　ガブリエルはゆっくりと腕を回し、再び弦に矢を番つがえる。

　弧こを描いて回頭してくるミサイルを狙ねらって、発射──

　しかし光の矢が、標的を捉とらえる直前。

　いきなりミサイルの弾だん頭とうが飛散し、数十発の小型ミサイルに分ぶん裂れつした。

「いっ!?」

　ガブリエルの、悲鳴。

「冗じよう談だんでしょ!?」

「うわっ！　お前、早く何とかしろよ！」

「あんたが何とかしなさいよ！」

「できるわけないだろ！」

「私だってできないわよ！」

「ケンカしてる場合じゃないでしょ！」

　首にしがみついた天翔が、ふにゃあああっ、と悲鳴を上げる。

　ユトエルは全速で左に旋回した。小型ミサイルの群むれも、軌き道どうを変えて追いすがってくる。今度は右旋回。自動追尾弾はやはり針しん路ろを修正し、食らいついてきた。弾だん尾びから真っ赤な炎ほのおを噴ふき、複雑にうねりながら迫せまってくる。まるでお互たがいに競走でもしているかのように、無数の小型ミサイルは抜きつ抜かれつを繰り返して着実に接近してきた。

「くそっ！」

　背後を振り返って、ユトエルは舌打ちした。炎を吐はいて一いつ掃そうしてやりたかったが、真後ろに向かって火か炎えん放射はできない。ガブリエルが光弾を発射して一発ずつ狙い撃ちしていくも、数が多すぎて焼け石に水だ。こうなると後は力りき場ばフィールドを展開して防ぼう御ぎよするしかないが、ミサイルの威い力りよくが正確に把は握あくできない以上、それは危険な賭かけだった。数十発もの直ちよく撃げき弾だんを受け止めた際に襲おそってくる衝しよう撃げきに、果たして天翔が耐たえられるかどうか。

（時空間跳ちよう躍やくで逃にげるには、態勢が作れねえし……）

　空間に次元の穴を開けるには、低速で直線的に飛びながら数式を展開させなければならない。しかし今は、とても減速できる状じよう況きようではなかった。

　限界まで加速し、必死でミサイルを引き離はなそうとする。

　が、振り切れない。

　誘ゆう導どう弾だんの大群が、今にも身体を捕とらえようとする──

　と。

「正せい弦げん定理サインΔデルタ、火か龍りゆうの息吹いぶきよ！」

　渦うずを巻いた熱衝しよう撃げき波はが、ミサイルの半分を撃ち落とした。

　赤せき髪はつの美しい青年天使が、翼を広げて飛び込んでくる。

「ここは俺が引き受けた！　あの巨人を片付けろ！」

「悪いな、借りが一つだ！」

　アザゼルは炎を操あやつってミサイルを引きつけると、次々に粉ふん砕さいしていく。

　それを見届けてから、ユトエルは頭部を巡めぐらせた。

　人型の戦せん闘とう機械を正面に捉とらえ、一直線に突っ込んでいく。

「行くぜ、ガブリエル！」

「任まかせなさい！」

　景気のいい返事。

「超関数１６０、水すい帝ていの剣けん！」

　ガブリエルは素す早ばやく数式を立ち上げると、右手に氷の刃やいばを編み出した。

　巨人は両手を前に突き出し、指先から機き関かん砲ほうを掃射してくる。

　ユトエルは前方に力場フィールドを展開すると、砲ほう弾だんを弾はじき返していった。跳ちよう弾だんの火花を散らし、一気に攻こう撃げき圏けんに飛び込む。彼はカッと口を開け、猛もう烈れつな火炎を浴びせかけた。

　続いてガブリエルが──

「機械は！　大だい嫌きらいなの！」

　巨大な剣で、鋼鉄の体たい躯くを両断する。

　──轟ごう──

　大爆ばく発はつが、深美市の上空で弾けた。




「お姉ちゃん！」

　竜りゆうの背中から飛び降りた天翔は、開け放たれた玄げん関かんから家の中に飛び込んだ。

　もしかしたら、まだ屋内に暗殺者が潜ひそんでいる可能性もあったが──

　しかし家の中は無人で、暗殺者どころか美雪の姿さえなかった。どの部屋も出かけた時のまま、小こ奇ぎ麗れいな状態を維い持じしている。争った形けい跡せきがどこにもなかったことに、天翔は不思議な安あん堵どを覚えた。もし部屋が滅め茶ちや苦く茶ちやに荒らされていたら、もっと動どう揺ようしていただろう。見み慣なれた室内の景観が安心感を与あたえてくれたのかもしれないが、部屋が無ぶ事じだから美雪も無事だという気がしたのも事実だった。実際のところ、異界の暗殺者に襲われた美雪に、抵てい抗こうする術すべなどなかっただけなのだろうが。

　あの戦闘機械の足止めを食っている間に、二人はどこかに立ち去ってしまったようだ。

　しかし手て掛がかりが残っていた。

　数辞を使って空間に描き出された文字が、緑宝石エメラルド色の輝かがやきを放ってリビングの中央に浮ふ遊ゆうしていたのである。美雪を誘ゆう拐かいした暗殺者が、残していったものに違ちがいない。

　メッセージにはこうあった──

『午後十時　左岸グラウンドで待つ』

　今は八時十六分。天翔は置時計を確かめてから、部屋に入ってきた遊斗を見た。

「なんでお姉ちゃんが攫さらわれたの？」

「そりゃ……」

　少年は言葉に詰つまり、肩かたをすくめた。

「美雪さんの方が可愛いからじゃね？」

「こんな時にふざけないでよ」

「心配すんなって。敵の狙いはお前なんだから。美雪さんは無事だよ」

「……ホント？」

「ああ。美雪さんを傷つけて得することなんて、何もないだろ」

　それは、その通りかもしれないが……

「にしても、あの娘こよく攫われるわね」

　百合が怪け訝げんそうにメッセージを眺ながめる。

　どうやら遊斗達もなぜ美雪が攫われたか、よく分かっていないようだ。計画では暗殺者は天翔を襲うはずだったのに、なぜか部外者の美雪を連れ去ったのである。前回に続き、またしても姉は敵の手に落ちた──まるでそれが宿命とされる物語のヒロインのように。

　天翔の中で、次し第だいにむらむらとした怒いかりが湧わいてきた。

　それは大切な姉を誘拐された怒りであり、囮おとりとなって動き回った努力を無む駄だにされた怒りであり、お前なんぞに興味はないとばかりに敵に無視された怒りでもあった。

　女としてのプライドが傷つき、天翔は遊斗の胸むな倉ぐらを掴つかんで甘えた。

「なんであたしを攫いに来ないの!?　一いつ生しよう懸けん命めいやったのに！」

「いや、俺にそんなこと言われても」

「あたしもヒロインっぽく攫われたい！　そして助けられたい！」

　彼女はがっくりと膝ひざをついて、項うな垂だれた。

「攫われるのはヒロインの特権なのに……一番の見せ場なのに……」

「…………」

　一番ふざけてんのは、お前じゃねーか。

　四人の天使達が、そんな視線を投げつけてきた。








[image: ]








　上空から眺ながめると、大だい蛇じやのようにうねる多た々た良ら川がわの川筋──

　街灯あかりを反射して銀色に煌きらめく川かわ面もが、目め路じの限りに延のびている。

「いた！　あそこよ！」

　背中に乗った天てん翔かが、身を乗り出して河か川せん敷じきの一点を指差した。

　左岸の第二グラウンドに佇たたずむ、二つの人ひと影かげを。

　もちろんユトエルも、遥はるか以前にその姿を捉とらえていた。

　一人は美み雪ゆき。猿さる轡ぐつわを咬かまされた彼女は輝かがやく数式の網あみに身体からだを拘こう束そくされ、生いけ贄にえのように巨きよ大だいな杭くいに磔はりつけにされている。そしてその傍そばに、深ふか美み高校の制服を着た少年が立っていた。

　相手は一人。空から見る限り、伏ふく兵へいはなさそうだった。広々とした河岸には、そもそも隠かくれる場所がない。何か罠わなを仕し掛かけている可能性はあるが、空からは発見できなかった。

（奇き襲しゆうはできねえか……見えてやがる）

　上空を旋せん回かいする間、少年の視線がこちらに注そそがれていることに、ユトエルは気づいた。

　地球人類よりも常識に対する認識力の幅はばが広域なのだろう、非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルは通じないようだ。同様に美雪にも、こちらの姿は見えていただろう。

『ユトエル、分かってるな』

　黒くろ猫ねこのアザゼルが、天翔には聞こえないよう地界通信で念を押してきた。

『僕らの使命は解答者を守護することだ。美雪さんじゃない』

　ギリギリの状況になった時、天翔を守るために美雪を見み捨すてろと言っているのだ。

　無論、美雪を見殺しにする気などこれっぽっちもなかったが──

「分かってるさ」

　ユトエルはそう応こたえると、用心深く地上に舞まい降おりた。

　夜の闇やみが静かに押し包む、多々良川の河川敷。

「よく来たな。待っていたぞ」

　長い茶色の髪かみを夜風に流し、男は気き障ざっぽく口元を歪ゆがめた。

　こちらに注がれる鋭えい利りな眼まな差ざしには、昂こう然ぜんとした光が宿っている。面おも長ながの顔がん貌ぼうは、まあ美男子と言って差し支つかえないだろう。長身で均整の取れた体型をしているので、道を歩けば大勢の女性が振ふり返るに違いない。だが笑えみの浮うかべ方や余よ裕ゆうに満ちた態度、手で前髪を払はらう仕草などが妙みように気取っていて、ユトエルは早くも鼻持ちならない気分になった。

　が、それはさて置き。

　見覚えのある男だった。彼だけでなく、全員が知っている顔。

「ほら！　加か奈なの言った通り！」

　ツインテール少女が、嬉うれしそうに少年を指差した。

　一年Ｂ組の草くさ薙なぎ春はる也や。

「ええっと……」

　あの時全力で否定したユトエルとガブリエルは、かなりばつの悪い思いをした。

　冷ややかな視線を投げつけてくる天翔とアザゼルに、

「同人誌描かいてた奴やつだっけ？」

「違うわよ」

　少女は咎とがめるような目つきで答えた。

　草薙春也が、侮ぶ蔑べつを込めて鼻を鳴らした。

「聞きしに勝まさるとぼけっぷりだな、堕だ天てん使しユトエル」

「へえ。俺を知ってるのか」

「噂うわさを聞いたことがある。あまり評判はよくないらしい」

「俺はそんな評判、聞いたことないぜ」

「元・智ち天使長にして、現在は八十万の配下を従える堕天使長の一人。ルシファーの右みぎ腕うでにして、絶大な力を持つ無敵の魔ま王おう。天使の中でもその存在感はデカいらしいな。だがその本ほん性しようは、天使族きっての女たらし。他人を虚こ仮けにすることを好み、この宇宙の森しん羅ら万ばん象しようを幼よう稚ちな無む邪じや気きさで引ひっ掻かき回しては、周囲に破は壊かいと混乱をもたらす迷めい惑わくな輩やから──」

「混乱はともかく、破壊はこいつの得意分野だぜ」

　ユトエルは隣となりに立つガブリエルを指差した。

　ごすっ！

　正せい拳けん突づきが脇わき腹ばらに刺ささり、彼は卒そつ倒とうした。

「そんなことはどうでもいいの！」

　天翔が一歩前に出る。ユトエルとガブリエルは、彼女を引っ張ぱって後ろに退さがらせた。

「お姉ちゃんを返して！　あなた何者なの!?」

「これは失礼。そう言えば自じ己こ紹しよう介かいを忘れていたな。私はヴァゼマルヴァゼアヴィリアタム種族最後の騎き士し、プヒョキポレネキーヤヒ・ポヘリキヤリナポリレンだ」

「……え？」

　天翔の瞳ひとみに、困こん惑わくが満ちた。

「なんて？　もっかい言って」

「ヴァゼマルヴァゼアヴィリアタム種族のプヒョキポレネキーヤヒ・ポヘリキ──」

「プヒョ……？　ごめん。もうちょっとゆっくり言って」

「プヒョキポレネキーヤヒ・ポヘリキヤリナポリレンだ。ヴァゼマルヴァゼア──」

「プヒョキポ……その後は？」

「…………」

　草薙は少女をきっぱりと無視した。多分、相手をするのが煩わずらわしくなったのだろう。

　ユトエルにはその気持ちが、すごくよく理解できた。

　背はい後ごで加奈が「ヴァゼマルヴァゼアヴィリアタム種族のプヒョキポレネキーヤヒ・ポヘリキヤリナポリレンだよ」と天翔に教えている。天翔が「加奈ちゃん、スクープは覚えられないのに、こんな長いのは覚えられるんだ」と変に感心していた。

「ところで、私の兵器が戻もどってこないところを見ると──」

　四人の天使を前にしても、草薙は泰たい然ぜんとしていた。

「虎とらの子の《ユミール》を破壊してくれたようだな」

　どうやらユミールというのが、あの巨きよ人じんの名前らしいが……

「虎の子？」

　性しよう懲こりもなく、天翔がまた首を突つっ込こんできた。

「あれ、虎の子だったの？　でも全然虎っぽくなかったね」

「お前は引っ込んでろ」

　例のごとく話が変な方向に走りそうだったので、ユトエルは彼女を退がらせた。

　背後で少女が「あれは絶対、虎じゃなかった……」としつこく繰くり返し、「あ、もしかしてあの人の世界の虎は、あんな姿なのかな」と一人で納得していたが、馬ば鹿かの相手をしても馬鹿を見るだけなので、全員が一いつ致ち団結して彼女を無視することにした。

　黒猫のアザゼルが、用心深く前に進み出た。

「ヴァゼマル人は、銀河屈くつ指しの戦せん闘とう種族だろ。最後の騎士って、どういう意味だ？」

「我わが種族は三年前、最終大戦によって滅めつ亡ぼうしたのだ。残ったのは、私と姫ひめ君ぎみのみ。我われ々われは荒こう廃はいした故郷を捨て、ある理由からこの地球世界にやって来たのだよ」

「戦争難民の君らが、なぜ僕らに関かかわる？」

「私と姫はある目的を叶かなえるため、当分この世界に身を置く必要があったのだ。しかし我々には、地球人類として生きるノウハウがない。そんな時《セフィロット》と呼ばれる天使の一勢力が、我々に接せつ触しよくしてきたのだ。彼らは我々がこの世界で地球人類として暮らせるよう全ての手配を調ととのえる代わりに、一つの仕事を依い頼らいしてきた」

「それが《愛の真理》の封ふう滅めつってわけか」

「正直、私も姫も乗り気ではなかった。長い戦争に疲つかれ切った我々にすれば、天使の騒そう乱らんなどに関わりたくはなかったのだ。だがこの世界で暮らし始めて、事情が変わった。私は《愛の真理》などどうでもいいが、姫のために織おり咲さき天翔を抹まつ殺さつする必要があるのだよ」

「姫のためって、どういうこと？」と、天翔。

「その事情まで説明する気はない。私にとって問題だったのは、織咲天翔には多数の守護天使が憑ついていたということだ。もし織咲天翔を亡なき者にすれば、守護天使ども──つまり貴き様さまらが姫に報復するかもしれん。そこで私は一計を案じた。まず織咲天翔を人ひと質じちに取り、人質を取られて抵てい抗こうできなくなった守護天使から抹殺しようとな」

　草薙は数すう秘ひ術じゆつを編んで長ちよう剣けんを生み出すと、美雪の喉のど元もとに白はく刃じんを押し当てた。

「動くな、天使ども。妙な真ま似ねをすると、織咲天翔の命はないぞ」




　一いち陣じんの夜風が、虚むなしく土つち煙けむりを巻き上げる。

　草薙を除のぞく全員の目が、点になった。

「……え？」

　冷たい沈ちん黙もくが、河川敷を押し包んだ。

「ええっと……」

　ユトエル達は困惑しつつ、頭に大きなリボンを飾かざった少女を指差した。

　仲間から指を差された少女は、自分の顔を指差して、

「織咲天翔はあたしだよ。そっちはお姉ちゃんの美雪」

　猿轡を咬まされた美雪が、もがもがと声を漏もらす。

　草薙は一いつ瞬しゆん面食らったものの、すぐに鼻でせせら笑った。

「フッ……何を言い出すかと思えば。そんな戯たわ言ごとを信じると思うか？」

「ほえ？　なんで信じないの？」

「織咲天翔と言えば、森羅万象の本質を知る《愛の真理》の解答者。大勢の天使が崇あがめる愛の女め神がみと聞く。すなわち彼女は、全宇宙のヒロインとも言うべき存在。貴様みたいな魅み力りよくのない小こ娘むすめでは、しょぼくれたアニメのヒロインだって務つとまらんわ！　たわけっ！」

　と一いつ喝かつされ──

「ぐはあっ！」

　天翔は口から幻げん想そうの血を吐はいて、倒たおれ伏ふした。

「天翔！」

　ショックのあまり昏こん倒とうする少女を一いち瞥べつし、ユトエルは歯は噛がみした。

「くそっ！　精神攻こう撃げきってやつか!?」

「事実を言っただけだ」

　軽けい薄はくに答える、草薙。

　天翔の身体が、びくんっと小さく痙けい攣れんした。

　ガブリエルが、激しく抗こう議ぎする。

「ひどいじゃない！　この娘こにもいいとこはいっぱいあるのよ！」

「例たとえば？」

「……え？」

　無責任にも口ごもった狐きつね少女が、オロオロとこちらに救いを求めてきた。

　ユトエルは腕うでを組んで熟じゆつ考こうしてから、これは難問だと気づいて加奈に助けを求めた。

　ツインテール少女は目をぱちぱちさせ、きっかり五秒後にぱっと顔を輝かがやかせる。ついに天翔の長所を見つけてくれたらしい。ユトエルは、ホッと胸を撫なで下ろした──途と端たん。

　加奈は両手で大きく×印を作り、絶ぜつ叫きよう。

「なんもなしっ！」

「お、織咲さん！」

　アザゼルが息も絶たえ絶だえの天翔を介かい抱ほうした。

「君ら、ふざけてる場合か!?」

「俺が始めたコントじゃねえよ」

　小さくぼやいてから、ユトエルは草薙に向き直った。

　こちらの掛かけ合いを見て、不信感を抱いだいたのだろう──暗殺者は美雪のポケットから財さい布ふを取り出し、中の学生証を確認していた。幅はばの広い肩かたが、わなわなと震ふるえ出す。

「こんちくしょおおおおっ！　謀はかりおったなあああっ！」

　彼はカッと目を見開き、激げき昂こうした。

「勝手に勘かん違ちがいして、勝手にキレんなよ」

「替かえ玉だまとは小こ賢ざかしい！　天使風ふ情ぜいが猪口ちよこ才ざいな策を弄ろうしおって！」

「弄してねえっつーの」

「これは想像以上に間ま抜ぬけな展開ね」

　ガブリエルが、げっそりと肩を落とす。

「大体、姫に報復って、私達あんたの姫が誰だれかも知らないのよ」

「…………」

　激げき怒どしていた草薙の形ぎよう相そうから、感情の色が抜ぬけ落ちた。

「え、マジ？」

　暗殺者は芝しば居いがかった仕草で、顎あごの汗あせを拭ぬぐう。

「くっ、私としたことが……敵は想像以上に間抜けだぞ」

「お前が言うな！」

　天使達は声を揃そろえた。

　数分前までの緊きん迫ぱく感かんは風と共に去り、界かい隈わいには弛し緩かんした空気が取って代わっている。

　といっても相手の実力を考えれば、決して気を抜いていい場面ではなかったが。

「別にお前にどう思われようと構かまわねえが」

　ユトエルは、素そっ気けなく告げた。

「月つき島しま郁いく美みだろ。お前のお姫様」

「ほう……」

　と、草薙。

「やはり知っていたか。切れ者という噂うわさも、まんざら嘘うそではないらしい」

「なんで分かったの？」

　訊きいてくるガブリエルに、彼は肩をすくめた。

「二人の格かく闘とう術が、同じ型だったからな」

「それに気づいてて、なぜ月島を見み逃のがしたんだ？」

　背後から、アザゼルが非難してくる。が、ユトエルは聞こえないフリをした。

　確かに今回の件に月島は無関係だという判断は、見込み違ちがいだったようだ。女という生き物は、本当に分からない。もっともそれがまた女の魅力だと思うし、女性に欺あざむかれるのは今回が初めてでもなかったので、ユトエルは別段傷つきはしなかったが。

　それより今の問題は、目の前にいる男だ。

　彼は悠ゆう然ぜんと暗殺者と相あい対たいした。

「さあ、どうする？　俺達はお前の主君を知っちまったぜ」

「なるほど。ここで貴様ら全員を斃たおさねば、今度は姫が狙ねらわれるというわけか」

「そういうこと。だから逃にげ出そうなんて思うなよ」

　ユトエルは麗うるわしい天使の姿に変身すると、にやりと口元を歪めた。

「お前との決着を楽しみにしてたんだからさ」

「よかろう。望むところだ」

　草薙は左へ移動して美雪から離はなれると、剣けんを正せい眼がんに構えた。

「織咲美雪を殺しても意味はない。こうなったら、騎き士しらしく正々堂々と勝負だ！」

「今さら紳しん士しぶるなよ」

「問答無用！」

　刀身を煌きらめかせ、暗殺者が突っ込んできた。




　　　　＊




　夜の闇やみを切り裂さいて、三つの光こう刃じんが複雑に交差する。

　甲かん高だかい剣音を響ひびかせて、ユトエルとガブリエルは敵と切り結んでいた。二人は魔ま術じゆつ的な剣を手に創出し、大地を、宙を駆かけながら、斬きり、突き、受け、かわし、壮そう絶ぜつな立ち回りを演じている。彼らの超ちよう常じよう戦は非現実的すぎて一いつ般ぱん人の脳には『無視したい』出来事として認識されなかったが、たとえ非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルがなくても人間の視覚で捉とらえるのは至し難なんの業わざであろう。実際、戦闘を見守っていた天翔は目が回りそうだった。

　三人の立ち位置が、目め眩くるめく変化する。

　三本の剣が、幾いく重えにも火花を散らす。

　彼女の目には、戦いはほとんど互ご角かくに見えた。草薙は機き敏びんに剣を操あやつり、二人の天使と渡わたり合っている。跳ちよう躍やくしては回転し、とんぼ返りを打っては次々と剣撃を繰くり出している。

　これに対してユトエルは、ほとんど防戦に徹てつしていた。剣を使うのはあまり得意ではないのか、暗殺者に比べると動きに若じやつ干かんキレがない。鋭するどく繰り出される刀とう身しんを弾はじき返し、多た彩さいな攻撃を辛かろうじて受け止めながら、彼はじりじりと後退を強しいられる。と──

　ユトエルが、小さく笑った。

　同時に暗殺者の死角から、ガブリエルが飛び込んできた。

　そう、彼は敵の注意を引きつける囮おとりだったのだ。

「はあっ！」

　強きよう烈れつな彼女の一いち撃げきが、草薙の剣を二つに叩たたき折った。

　だが止とどめを刺さすより早く──

「システム１０１《メギッドの刃やいば》！」

　空からになった草薙の掌てのひらで、難解な数式が立ち上がる。

　目も眩くらむ光線が、虚こ空くうを裂いた。

「方程式１２１、厳おごそかな光こう壁へきの聖譚曲オラトリオ！」

「超ちよう関数７２８、水すい陣じんの盾たて！」

　ユトエルとガブリエルは同時に防ぼう御ぎよ数式を立ち上げると、障しよう壁へきを形成して閃せん光こうを受け止めた。ぶつかり合ったエネルギーが急激に膨ぼう張ちようし、激しい爆ばく発はつを生じさせる。

　大地が震しん撼かんし、衝しよう撃げき波はが大気を波動させた。土つち煙けむり。

　渦うずを巻いた煙えん幕まくの中から、すぐに二人の天使が飛び出してきた。大地を蹴けり、雄お々おしく翼つばさを広げ、再び暗殺者に斬りかかる。

　限度も限界もない、無制限の戦いは続く──

「…………」

　その壮絶な戦闘に見み惚とれていた天翔は。

　はたと我に返った。

「そうだ！　お姉ちゃん──！」

「てんてん、乗る？」

　いつの間にか隣となりに、巨きよ大だいひよこに変身した加奈がいた。

「うん！　ありがとう！」

　天翔は頷うなずくと、その丸い身体からだによじ登った。

　続いて黒くろ猫ねこが、身軽にぴょんと飛び乗ってくる。

「織咲さん、巻まき添ぞえを食う前に避ひ難なんした方がいい」

「お姉ちゃんを助けるのが先よ！　加奈ちゃん、ＧＯ！」

　するとカナエルが、ぴよぴよ囀さえずって駆け出した。

　土煙を巻き上げ、言語を絶する速度で。

「きゃああああっ！　加奈ちゃん、速すぎいぃぃ！」

　凄すさまじい勢いで、景色がすっ飛んでいく──

　上下振しん動どうにガクンガクンしながら、天翔はふわふわの身体にしがみついた。

　一体どこまで突つっ走ぱしる気かとビビったが、ひよこはすぐに急ブレーキをかけて停止する。

「あふぅ……わふぅ……」

　悲ひ惨さんな乗り心地に、天翔はくらくらと目を回した。

　意識を取り戻もどすと、数式の鎖くさりで磔はりつけにされた美雪がすぐそこにいた。

「お姉ちゃん、ちょっと待って！　すぐ助けるから！」

　といっても前回のように縄なわで縛しばられているわけではないので、彼女の力ではどうにもならない。数式によって秩ちつ序じよ的に構造化された数すう辞じは、物理力を帯びた光こう鎖さとなって現象化している。しかしどんな複雑な式も、単純な解とイコールで結ぶことができる。つまり正確な数辞を入力することで魔ま力りよくが相そう殺さいされ、文字通り数式を解とくことができるのである。

「加奈ちゃん、お願い！」

「うん！」

　ぴよっと頷いた巨大ひよこが、

「確率変動、一〇〇％で正解ポンッ！」

　黄色いくちばしで、美雪を縛いましめる数式を突いた。

　カナエルが適当に放り込んだ数辞は、彼女の確率変動能力によって一〇〇％の確率で数式の正解答となり、美雪を固こ縛ばくする数秘術は瞬またたく間まに解法された。

「お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　天翔は姉の身体を抱だき留とめると、猿さる轡ぐつわを外はずしてやった。

「ありがとう、天ちゃん」

「カナエル、ここは危険だ。安全な所まで避難しよう」

「りょーかい！」

　アザゼルの言葉に元気よく応こたえて、カナエルは再び猛もう然ぜんと走り出す。

「わわわっ！　だから加奈ちゃん飛ばしすぎ！」

「きゃあああっ！」

　激しく上下に揺ゆさぶられ、天翔と美雪は悲鳴を上げた。

　耳元で風が唸うなり、姉妹は必死になってひよこの身体にしがみつく。

　後ろから抱きついてきた美雪が、不安げに尋たずねてきた。

「天ちゃん、この子、飛ばないよね？」

「お姉ちゃん、ひよこは空飛べないよ」

「そうだね。よかった」

　高所恐きよう怖ふ症しようの姉は、安あん堵どしたようだった。

（……何この人？）

　天翔はこんな状じよう況きよう下かでホッとしている姉の常識を、ちょっとばかり疑ってしまった。空を飛ぶ恐怖に比べれば、地上を爆ばく走そうすることなど何でもないらしい。分かっていることだが、外見からは想像もできないほど図太い性格をしている──鈍にぶいとも言うが。

　だが天翔は、常じよう軌きを逸いつしたスピードに震ふるえ上がった。

「にゃあああああああぁぁぁっ！」

　さすがに失神しそうになって、彼女は声を張り上げた。

　過去を見ても未来を覗のぞいても、こんな高速で走るひよこは存在しない。

「加奈ちゃん、ストップ！　ストーップ！」

「ぬ？」

　カナエルが、ズサササッと土つち埃ぼこりを立ち上らせ急停止した。

　慣かん性せいに耐たえ切れず、アザゼルが「わあっ！」と振ふり落とされた。地面に投げ出された黒猫は、ころころと草むらの中に転ころがっていく。そして──

「……え？」

　閉じていた目を開けて、天翔はポカンとしてしまった。

「あれ……？」

　きょろきょろと周囲を見み渡わたしてみる。

　目をぱちぱちさせて、もう一度見渡してみる。

　間ま違ちがいない。彼女達がいたのは──

「なんでさっきと同じ場所なの!?」

「カナ、ぐるりと一周回ってきたよ」

「意味ないでしょ!?」

「ぬ？」

　巨大ひよこは、可愛く首を傾かしげた。

　先程と同じ距きよ離りを置いて、ユトエル達が戦っていた。

「方程式１０９２、しなやかな光こう跡せきの交響曲シンフオニー！」

　美少年の天使は世界を構成する一〇九二番目の方程式を立ち上げると、迅じん速そくに思念を現象化させた。無秩序な数辞の振ふる舞まいを数式によって制せい御ぎよし、物理的な力を三次元上の座標に介かい入にゆうさせる。彼の掌で高度な特とく殊しゆ数式が煌き、目眩く光熱の波動が撃うち放たれた。

　大気を焦こがす光こう芒ぼうを、草薙は身をよじってかわす。

　続けてガブリエルが、素早く攻こう性せい数式を練ねり上げた。

「超関数２４５、水すい獣じゆうの牙きば！」

　虚空に現出した巨大な氷柱つららを、投げ飛ばす。

「システム１０５、《エッダの鏡》！」

　大きく後退した草薙は、青白い鏡面を展開して跳はね返した。いかに銀河系屈くつ指しの戦闘種族といえど、最強と謳うたわれる天使を二人同時に相手にしてはさすがに劣れつ勢せいらしい。

　だが戦局は二対一というより、一対一対一といった方が適切だった。

「引っ込んでろよ、ガブリエル！　女の出る幕じゃないぜ！」

「それって女性差別!?　私にも暴れさせなさいよ！」

　ユトエルとガブリエルは、お互たがいに罵ば声せいを浴びせながら戦っていた。二人は決して共きよう闘とうしているわけではなく、むしろ敵を奪うばい合って相手の足を引っ張ぱっている。

（こんな時までいがみ合わなくてもいいのに）

　一体どこまで仲が悪いのかと観戦中の天翔は呆あきれたが、時折息の合った連れん携けい技わざを繰り出したりするので本当によく分からない二人である。ちらりと背はい後ごを見ると、美雪は胸の前で手を合わせ、祈いのるようにしてユトエルの動きを見守っていた。その切ない表情に、

（もしかして、お姉ちゃん……）

　とある疑ぎ惑わくを覚えたものの、

（あり得ない、あり得ない）

　天翔はすぐに首を振って否定した。

　時には協力し、時には対立しながらも、二人の天使は確実に草薙を追おい詰つめていく。

「方程式９８０、煌きらびやかな雷らい光こうの狂詩曲ラプソデイー！」

　ユトエルは標的めがけ、電でん荷かを纏まとった光こう弾だんを連射した。

　ぱっ！　ぱっ！　ぱっ！

　続けざまに飛来する光球を、草薙は防ぼう壁へきを立てて懸けん命めいに撃ち払はらっていく。

　その隙すきにユトエルは、翼を展開して一気に間合いを詰めた。

「もらった！」

「甘い！」

　次に起きた出来事は、あまりにも滑こつ稽けいすぎて天翔には理解できなかった。

　草薙は両手を前に突き出すと、鋭するどくこう叫さけんだのだ。

「展開！　隣の囲かこいはカッコいい！」

「へっ!?」

　拳こぶしを握にぎりしめ、渾こん身しんの一いち撃げきを浴びせようとしていたユトエルが。

　派手に吹ふっ飛とばされた。体勢を立て直す間もなく、地面に叩たたきつけられる。

　今度は逆方向から、ガブリエルが突とつ進しんする──

　これに対しても、草薙はすかさず言い放った。

「展開！　私は今にも失しつ踪そうしそう！」

「きゃっ！」

　少女天使も不可解な力に弾はじかれ、地面に叩き落とされた。

　起き上がった彼女が、愕がく然ぜんとする。

「な、何なの……？」

「はっはっはっ！　驚おどろいたか、天使ども！」

　宙に浮うかんだまま、草薙が勝かち誇ほこった。

「これぞ我がヴァゼマル種族が編み出した秘ひ奥おう、どっちらけフィールドだ！」

「……え？」

「どっちらけフィールドだよ」

　気き障ざっぽく腕うでを組み、説明してくる。

「寒いギャグを聞いた時、思わず〝引いて〟しまうという経験をしたことがあるだろ。それを利用したのが、このどっちらけフィールドだ。くだらないギャグを数式化して放つことで、被ひ爆ばく者しやの体内で発生した白しらけエネルギーを瞬しゆん間かん的に増ぞう幅ふく──その際に生じる相そう対たい性せい心理排はい斥せき圏けんによって、敵を一定空間内から排はい除じよする防ぼう御ぎよ法だよ」

「要するに、つまらん奴やつには近寄りたくないっていう生体心理を利用した技か？」

「じゃあ今のは、私の本能が寒いギャグに引いたため吹っ飛ばされたってこと？」

　ユトエルとガブリエルは、戦せん慄りつと脱だつ力りよくを混こん交こうした複雑な表情をする。

「ええっと……」

　ひよこの背に跨またがった天翔は、後ろの美雪に問いかけた。

「どういうこと？」

「さあ」

　姉が首を傾げた時、

「読む？」

　カナエルが《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》を差し出してきた。

　二人は魔道書グリモワールを受け取ると、開かれたページに視線を落とした。姉妹はそこに書かれていた文章を目にして、宇宙の神秘とこの世界の馬ば鹿か馬ば鹿かしさを目まの当たりにした。

《日記帳》には、こんな文章が記述されていたのである──




　口は災わざわいの元と言われる通り、業界用語で〝オヤジギャグ〟とも呼ばれるお寒い言葉遊びは、それを聞く者の精神に害を及およぼす凶きよう器きであり兵器であるとして、多くの世界ではその使用が制限されている。大たい抵ていは地元の迷めい惑わく防止条例違い反はんで罰ばつ金きん刑けいとなるが、それ以上の刑けい罰ばつを科せられることも珍めずらしくない。特にシリアス種族の世界でギャグを口にすると戦略兵器制限条約に抵てい触しよくするため、軍法会議の上、銃じゆう殺さつ刑けいになるので注意しよう。

　一方、銀河系西部の世界群はこの種の言葉遊びに寛かん容ようであるが故ゆえに、数多くの惨さん劇げきが起きている。例たとえば天使族屈くつ指しの天才ギャガー（ギャグを自在に操あやつるイカした奴のこと）である権けん天使アニエルは、幾いく多たの世界を行あん脚ぎやして『大銀河傑けつ作さくギャグ私し撰せん集しゆう』なるものを編へん纂さんしたが、これを読んだ二一八人の天使がそのお寒すぎる内容に凍とう死ししてしまった。新銀河文芸家協会会長は全身に第四度の凍とう傷しようを負おいながらもようやく一命を取り留め、この言ごん語ご道どう断だんの書物を出版禁止にすることで事態の収しゆう拾しゆうを図はかったのである。

　戦火に明け暮れるヴァゼマルヴァゼアヴィリアタム種族の戦略技術開発部門はこのオヤジギャグの効果に目をつけ、相対性心理排斥圏──通つう称しよう《どっちらけフィールド》を発生させる技能を編み出した。ギャグを浴びた被爆者は、体内に発生した白けエネルギーの力によって、無意識のうちに術者から肉体的距きよ離りを置こうとしてしまうのだ。命ある者なら誰だれしも、お寒いギャグを言う奴には近づきたくないという本能を備えているのである。




「展開！　眼鏡めがねには、目がね～！」

「ぐっ！」

　拳を握りしめて前進飛ひ翔しようしたユトエルだが、本能が草薙への接近を拒きよ絶ぜつ。無意識下で生じた欲よつ求きゆうに逆さからえず、彼は後ろに弾き飛ばされた。

　続けてガブリエルが、死角から敵に肉にく薄はくする。

　が──

「展開！　嫁よめの行動は、まるで読めん！」

「きゃんっ！」

　仔こ犬いぬのような悲鳴を上げて、彼女も為なす術すべなく吹き飛ばされた。

　地面に叩きつけられてもんどり打つ少女天使に、草薙は右手を翳かざす。

「システム１０１《メギッドの刃やいば》！」

「方程式１０９２、しなやかな光跡の交響曲シンフオニー！」

　ガブリエルを狙ねらった閃せん光こうを、ユトエルは光熱波を放って迎げい撃げきした。二つの力りき場ばが空中で激げき突とつし、プラズマの放電現象が起きる。膨ふくれ上がった球形の爆光が、炸さく裂れつして砕くだけた。

　爆ばく風ふうが放射状に拡散し、大地を薙なぎ払う。

　やがて土つち煙けむりの中から、ガブリエルがゆっくりと立ち上がった。

　が──足元がおぼつかない。

　右みぎ肩かたを押さえてふらつく彼女に、ユトエルは身構えたまま声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか、おい？」

「あったりまえでしょ」

　強がっているものの、満まん身しん創そう痍いでかなり消しよう耗もうしているようだ。

　彼は口元の血を手の甲こうで拭ぬぐい、乱れる呼吸を整えた。

「こいつ、アホだけど強つええな」

「ええ。アホだけど強いわね」

「アホじゃなく、強い方を強調しろ！」

　声こわ高だかに咆ほえ、草薙が突つっ込こんでくる。走ってきた勢いをそのままに、飛び蹴げりを打ってくる。ユトエルはそれを、冷静に両りよう掌しようで受け止めた。そして右足を引き、続けて飛んできた回し蹴りを屈かがんでかわす。彼は素す早ばやく足あし払ばらいをかけて、暗殺者を転てん倒とうさせた。

　地面を転がった草薙が、全身のバネを使って跳とび起きる。

　だが相手が体勢を立て直す前に、ユトエルは攻こう勢せいをかけた。大地を疾しつ駆くし、膝ひざ蹴げりを食らわせる。バランスを崩くずした草薙が腕を伸のばして掴つかみかかってきたが、彼はハイキックでそれを叩き上げると、空中で鋭く転回して側頭部に回し蹴りを見み舞まった。

　草薙はよろめきながら後退するが、まだ倒たおれない。

　ユトエルはすかさず、右、左、右と続けて拳こぶしを打ち込んだ。

　草薙は身体からだごと後ろに吹っ飛ばされ、うつ伏ぶせに倒れる。

　だが止とどめを刺さすべく急進した時──

　それより早く、ギャグが飛ひ来らいした。

「展開！　魚屋のおっさんが驚おどろいた！　ぎょっ！」

「ちいっ！」

　ユトエルはとっさに防御姿勢を取ったが、これは意味がなかった。この術には外的な物理力が働いているわけではなく、外的影えい響きよう力によって生じる内的心理力が作用しているのだ。つまり外界からの圧力によって吹き飛ばされているのではなく、識しき域いき下かにある彼自身の本能が自分の身体を自分で吹っ飛ばしているのである。それを防ぐ手立ては、ない。

　相対的に生じた障しよう壁へきによって、彼は後方に投げ飛ばされた。

「このおっ！」

　今度はガブリエルが、旋せん風ぷう脚きやくを浴びせて草薙に躍おどりかかる。

　華か麗れいな足技を披ひ露ろうし、肘ひじ打うちを見舞い、気合の声を上げて矢や継つぎ早ばやに拳打を速射していく。破は壊かい力のある彼女の近接攻こう撃げきに、異界の騎き士しは押しまくられていたが──

　たった一発のギャグで、形勢は逆転した。

「展開！　魚屋のおっさんが驚いた！　うおっ！」

「あんっ！」

　色っぽい悲鳴を上げ、少女天使はこちらに転がってきた。翼つばさが消しよう滅めつし、春かす日が百ゆ合りの姿で地面に倒れ込む。力ちから尽つきたのか、彼女は豊ゆたかな胸を上下させてぐったりとした。

　ユトエルも時間制限で天使形態アストラル・フエイズを維い持じできなくなり、人間の姿に変へん化げした。

「どうだ、天使ども。笑えない状じよう況きようだろう」

「確かに笑えねえよ」

　草薙の嘲ちよう弄ろうに毒づいてから、遊ゆう斗とは背後で囀さえずるひよこを睨にらんだ。

「笑ってる場合か！」

「あの人、面おも白しろい！」

　天翔と美雪を背に乗せ、カナエルは陽気にぴよぴよと鳴く。

「…………」

　それを見てちょっとした閃ひらめきを覚えつつ、遊斗は視線を戻もどした。

　草薙も相当疲ひ弊へいしているらしく、肩かたで荒あらく息をしていた。

「どうした？　お前も結構やばそうだぜ」

「私は誇り高い近衛このえ騎士だからな。寒いギャグを連発してる自分に白けまくっている」

「……なんじゃ、そら」

　自分で自分のギャグに引いてしまうため、自じ爆ばく気味にダメージを受けているらしい。

　つまりこの術は、諸もろ刃はの剣けんというわけか。

（本物のアホだな）

　遊斗はさらに白けてしまった。

　基本的な戦せん闘とう力は明らかにこちらが上うわ回まわっているが、心理的なダメージが大きすぎて本来の力を思うように発揮できない。どうやらどっちらけフィールドには、相手の戦意を奪うばう効果もあるようだ。現に百合はもはや起き上がる気力もないらしく、今はアザゼルの手当てを受けている。彼女の能力を考えれば、この程度の敵を相手に力尽きるということはないのだが。しかし元々ユトエルもガブリエルも、絶大な力を持つが故に直線的な戦闘は得意だが、こういう特とく殊しゆ能力を用もちいた変へん則そく系の戦いはあまり好みではないのだった。

　実際、遊斗にとって草薙は、全力で命の駆かけ引きをしたいと思う相手ではなくなっていた。

「お前との戦いも、そろそろ飽あきてきたよ」

　彼は戦闘態勢を解とくと、肩をすくめて落らく胆たんした。

「この前やり合った時は、もっと楽しませてくれると思ったんだがな」

「この期ごに及んで虚きよ勢せいか、ユトエル」

「お前じゃ全力を出す気になれねえんだよ。カナエル！」

　遊斗は肩越ごしにカナエルを呼んだ。

　巨きよ大だいひよこが、よちよちと歩いてくる。

「なあに？　くるみん」

「お前、得意の体当たりであいつをぶっ飛ばしてこい」

「ぬ。確変能力使う？」

「必要ない。正面から思いっきりぶつかってやれ」

「うん！　それじゃ、いっくよー！」

「あ、その前に──」

　天翔と美雪は降ろして行けと言う前に、カナエルは土煙を巻いて駆け出していた。

「にゃああああっ！」

「きゃああああっ！」

　非常識なスピードに、織咲姉妹が甲かん高だかい悲鳴を上げる。

　仁義なきまでの快速を飛ばし、カナエルが敵に突とつ進しんしていく。

　草薙が両手を広げ、声高に叫さけんだ。

「展開！　こいつは可か憐れんなカレンダー！」

「あはははははっ！」

　大笑いしながら驀ばく進しんを続けた巨大ひよこは。

「ぐへっ！」

　豪ごう快かいに草薙を撥はね飛ばした。




　　　　＊




「な、なぜだ……？　なぜフィールドが通じなかった？」

　地面に叩たたきつけられた草薙が、身体を震ふるわせて小さくあえいだ。

　心理的な障壁で防げると確信していたのが災いして、肉体的にはほとんど無防備なところにカナエルの突進をまともに食らったのだ。もうこれ以上の反はん撃げきはできないだろう。

　ゆっくりと彼に歩み寄り、遊斗は説明してやった。

「どっちらけフィールドだっけ。白けエネルギーがどうとか言ってたが、要するにその術はお前のギャグがくだらないと思ってる奴やつにしか通じないんだ。ウケてる奴には相対的な障壁は発生しないから、術が効きかないんだよ。だろ、カナエル？」

「うん！　カナ、とっても面白かったもん！」

「馬ば鹿かな……私のギャグが、ウケるなんて……」

　悔くやしそうに唸うなってから、草薙は突つっ伏ぷした。

　彼が頭を落とす直前、その無念そうな顔の片かた隅すみに別の感情がよぎったのを遊斗は見み逃のがさなかった。天翔と美雪も気づいたらしく、「今ちょっと嬉うれしそうな顔したね」「うん」と話していた。自分のギャグを理解してくれる人がいるのは、とても幸せなことなのである。

「ま、赤ん坊ぼうは鉛えん筆ぴつが転がっただけでも面白いらしいしな」

「カナ、赤ちゃんと違ちがうもん！」

　怒おこったカナエルが、つんつんとくちばしで突いてきた。

　傷だらけの百合が、冷然と腕うでを組む。

「で、どうするの？　こいつ」

「どこかその辺に埋うめちまいたい気分だよ、僕は」

　黒くろ猫ねこがぼやいた──その時。

「お待ちなさい！」

　凜りんとした声が飛んできて、一同は振ふり返った。

　夜空と大地にくっきりとした直線で境界を描えがいた土手の上から、一人の少女が優ゆう雅がな歩調で近づいてくる──燃えるような赤い髪かみを揺ゆらし、高貴な気品を身に纏まとい。

　月島郁美。

　随ずい分ぶんとタイミングのいい登場だなとその場にいた全員が思い、きっとどこかに隠かくれて登場するタイミングを待っていたんだろうなと全員が同じ結論に達した。

「ひ、姫ひめ！」

　草薙が、驚きよう愕がくに目を見開く。

　月島は彼を一いち瞥べつしてから、遊斗の方に振り向いてきた。

「一体何事ですか、これは？」

「こいつがケンカ吹ふっかけてきたんだよ。お前の差し金じゃないのか？」

　訊きき返すと、月島は不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。草薙に目線を戻し、

「どういうことか説明していただけますわね」

「これは、その……」

「わたくしはもう争い事はたくさん、天使の騒そう乱らんには関かん与よしないと言ったはずですが」

「よく分からんが、こいつはお前のために天翔を殺そうとしたらしいぜ」

「あんたは何も知らなかったの？」

　百合の疑問に、月島は答えなかった。だが彼女が今回の騒そう動どうに無関係なことは、誰だれの目にも明らかだった。遊斗の考えていた通り、やはり月島は関係なかったのである。

　全員からの視線を一身に集め、草薙は観念して口を開いた。

「姫は何もご存知ない。全て私の独断で行ったことだ」

「どういうことですの？　話しなさい」

「はっ……」

　一礼してから、彼は語り始めた。

「深ふか美み高校に通かよい始めて間もなく、姫様は真ま山やま様に一ひと目め惚ぼれなさいました。それは戦禍で故郷を失い、流る浪ろうする姫様がようやく見つけた小さな幸せ。私は何とかしてその幸せを形あるものにしてさしあげたかった。姫様には幸せになっていただきたかった……しかしそれには、大きな障害があったのです。《愛の真理》の解答者、織咲天翔が真山様に想おもいを寄せていることを私は知ってしまったのです。つまり姫様にとって彼女は恋こい敵がたき。私は密ひそかに決心しました。姫様の恋を成じよう就じゆさせるためにも、この娘むすめを亡なき者にしようと。そうすれば《セフィロット》からの依い頼らいも果たせ、一石二鳥。織咲天翔一人を抹まつ殺さつするだけで、二つの問題が同時に片付くのです。だから障害を排はい除じよするのは、しょうがない……」

　どげしっ！

　遊斗と百合は、同時に蹴けりを入れた。くだらないギャグは、もうたくさんだった。

　精神的にも肉体的にも疲つかれ切ったらしく、百合が肩を落とす。

「要するに、三角関係のもつれ？」

「全然もつれてませんけど」と、美雪。

「こいつが強ごう引いんにもつれさせたんだ」

　遊斗は草薙の頭をぶん殴なぐった。

　月島は怒ど気きをみなぎらせ、臣しん下かの騎き士しを睥へい睨げいする。

「あなたはそんな理由で、こんなか弱い娘を手にかけようとしたのですか？」

「姫様。私はただ──」

「お黙だまり！」

　叱しつ責せきと同時に、鋭するどい蹴りが草薙の顎あごを捉とらえた。

　さらに、蹴り、蹴り、蹴り。

　うわっ、エグっ！

　容よう赦しやのない暴行劇に、遊斗達は冷ひや汗あせを流した。

「わたくし達ヴァゼマル種族は、何事も腕わん力りよくで解決しようとしたがために滅ほろび去ったのですよ！　暴力が何も生まないことを、あなたはまだ分からないのですか!?」

「お許しを……姫、お許しを……！」

「わたくしは暴力が大だい嫌きらいです！　争いのない平和な世界で暮らしたいのです！」

　美しい言葉を吐はきながら、月島は冷れい酷こくに蹴り続ける。

　遊斗達は人間の二面性をまざまざと見せつけられ、すごく嫌いやな気分になった。

　巨大ひよこに乗った天翔が、小声で囁ささやいてきた。

「あの人、言ってることとやってることが全然違うね」

「ああ。誰かさんといい勝負だぜ」

　途と端たん、裏うら拳けんが飛んできて遊斗はひっくり返った。

　百合の冷たい声。

「私は暴力、大好きだから。それ以上言ったら殺すわよ」

「こっちの女は、言ってることとやってることが一いつ致ちぎゃおおおっ!?」

　これまた容赦のないヤクザ蹴りを浴び、遊斗は悲鳴を上げた。

　見るに見かねた天翔が、止めに入った──もう一つの暴行現場に。

「あの、月島さん……もうそれくらいにしてあげたら？」

　すると月島は、ボロ雑ぞう巾きんになった騎士を見下ろし、キッと彼女を指差した。

「抹殺などせずとも、こんな魅み力りよくのない小こ娘むすめにわたくしが負けるわけありませんわ！」

「はぶうっ！」

　侮ぶ辱じよくの言葉が胸を貫つらぬき、天翔は美雪の腕の中に倒たおれ込む。

　ズタボロになった草薙が、冷静に告げた。

「しかし念には念を入れて……なにせ姫は先日、真山様にフラれたわけですし」

「はぐうっ！」

　今度は月島が、胸を押さえてその場に膝ひざをついた。

　何だ、この茶番劇。

　遊斗はアホらしくて、口を挟はさむ気にもなれなかった。

「フ、フラれたわけではありませんわ。友達から始めようと、そう言われただけで……」

「この世界では、それをフラれたと言うのですよ、姫」

　仕返しのつもりか、草薙が冷たく斬きって捨すてる。

　その彼を渾こん身しんのストレートで殴り倒してから、

「わ、わたくしがフラれるわけありませんわ……こんな美しい、わたくしが……」

　うわ言を繰くり返す月島を見て、遊斗ははっきりとした既き視し感かんを覚えた。

「プライドの高いとこも、誰かさんといい勝負だぎゃあああっ！」

　再び足あし蹴げにされ、彼は断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを夜空に放った。

　こちらの頭を踏ふみつけて、百合は月島に向き直る。

「じゃああなた、真山くんにフラれたのに、キスしたり腕組んだりしてたわけ？」

「真山くんが振り向くまで、わたくしはあらゆる手を尽つくして彼に付き纏いますわよ」

「……それは完全にストーカーの発言だと思うけど」

「すごい！」

　ストーカー一号が、感動に目を輝かがやかせて月島の手を取った。

「フラれても真山くんを諦あきらめないなんて立派だよ！　あたしなんてあなたが真山くんとラブラブしてるのを見ただけで落ち込んだのに、あなたはフラれても頑がん張ばってる！　フラれても諦めないって、本当に好きってことだよね！　フラれても真山くんを好きと言えるあなたを尊敬しちゃう！　フラれても挫くじけないその気持ち、あたしも見習わなくっちゃ！」

「……あの、『フラれても』ってのをリピートするのやめていただけます？」

　かなり傷ついた表情で、月島。

　そして申し訳なさそうに、

「家け来らいが勝手にしたこととはいえ、あなたを殺そうとしたのに、許してくださるの？」

「そんなこと気にしないで！　みんな無ぶ事じだったんだし！」

「約二名、死にかけてるけど」

　というアザゼルの呟つぶやきは、二人の少女には聞こえなかったらしい。月島が微笑ほほえむ。

「あなたはとても純じゆん粋すいな人ですね、織咲さん」

「あなたもとってもいい人だよ、月島さん」

「ありがとう。でも真山くんは譲ゆずりませんわよ」

「あたしだって負けないもん！」

「ではどちらが先に彼を振り向かせるか、勝負ですわね」

「うん！　これからヨロシクね！」

　天翔と月島は笑顔で手を握にぎり合う。

　美しい女の友情を眺ながめていた美雪が、釈しやく然ぜんとしない面おも持もちで振り向いてきた。

「あの……みなさん、なんで戦ってたんでしょう？」

「誤解から生じた争い、その末に育はぐくまれる友情……青春にありがちな事件だな」

　草薙が気取った調子で、フッと微笑する。

「誤ご魔ま化かすんじゃねーよ！」

「きっぱりとあんたのせいじゃない！」

　遊斗と百合は、彼を袋ふくろ叩だたきにした。

　懲こりない連中だなという目で見ていたアザゼルが、月島に問いかける。

「ところで、君らはなぜ地球に来たんだ？」

「実はわたくし達、〝究極の幸福〟を求めてこの世界にやって来たのです」

「究極の幸福？」

「はい。話せば長くなるのですが……」

　月島は滔とう々とうと語り始めた。

　これは割とよく知られた事実だが、宇宙に生きるあらゆる生命体は、多かれ少なかれ争い事が大好きだ。大好きなのでちょっとした口実を見つけてはしょっちゅう争っていたし、争いはやめろという主張を相手に言い聞かせるために争いを始める者もいた。

　人々は政治、宗教、哲てつ学がくといった分野で難解な論争を繰り広げる傍かたわら、やれ肩かたがぶつかっただの、やれメールの返信が遅おそいだの、お前が期末テストに出ると予想した問題は一問も出なかっただのと相手に難なん癖くせをつけて喧けん嘩かをしていた。なんとなくお前が気に入らないという意味不明な理由で喧嘩を吹っかけてくる頭のおかしな奴やつも少なくなかった。

　しかしこの宇宙で、ヴァゼマルヴァゼアヴィリアタム種族ほど争いを好む連中はいない。彼らは生態的に血の気けが多く、異常なほど精力的で、すぐに腕力を振ふるうことで有名な魁天使フアースト・ボーンでさえ「あいつら正気じゃねえよ」と閉へい口こうするほどの超ちよう好戦的種族であった。

　文明を興おこしてから十数世紀、彼らのしていたことと言えば、食事と睡すい眠みんと戦争だけだった。その中で彼らは、非常に重要な真理を発見した。それは戦争中の方が仲間同士で団結できて仲良く過ごせるという真理だった。ということで彼らは仲良くしたい者と手を結び、ぶっ殺したいと思う奴らをぶっ殺すために団結してぶっ殺しにかかった。

　ところがやがて、ヴァゼマル種族は深刻な事態に遭そう遇ぐうした。

　戦せん闘とう能力と殺さつ戮りく兵器の向上により、これまでのように簡単に戦争ができなくなってしまったのである。ひとたび争いを始めれば一いつ瞬しゆんで種族が滅めつ亡ぼうするという崖がけっぷちまで来てしまったのだ。奇くしくも彼らの戦争相手でもあったププンモックン種族が自じ爆ばく滅亡したこともあり、彼らは慎しん重ちようにならざるを得なかった。ヴァゼマル種族は絶ぜつ滅めつすることには恐きよう怖ふを感じなかったが、絶滅したら二度と戦争ができないという悲しい事実に恐怖した。

　そんなある日、三人の賢けん者じやが夢の中で天てん啓けいを得て、ついに悟さとりを開ひらいた。

　涅ね槃はんの境地に達した彼らは、大衆にこんな演説を行ったのである。

「我われ々われはなぜ争うのか？　それは我々が本質的に不幸だからだ。だがもし〝究極の幸福〟を享きよう受じゆできれば、我々は誰だれとも争わず幸福に暮らせるだろう。戦争で幸せになれないことはもはや自明の理であり、今後は〝究極の幸福〟を獲かく得とくすべく団結しようではないか」

　大好きな戦争ができずに不幸を感じていた民衆はこの提案を受け入れ、彼らは三賢者が見た夢のお告げに従い、外宇宙にいる神とのコンタクトに挑ちよう戦せんした。全能の神から幸福になる方法を伝授してもらえれば、人生の諸問題が一挙に解決できると彼らは信じたのである。

　ここで問題となったのは神との連れん絡らく方法だったが、これは容よう易いに解決できた。というのも戦争を行うには通信が不可欠であるため、ヴァゼマル種族は極きよく端たんに発達した通信技術を持っていたのである。

　計画は実行に移され、目的達成のため全種族が協力し助け合った。これは争いばかりだった彼らの歴史において、最も美しく輝かしい〝黄金の時間〟だったと言えよう。

　そして十年の歳月をかけ、神と対話する超通信装置《カバラI号》が完成した。

　それはどういうわけか、公衆電話ボックスの形をしていた。

　なぜこんな安っぽい外観になってしまったのか、多くの者が首をひねったが、すぐにそんな疑問を消し飛ばす深刻な問題が持ち上がった。計画の最終段階、目的達成まであと一歩のところで終しゆう焉えんした黄金の時間。その途端に生じた、回かい避ひ不能の重大な物議──

　電話ボックスを何色に塗と装そうするか──

　で、争いが起きたのである。

　三賢者の一人は赤が美しいと主張し、もう一人は青の方がイケているのは火を見るより明らかだと主張した。そして最後の一人は、絶対黒に塗ぬるという目的を達成するためにたった今お前達に向けて発射したのは銃じゆう弾だんであることを主張した。

　こうして最終戦争が勃ぼつ発ぱつした。

　屈くつ強きような戦士達が剣けんを抜ぬき、戦闘ロボットが暴れ回り、核かくミサイルが空を飛び交かった。

　開戦から僅わずか十分で、文明は崩ほう壊かいした。その十分の間にヴァゼマル種族は戦争の楽しさを思い出し、自分達が大好きだった戦争に熱中しながら幸福のうちに死んでいった。

　そして辛かろうじて生き残った人々は、大量の屍しかばねの上で奇き妙みような霊れい感かんを得た。

　彼らは一いつ斉せいに携けい帯たい電話を手に取り、同時にこう呟いたのである。

「誰も電話に出んわ」

　その瞬しゆん間かん、白けエネルギーが世界を覆おおい、ヴァゼマル種族は宇宙から消しよう滅めつした。




「生き残ったのは、異世界に亡ぼう命めいしていたわたくしと草薙だけでしたわ」

　草木も眠ねむる真夜中に、月島は遠えん慮りよの欠片かけらもなく無む駄だに長い話をした。

「それともう一つ──超通信装置《カバラI号》。電話ボックスは開戦前に転位システムによって安全な異界に避ひ難なんしていたのです。それを知ったわたくし達は、レーダーで追つい跡せきしてこの地球にやって来たわけです。この世界のどこかに神との交信を可能にする電話機があり、それを使って種族の悲願でもある〝究極の幸福〟を手に入れようと──」

　そこで、ようやく彼女は言葉を切った。

「聞いてます？」

「……え？」

　天翔達は《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》から顔を上げた。月島の話がやけに長かったので《日記帳》を読んだ方が早いと思ったのである。残念ながら《日記帳》の記述もやけに長かったが。

「あ、うん。聞いてるよ。神様とお話できる電話ボックスを探さがしに来たんでしょ」

「それで、見つけたんですか？」

　美雪が訊きく。月島は弱々しく首を振った。

「いえ。地球に着いた時にレーダーが故障して、追跡できなくなってしまい……」

「ま、レーダーはこの通り修理しましたが」

「そうなんで──ぅええっ!?」

　頷うなずきかけた月島が、驚きよう愕がくに見開いた目を騎士に向けた。

　草薙は懐ふところから携帯電話に似た機器を取り出し、

「いや、ですから、レーダーはとっくに修理しておきましたよ。ほら、これーだー」

　ごすっ。力いっぱい彼を殴なぐり倒たおし、月島は青筋を立てる。

「あなた、なぜ黙だまってましたの!?」

「〝究極の幸福〟は真山様との日常の中にあるとおっしゃったのは、姫ひめ様ではありませんか。幸福になる方法を見み出いだした今、神と対話することに何の意味があるのです？」

「それは、まあ、そうかもしれませんが……」

「ねえ、ちょっと待って」

　好こう奇き心しんいっぱいに、百合が詰つめ寄よった。

「その通信装置で、本当に神と交信できるの？」

「三賢者のお告げを信じれば、だが」

「三人の賢者が同じ夜に同じ夢を見、同じ宣せん託たくを受けたという事実をどう捉とらえるかですけど……通信テストを行った際、神秘的な『声』を聞いたという報告は耳にしましたわよ」

「ふうん。『声』ねえ」

　百合は顎あごに手を添そえ、考え込む。神しん従じゆう派の彼女にすれば、無視できない話だろう。

　天翔は遊斗と顔を見合わせた。

　面倒なことになりそうな予感がした。




　　　　＊




　やれ行こう、それ行こう、今すぐ行こう、ついて来なきゃ全員ぶっ飛ばすわよと百合が脅きよう迫はくするので、みんな仕方なく電話ボックスを探しに行くことになった。

　もちろん天翔達は、月島の話を真まに受けたわけではない。神と交信できる通信装置など荒こう唐とう無む稽けいすぎる。だが全能の存在と対話できる可能性に背を向けられる者もいなかった。

　果たして神は存在するのか？　その疑問に無関心な者はいないだろう。

　一つはっきりしていることは、天翔はこの宇宙の創造者だが、彼女は神ではないということだ。少なくともこのメンバーの中で、彼女を神と信じている者はいない。だから真の神を見つけることは、実は天翔達にとって非常に重要な意味があったのである。

　草薙のレーダーを頼たよりにやって来たのは、神か奈な川がわ県けん丹たん沢ざわ山地の山奥──

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる深い森の中に、その電話ボックスは何の脈みやく絡らくもなく佇たたずんでいた。

「えらくあっさり見つかったわね」

　百合が拍ひよう子し抜ぬけした声を漏もらす。

　天翔はまじまじとその物体を観察した。

「なんか普ふ通つうの電話ボックスだね」

　四角い箱型をしていて、数字を記しるしたボタンが並び、受話器がついている。街でよく見かける平へい凡ぼんな公衆電話だ。彼女の知っている公衆電話と違ちがう点は、無愛想な鉛なまり色いろをしていたこと（結局塗装されなかったらしい）と、タウンページがどこにもなかったこと、そして小型のパラボラアンテナを装備していたことぐらいである。おそらくこれで神と交信するのだろう。その割には、恐おそろしくちゃちな代しろ物ものだったが。

「こんなちっこいアンテナで、ホントに神様とお話しできるの？」

「大きさは関係ありませんわ。重要なのは、この宇宙から空間神経ネットワークを通じて十次元宇宙にアクセスする次元干かん渉しよう能力ですから。十次元下では反はん矛む盾じゆん律りつ性せい相そう反はん事じ象しよう並へい立りつ可能現象により、ゼロと無限大が対等となります。つまり確率〇％と確率一〇〇％が並立して同時に存在できるのです」

「なるほど。考えたな」

　アザゼルが感かん嘆たんした。

「十次元世界では相あい反はんする二つの要素が同時に存在できる。現実と非現実が基き幹かん領域で合理化されるため、どんな非現実な不可能事も実現可能な現実領域に内ない包ほうされるわけだ」

「それって加奈ちゃんの確変能力っぽいね」

「愛あい里ざとさんの能力は一定のパラメーターが許す範はん囲い内に限定されるが、十次元的環かん境きよう下ではどんな不可能な願いも実現できる。問題はこの次元から十次元世界にアクセスする方法だが、確かに空間神経ネットワークを利用すればあるいは可能かもしれない。僕ら天使にはできないが、《日記帳》が現にそれを行っている以上、決して不可能ではないかも」

「ちょっと待ってよ。じゃあこれ、ホントに神と交信できるの？」

　電話ボックスの前に立った百合が、面食らう。

　遊斗が胡う散さん臭くさげに電話機を眺ながめ回した。

「つーか、ホントに神なんているのかよ」

「そんなのは試してみればいいじゃない」

「ま、神がいてもいなくても、俺には関係ねえけどさ」

「いや、君にも大いに関係あるよ」

　アザゼルが言った。

「天界原理主義派が織咲さんを狙ねらっているのは、彼女が自分達の地位を脅おびやかす神かもしれないからだ。だけど全能の神が別に存在するとなると、織咲さんが《愛の真理》を発見しても彼女は神ではなくただの人間でしかないわけだから、彼らの脅きよう威いにはならない」

「神様が他にいるなら、天ちゃんが狙われることもなくなるわけですね」

　美雪が期待を込めて、黒くろ猫ねこを見た。

「それにもし神と交信できるなら、《愛の真理》の解答こたえを聞くこともできるじゃない」

　今度こそ天国に帰れるかも──と、百合が嬉うれしそうに言った。

「で、これどうやって使うの？」

「まずはこの通話カードを挿そう入にゆう口に差し込んでください」

　月島が鞄かばんからテレホンカードらしきカードを取り出す。

「十次元世界へのアクセス・コードは、４１５８３７４７ですわ」

「覚え方は、『よい子はみな死ね』だ」

　草薙が補足した。

　嫌な覚え方だ……

　天翔達は閉口した。

「ええっと」

　通話カードを受け取った百合が、電話機の前でまごまごする。

　使い方が分からなかったみたいなので、天翔は教えてあげた。

「まず受話器を取って、そのカードをそこに差し込んで番号を押すの。でしょ？」

　念のため月島に確認すると、彼女はその通りだと頷いた。

　ところが機械オンチの金きん髪ぱつ少女は、ますます混乱したようで、

「受話……？　かー……？　ばん……？　え？　え？　え？」

　頭の上に物もの凄すごい数のクエスチョン・マークを浮ふ遊ゆうさせた。

　遊斗が冷笑して、

「お前、電話もかけられねえのか？」

「うるさいわね！　受ける方は習得したけど、かける方はまだ勉強中なの！」

「勉強中て」

「貸して。あたしがやったげる」

　天翔はカードを受け取ると、受話器を手に番号をプッシュした。

　４・１・５・８・３・７・４・７。

　受話器から、呼び出し音が鳴なり響ひびいた。

　次の瞬間に襲おそってきた感覚を、どう説明すればいいのだろう。彼女の意識は、受話器を通して圧あつ倒とう的てきな深しん淵えんに吸い込まれていった。その先にあったのは、森しん羅ら万ばん象しようが編み出す想像を絶する虚きよ無む。魂たましいが砕くだけるほどの壮そう絶ぜつな無限の中で光こう子しの雲が渦うずを巻いて荒あれ狂くるい、身み悶もだえしている。沸ふつ騰とうする光。咆ほう哮こうする静せい寂じやく。果てしなく交差する直線と曲線。そして全宇宙の息吹いぶき──それは創生前宇宙で体験した、あの圧倒的な感覚によく似ていた。

　もしかしたら、本当に神のいる世界に繋つながっているかもしれない。

　不意にそんな気がして、天翔は本能的な畏い怖ふに震ふるえた。

　みんな押おし黙って、息を潜ひそめる。

　呼び出し音が、鳴り響く。

　ほとんど永遠に近い数秒が、流れていく。

　やがて緊きん張ちよう感かんが、ピークに達した時。

　受話器から、ガチャッという音がした。

　天翔は心臓が破は裂れつしそうになった。緊張。身体からだの中心で、胸がバクンバクンと激しく鼓こ動どうする。受話器を握にぎる手から、汗あせが滲にじんだ。隣で美雪が、はっと息を詰めた。

　束つかの間の、静寂。

　天翔は、ごくっと唾つばを飲み込んだ。

　やがて──

　受話器の向こうから、男とも女とも年ねん齢れいも定かでない不思議な声がした。

『あー、神です。ただいま留守にしております。ご用の方はピーッという発信音の後にメッセージをどうぞ」

　ピーッ。

　沈ちん黙もく。




　それからしばらくの間、誰だれも何も言わなかった。誰も何も言わず、重苦しい静寂だけが夜の闇やみの中でせせら笑っていた。誰も何も言わなかったのは誰も言うべき言葉を見つけられなかったからであり、言うべき言葉を言う気力を見つけられなかったからである。

　全員の頭を支配していたのは、漠ばく然ぜんとした疑問──

　神とは何か？　人生とは何か？　そしてこのオチの責任を取るのは誰なのか？

　そんな気まずい沈黙を振ふり払はらうべく、

「○×♨☎Θ〒Ω☆ωＡ◎√※℃☀！」

　八人の少年少女は、一いつ斉せいに受話器に向かって罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけた。いや、美雪だけは参加しなかったので、正確には七人だが。彼らは宇宙に存在するありとあらゆる罵ば倒とう語を駆く使しし、神だか誰だか分からない不在野や郎ろうに冒ぼう涜とく的なメッセージを吹ふき込んだ。

　そしてそれが終わると、みんな電話ボックスの周囲に座すわり込んだ。

　みんな疲つかれ切ってしまい、夜の静寂の中で放心したように身体と心を休めた。

「ねえ、ユート」

　誰も喋しやべらないので、仕方なく天翔は口を開いた。

「あの声の人、神様なの？」

「そんなわけねえだろ」

「じゃあ、あの人誰？」

「知るかよ。ヤクでラリったどっかのおっさんじゃねえの？」

　適当な答えを返してくる。

　遊斗の隣に座った美雪が、ぱちぱちと瞬まばたきした。

「でも受話器を耳に当てた時、不思議な感じがしましたね」

「美雪さんまでなに言い出すんですか。そんなのただの錯さつ覚かくですよ。あの電話ボックスはイカれた種族が作ったイカれた機械で、自分を神だと思ってるどっかのイカれた野郎の家に繋がってるんですよ、きっと」

「そうでしょうか？」

「そうですよ」

　遊斗は全く取り合わなかった。

　確かにその通りかもしれない。だがそうでないかもしれない。真実は受話器の向こう、手の届かない領域であやふやな影かげを漂ただよわせている。と──

「…………」

　電話ボックスを眺めていた天翔は、不意に面おも白しろいことを思いついた。立ち上がり、受話器を取り、もう一度番号を押す。彼女は留守録に遊斗の電話番号を吹き込んだ。うふふ。

「ねえ、私にももっと喋らせなさいよ」

　百合が近づいてきたので、天翔は彼女に受話器を渡わたした。

　元の場所に帰ってくると、遊斗が冷れい淡たんな目つきで迎むかえた。

「お前、いらんことすんなよ」

「ムフフ。ユートのところに神様から電話かかってくるよ」

「んなわけねえだろ」

　彼は足元の草を引き抜ぬいて、投げつけてくる。

「そう思うんだったら、自分の番号入れりゃいいじゃねえか」

「やだよ。変な人から電話かかってきたら困るもん」

「俺だったらいいのかよ」

「うん。いいと思う」

　すると遊斗は、こちらの頬ほおをぷにぷにっと引っ張ぱってきた。

「なんだって？」

「ふにゃあああん！」

　と、その時である。

　いきなりボンッという爆ばく発はつ音がして、全員が振り返った。黒こく煙えんを上げる電話ボックスの前で、受話器を手にした百合が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「こらーっ！」

　草薙の絶ぜつ叫きよう。

「我わが種族の遺産を！　なんてことするんだ!?」

「知らないわよ！　勝手に爆発したんだもん！」

「電話が勝手に爆発するか！　何をした!?」

「何もしてないわよ！　作り方が悪かったんじゃないの!?」

「ゆりりんが壊こわした♪　ゆりりんが壊した♪」

「ちょっ、加奈！　私のせいじゃないわよ！」

「どかーん！　ぼかーん！」

「だから私のせいじゃないって！」

　電話ボックスの傍そばで大おお騒さわぎする三人を眺め、遊斗が力なく呟つぶやいた。

「……あいつら、元気だな」

「壊れちゃいましたね」

「壊れちゃったね」

　美雪が呟き、天翔は頷うなずいた。

「ねえ、織咲さん。君、部長だから頼たのんでおくよ」

　美雪の膝ひざに座ったアザゼルが、

「僕が留守の間、彼女には部室のパソコンを触さわらせないでくれ」

「そだね。壊れちゃうね」

「あの……」

　煙けむりを上げる電話ボックスを背にして、月島が歩み寄ってきた。

「そろそろ帰りません？」

「そうだな」

　遊斗が腰こしを上げて、大きく伸のびをした。

「人生で一番無む駄だな時間を過ごしちまったぜ」

「そうかな。あたしは結構楽しかったよ」

　気けだるそうに頭を掻かく彼に、天翔はにっこりと笑った。

「神様とお話しできるかなって、ちょっとドキドキしたし。ね、お姉ちゃん」

「うん。楽しかったね、天ちゃん」

「……そうか」

　遊斗はこちらの頭にぽんと手を置き、優しく微笑ほほえんでから夜空を見上げた。

　電話ボックスから立ち上のぼった一筋の煙が、星々の世界に吸い込まれていく。

　まるで誰かに何かを伝える、狼煙のろしのように……
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　この宇宙で起きる日々の出来事を自動筆記オートライトする《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》には、時折人を小こ馬ば鹿かにしたような記述が見受けられる。場合によっては頻ひん繁ぱんに。人によっては常に。

　これは《日記帳》が自みずから意思を持って我われ々われを小馬鹿にしているのだと主張する者もいれば、この宇宙自体が我々を小馬鹿にしているのだと唱となえる者もいる。中には、お前が負け犬で哀あわれな劣れつ等とう感かんを抱かかえているからそんな被ひ害がい妄もう想そうに陥おちいるんだと小馬鹿にする者もいるが、そんな他人を見み下くだすような輩やからは遅おそかれ早かれ誰だれかに殺される運命にあるので、気にすることはない。この宇宙には天てん罰ばつというものが、確実に存在するのである。

　遊ゆう斗とは二番目の支持者だった──つまり何らかのタチの悪い意思を持つこの宇宙が、何らかのタチの悪い理由で俺を小馬鹿にしているんじゃなかろうか、と。

　今、彼の目の前でタチの悪い宇宙が嘲あざけり笑っていた。

『愛とは、ドーナツであり、複雑なトライアングルの』

《愛の真理》の項こう目もくに、このような文章が追加されていたのである。

　三角形トライアングルか、と彼は思った。

　悪くない真理の断片ピースである。

　三角形はこの宇宙において最も合理的かつ単純な構造をしており、最小努力で最大効果を得られる幾き何か学がく図形である。ドーナツより遥はるかにまともな断片と言えるだろう。

　もっともこの宇宙には、〝複雑な〟三角形など存在しないが。

　ただこんな文章が記述された理由については、おおむね見当がついた。

「…………」

　無言のまま、遊斗は《日記帳》を閉じた。

　今け朝さの空は青く澄すみ広がっていたが、本日も出だしから怪あやしい雲行きだった。

　織おり咲さき邸ていの前に立ち、彼は携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「遅おせえぞ、天てん翔か。早くしろよ」

『ごめーん！　あと五分だけ待って！』

「五分前にもそう言ったろうが」

『ホントにあと五分で準備するから！』

「それも五分前に聞いたぜ」

『天ちゃん、お弁当忘れてる！　ほら、ハンカチも！』

「センキュー、お姉ちゃん！　行ってきまーす！」

『ちょっと天ちゃん、パジャマで学校行く気!?』

『わーっ！　しまったぁ！』

　受話口から、慌あわてふためく姉妹のやり取りが伝わってくる。

（何やってんだか）

　遊斗はやれやれとため息をついて、電話を切った。

　本日はオリエンテーリングの日である。

　まさかの雨オチを微かすかに期待していたが、空は悪意を持って晴はれ渡っている。昨日以上に悲ひ惨さんな一日が待っていそうな気がした。既すでに前兆は始まっている。普ふ段だん天翔の登下校を警護している守護天使達はコースの警備に動員されたため、今日は遊斗が彼女を学校まで護衛することになったのだ。彼は朝食も食べずに彼女を家まで迎むかえに来たのだが、ご飯と味み噌そ汁しると焼魚の和風な朝ご飯の代わりに二十分近くも待ちぼうけを食わされていた。

「ごめんなさい、来くる海みさん。すぐ準備させますから」

　セーラー服にエプロンをつけた美み雪ゆきが、玄げん関かんに現れた。

「あの、よかったら中に入って待ってください」

「いえ、ここで待ちますから」

　軽く手を振ふって、遊斗は丁てい重ちように断った。家の中に入ったら最後、天翔の登校の準備を手伝わされるのは目に見えている。朝から彼女に煩わずらわされるなんて、真まっ平ぴらごめんだった。

「お姉ちゃん、あたしのベレー帽ぼうどこー？」

　天翔に呼ばれ、美雪が家の中に引っ込む。

　と、携帯電話が鳴った。てっきり天翔がもう少し遅おくれると電話してきたのかと思ったら、受話口から聞こえたのは別人の声だった。

『やあ、マクラホン。元気かい？』

「……は？」

『ん？　君はマクラホンだろう？』

「……いや」

『そうか。どうも間ま違ちがえたらしい。失礼した』

　電話はあっさりと切れた。

「…………」

　遊斗は呆ぼう然ぜんと携帯電話を見つめた。ただの間違い電話かと思ったが、声の主ぬしを知っている気がした。というより、その声には聞き覚えがあった。若いようであり、年寄りのようでもあり、男のようでも、女のようでもある──不思議な声。最近どこかで聞いた声。

「……えっ!?」

　思い出した時、遊斗は背筋に寒いものを覚えた。

　そして液えき晶しよう画面に表示された、奇き怪かいな電話番号──『４１５８３７４７』

（まさか!?　嘘うそだろ!?）

　天翔が吹ふき込んだ留守録のメッセージを聞いて、電話してきたのだ。

〝誰か〟が。

　嘘だ。信じられない。こんな展開、聞いてないぞ。

　圧あつ倒とう的てきな宇宙の重量を感じ、遊斗は戦せん慄りつした。

「…………」

　眩暈めまいを覚え、震ふるえる手でリダイアルしてみる。

　ところがどういうわけか、受話口から聞こえてきたのは無機質な女性の声で、この番号は現在使われていないというメッセージだった。使われてない？　そんな馬ば鹿かな。

　心臓が激しく動どう悸きした。遊斗は身み震ぶるいしている自分に気がついた。

　ただのイカれ野や郎ろうではない──奴やつはマクラホンと言ったのだ。マクラホン。

　まさか。〝彼〟は実在するのか？　いや、それだけでは断定できないが……

「行ってきまーす！」

　賑にぎやかな声を先行させ、天翔が元気よく家から飛び出してきた。

　お待たせ～、と駆かけ寄よってきた少女が、きょとんとする。

「あれ？　どうしたの、ユート？　顔が真っ青だよ」

「ん？　ああ、なんでもねえ」

　遊斗は悪お寒かんを振り払はらい、携帯電話を内ポケットに収めた。彼は激しく動どう揺ようしていた。宇宙のあらゆる謎なぞを解とく決定的なチャンスを天翔が与あたえてくれたかもしれないのに、みすみす逃のがしてしまったのだ。もう一度電話がかかってくることなんて、あるだろうか？

「どうしたの、ユート？　具合悪いの？」

「いや、ちょっと考え事さ」

「考え事？」

「お前には理解できない形けい而じ上じよう学がくさ」

「ケイジジョウって、なあに？」

「神とか宇宙についてだよ」

　ふうんと呟く天翔に、遊斗は視線を向けた。

「それより、忘れ物ないか？」

「うん！　ちゃんとラブレターも持ってきたよ。ほら」

　彼女は嬉うれしそうに、桜色の可愛い封ふう筒とうを見せてくる。

　そうか。ついに告白するのか……

　遊斗は目を逸そらし、飄ひよう々ひようと歩き続けた。

　だが表に書かれた『真ま山やま憲けん治じさまへ』という文字を見た時、自分の心の中でややこしい感情が波立っていることに、彼は嫌いやでも気づかされた。なぜこんな苛いら立だった気持ちになるのか──その理由は分かっているようで、いないようで。天翔に対して漠ばく然ぜんと抱いだき始めている想おもいは、守護天使としての庇ひ護ご欲よくなのか、あるいはもっと別のものなのか……だがそれを素直に認めたくないのも事実だった。なんだって俺が、こんな小ガ娘キを。

（まさかトライアングルって、そこに俺が含ふくまれてたりしねえよな？）

　天翔・真山・月つき島しまの三角ではなく、天翔・真山・自分……

（なるほど。これは〝複雑〟だな）

　少女と肩かたを並べて歩きながら、遊斗はそんなことを考えている自分にげんなりした。

　そのため見送りに出てきた美雪の切ない表情に、彼は気づかなかった。

「ねえ、ユート」

　隣となりを歩く天翔が、躊躇ためらいがちに声をかけてくる。

「何だ？」

「もしダメだったら、慰なぐさめてね」

　少女は頬ほおを朱しゆに染めて、恥はずかしそうに言う。

　それが告白のことだと気づくのに、少し時間がかかった。

　ああ。本心から頷うなずきかけて──

　彼は慌てて、ぶっきらぼうな態度を取った。

「なんで俺が、そんなことしなくちゃなんねえんだよ。面めん倒ど臭くせえ」

「ひどーい！　ユートにも人情くらいあるでしょ！」

「今は在庫切れだよ」

「冷たいなあ、もう」

　ぷっと可愛く頬を膨ふくらませ、天翔はそっぽを向く。

　そのあどけない横顔を見て、遊斗はドキッとした。

（そうか……）

　もやもやしていた霧きりが晴れるように、彼は唐とう突とつに理解した。

　なぜ今日まで気づかなかったのだろう。

　そうだ。この少女は〝彼女〟に似ているのだ。見た目は全然似てないが、〝彼女〟が持っていたものと同じものを持っている。だから、心が惹ひかれるのかもしれない。

　それを悟さとった時、遊斗は少し優しい気持ちになった。

　振り返り、気まぐれに誘さそってみる。

「どうだ。乗ってくか？」

　拗すねてしまったのか、少女は返事をしない。

「いいじゃねえかよ、ほら」

　遊斗は天翔の手を取ると、黄金の竜りゆうに変身して空に舞まい上がった。

　彼女を背に乗せ、高く、高く、どこまでも。

　五月の風を切りながら、彼は複雑な気分になった。

　この少女は今日これから好きな男に告白しようとしているのに、自分は彼女の中に、遠い昔に失なくした〝黄金の時間〟の破片を見つけてしまったのだ。

　究極的に幸福だった頃ころの思い出を。

　それに気づいたら、彼女を他の男に渡わたしたくないという気がしてきた。

「ユート、また何か考えてる」

　天翔が無垢な瞳ひとみで覗のぞき込んでくる。

　ユトエルは素そっ気けなく返した。

「お前が真山にフラれたら面おも白しろいなあって考えてたんだよ」

「何よ、それ！　馬鹿！」

　少女がぽかりと頭を殴なぐってきた。

　やれやれ、とユトエルはため息をついた。

　本日もややこしい一日になりそうだった。








　あとがき




　小学生の頃、今日あった出来事を作文にするという宿題が出されました。しかしその日はこれといった出来事が何もなかったので作文を書くことができず、仕方なく『今日はこれといった出来事が何もなかったので作文が書けなくて悩なやんでいる』という作文を書きました。文章を一いち言ごん一いつ句く覚えているわけではありませんが、確かこんな内容でした──

「今日はこれといった出来事が何もなかったので作文が書けなくて悩んでいます。もう三十分以上、悩んでいます。何も思いつきません。困りました。非常に困りました。今、僕は机に座って、作文が書けなくて悩んでいるということを書いています……云うん々ぬん」

　原稿用紙二枚にわたって、作文の宿題をしている状況を作文にしたのです。

　苦く肉にくの策さくってやつですね。本当にどうでもいい小学生の頃の思い出ですが、そんなどうでもいい思い出を思い出したのは、現在『あとがきで書くことが何もないのであとがきが書けなくて悩んでいる』というあとがきを書いている最中だからです。

　それにしても書くネタが思いつかない時に限って、キーボードの汚れが目につきます。気になると作業に集中できないので、ウェットティッシュで掃そう除じしましょう。どうやら拭ふいた時にキーを強く押しすぎたらしく、モニターを見ると『ｊ。、ｍ、ｋ２ｄｆｄｇｊｊｈ５４３３あｓｃｇ』という意味不明な文字が打ち込まれていました。やれやれ。




　しかし、ホントに何も書くことがありません……




　困りました。びっくりするぐらい何もありません。最近はずっと原稿にかかりっきりでどこかに遊びに行く時間もなかったので、近きん況きよう報ほう告こくすることも特にありませんし（荒すさんでます）。まあ映画見に行ったり、本屋に足を運んだりはしてますけど。

　本屋で思い出しましたが、まだ自分の本が書店に置かれているところを見たことがありません。最初は、なんか恥ずかしいので見ないように目を背けていたんです。ところが目を背けている自分を強烈に意識すると、意地でも見ないでおこうという気になって今もそれを貫いています。「自分の本が書店に置かれているのを見ると感動するよ」なんてことを言われると、余計に「じゃあ俺は絶対見ないようにしよう」と思っちゃうんですよね。

　一体誰に反抗して何と戦っているのか謎なぞですけど、でもやっぱり照てれ臭くさいでしょう、自分の書いたものが本屋に置いてあったら。確実に赤せき面めんしてしまいますよ。

　僕は内気で天あまの邪じや鬼くな人間なのです。

　ところで今巻ではオリエンテーリングの話を書くはずだったのですが、作者都合により間にもう一話挟はさむことになりました。もうちょっと足場を固め直して、舞台環境を整えた方がいいかなと思いまして。ということで、オリエンテーリングの話は次回やります。

　ついでに10月発売予定の紗音３巻の予告もしておきましょう。次は沖縄方面が舞台になる予定です。南方は島が多いので、話を作りやすいかなと安易に考えています。実は当初から南方に話を拡張していく予定でしたので、２巻では北洋の冒険を先に片付けておいたというわけです。




　ようやく残りページが少なくなってきました。最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。またこの本の制作に携わってくださった全すべての方にもお礼申し上げます。それとファンレターありがとうございます。とっても嬉うれしかったです。では、




　Ｓｅｅ　ｙｏｕ　ｎｅｘｔ　Ｓｔｏｒｙ！





二〇一〇年六月　直江ヒロト　　
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